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著を 紹介 

明治 一二 十 セ 年、 東京に 生る 
東を 工科 學校 卒業後、 獨學 
黃話 文學の 執筆 約 二十 年 
曾つ て 昭巧岛 に 巧す 
项 化、 リ本 少阀巧 父 化 協 貪嗎託 

まなる 著银 ■長な 壺話 「なの 出帆」 藍 おお 「風鈴」 長篇 
童話 「ド ィジ 人形」 童話 集 「朝 やけ 空」 帝輔集 「裝 を貞 
る 店」 黃話集 r 巧を を おつた くづ 崖さん」 


昭 南島ボ 、まだ ィギリス 領 .の シン ガポ— ルと いはれ てゐを 時代から’ この 物が わりは は 
"しまります 0 

シン ガポー ルと いふと ころは まことに 流星の 多い ところで’ ィギリスの 編隊 機が、 ごう 
で 遊^^ 天を 飛び まは つて、 やう やく そ i を 消す 頃になる と、 あざやかな 流 

をむ かへ る 島であります。 
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.で f 端 か 瓜^ が聽 りの 暑さを 吹きは らふ やうに •さや さやと 狮卜の 葉を ひるが へ 

おで、 正 夫は、 が數 の宿跑 をと いて ゐまナ と’ 窓 下の 廣い 庭園で、 親 

啤ソ广 よ のげ 聲が きこえて きたので した。 

冗 ホは、 よろ ひ戶が 大きく ひらかれた 慾から 巧を つきだして 下を のぞく と、 バナナの 木 


力げ に、 ない パンツと シ ヤツを 荒た レイが、 基 かげに 照らし 出されて ゐ るので した。 
『レイ かい。』 

『ああ 僕 だ。 何して ゐ るの。。 

『いま 勉强 して ゐ るんだ。 あがりた まへ。』 

『じ やまに ならない かい。』  • 

『大丈夫 だょ。 もうこの 問題】 つです むと ころ だ。』 

『ょうし。』 

レイは、 病院を 馨」 了 ゐる霎 Qs が g に まは ると、 日寞 字で 同仁 病院と 書かれ 

を 白い 門を くぐ 三」、 長いろう かを ナた すたと 冗 夫の 部屋に あがつ てきました。 

『算數 かい。』 

『ああ、 さう だ。』 

『すんだら 、市役所の かが 會 館へ 巧つて みない か。』 


『ああ 行かう。 僕 もこれ から 聞きに 行かう と 思つ てゐ たと ころ だ。 J 

『日本から、 ィギリスへ 歸國ナ る 少年たち の!!* 散';!^ つて、 一たい どんな ことを •しやべ る 
の だら うね。 J 

『さを、 僕に も わからない けれど、 もしかしたら、 日本の 惡口 でもい ふの かも かれない ぞ。 J 
『もしも さう だつ たら、 君は おこる だら う。』 

『怒る とも、 日本人 だもの。』 

『僕 だつて、 話に よつては、 東洋人の 一人と して 承知し ない ぞ。 J 
『どんな 溃說會 か、 すこし 氣 になるな を。 J 
『さあ’ すぐに 出かけよう よ。』. 

『八 時から だもの、 まだ 早い よ。』 

シン ガポー ルは 生き生きとした’ 夜の 國で あります。 づ  - 

ホ逆陋 下の 燒 けつく 太陽が、 マラッヵ 拋峽 のが^ 脱に 化む と、 謀 較の歡 をけ りすて て、 


この 國の 人達の、 あわただしい 生活が はじまります。 したがつ て、 映畫 も、 溃說會 も、 何 
も かも 聞 催される も Q は、 夜 Q 八 時 ごろから Qg 職に なつて ゐる.0 でを りました。‘ 
『レイさん’ こんばんは 〇』 

と、 このと き、 正 夫の 家の 若い 日本の 薪 S が、 食後の あっい 紅茶と、 數り にしう 
イナ ップ ルを 五つ 六つ 果實 皿に 入れて， さを、 め」 あがれと、 二人 0 前に それを ならべた. 
のでした。 そして、 窓からの 風に、 裏の えりを 少し ひらいて、 「かお 涼しい 晚」 といつ て 
ろぅか. に まぎれ 这んで 來空酪 の 伊 追 ひ 衾ら、 震を 下りて 巧つ てし まひました。 

『正 夫。 君は イギリスを どぅ 思， AO  = 

『イギリスは、 恩知らずの 國 だょ。 J 
『どうして。 I 

『お父さんの 話に ょると、 今から 四十 年 もを、 イギリス 替 本と gg を 結んで’ いろいろ 
日本の 世話になつ たくせに、 今では 费 i しりおし をして、 日本に 立ちむ かつて 來る 


し、 この シン ガポ— ルに だつて’ ざんごうを 掘つ たり、 砲臺を きづいたり、 飛行機を 朝 か 
ら晚 まで 飛ばして、 日本と 戰 ふじ ゆん びに】 日ぢ ゆう 馳け まは つて ゐるぢ やない か。 何が 
紳击國 だ。 無禮 きは まる 國は イギリス だよ。』 

『正 夫、 聲が 高い よ。 もしも スパイに きかれたら 、引つぱられて しま ふぢ やない か。 J 
『君たち インド 人は， イギリスを どう 思つ てゐ る。』 

レイは その 問 ひに、 いきなり 黒い 顔を きんちよう させて， 小さな こぶしを 自 かの 鼻の 先 
につく りあげる と、 眼を かがやかして いひました。 

『君つ、 インドは’ じつに 古い ホい 國 だよ。 イギリスが 宣傳 する やうな’ そんな やばん 國 
でもなければ、 熱帶 地に このまま t びて しま ふ， けちな 國 でもない よ。 インドは、 ョーロ 
ッ パの 國 々の 文化が、 まだ 今の やうに 發 達しない 時代に もう 最高の 文明に 達して ゐ て、 そ 
の 化り をこう むらな かつた 幽 は’ 地上に 一つ もなかつ たとい ふ ほど だよ。 一例を あげてみ 
て も、 その 頃の 寺院の すばらしい 建築は、 今な ほ 世界の 驚異の まとに なつて ゐ るし、 また 


君が いま 勉强 して 
ゐる その 算數 だつ 
て、 十の 数に 達ナ 
れ ば、 一 けた 上へ 
進む が とい ふ 
ものを 發 明して、 
近代 科學 のき そを 
っくって 世 巧 文明 
の 道を きりひらい 
たの も、 ィンド 人 

るの だょ。 また、 
おしや か朦 を產ん 


八 


だの も インド だし 
タゴ J ル、 ガン デ 
J を產ん だの も' 
僕の 國 インドな の 
だ。 これらの 人を 
聖人、 偉人と しで 
數へ あげない 歐义 
人が、 一人で も あ 
る だら ぅか。 その 
インドが、 イ ギリ 
ス のために、 富を 
ぅば はれ、 自 曲を 
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うば はれ、 國を うば はれて’ どれいの 夕 うな 生 巧を このまま 續 けなければ ならない の だら 
うか。 日本の 正 夫、 僕たち インドのを 少年は、 この 胸の 中に、 今 こそ 愛國の 血を もやして 
勉强し たくましい 力を 養つ てゐ るんだ よ。 わかつ て くれる かい。』 

『わかる とも。 レイ、 こんどは 君の 聲が 高い よ-』’ 

はつと， レイは 黑い 指先を ひろげて 口を おさへ ると、 正 夫と， 脈を 見を せて’ につ こりと 
したので した。 

『正 夫、 東洋人は 、りっぱな 東洋を、 團 撒の 力で っくりあげよ うな。』 

『僕の 國 日本では、 を國 民が いま その 仕事に とりかか つて ゐ るの だ。』 

『ほんと だ、 ありがたう。 僕らは 期待して ゐ るんだ よ。』 

『よし 時間 だ、 さあ 行かう。』 

『巧 かぅ。』  . 、 
二人は な 茶を ぐつ とのみ ほして 表通りへ 出る と、 冗 面の 海に いびつ 形の 大きる 月が ので 


二人は 紅茶を ぐつ とのみ ほして 表通りへ 出る と、 冗 面の 海 じいび つ 形の 大きな 月が の 一よ 

つて’ 智も 人家 も’ おひ しげる 木々 も、 ことごとく’ その 白銀のを に ぬられて ゐ るので あ 
りました。」/、 

2 

、 / 

少年 會 館には、 シン ガポ— ルに 住む を國 の' 少年たち が •.もぅ •ぎつ しりと わしよ せて ゐ 
て、 開 含 前の 一とき を、 そこに 一團 、ここに 一 かたまりと なつて、 親しい 者 同志 語りを つ 
てゐ るので ありました。 

MSI— の 巧 化の 中に、 にぎりこぶしを 力强 くつき 示して、 はげみ 合 ふ ドイツ 少年と、 イタ 
リ*- 少年ら しい 一 團。 

廣 間の 縱抓 ザを 引きよ せて、 日本人の 正 夫を すばやく 見つけて まねく、 インド、 マライ、 
タイ 少年たち の 一群。  ‘  ’ 

中庭り ミ だい 齡の 巧みの 了で、 ナ つきり としたを い 腕を のばして、 手のひらを にぎり 合 


ひながら、 胸を 張り、 肩を たたきを つで 談笑して ゐる アメリカと、 イギリスの 少年少女た 
ち。 

やがて’ それらの 少年たち に’ りんりんと ベルが 鳴り ひびく と、 黑い顏 、黃 をい 顔、 白 
い 顏が會 場の 座席を’ たちまち うづめ. つくして しまつた ので ありました。 

まもなく’ 盛んな 拍手の なかに， 口 本から イギリスへ 歸る 十四 五 歳の 少年が、 離に りん 
ごの やうな 色を 浮かべて、 波を うたせた 金髪と、 白い 半ズボンに 背齡畔 で、 巧 面の 高い が m 
に 上る と、 頭上の 飾 電燈は 一段と あざやかに 少年のを を 照らし 出した のであります。 

しつ かりと 左手で テ ー ブルの 端を つかむ と'  右手を 空中に ふつて、 彼は、 イギリスを 
代表して 立つ 少年の やうな 態度で、 演說 をが じめ たのでした。 

『滿 場の 少年少女 諸君。 おは 榮譽 ある イギリス 大帝 國の一 少年であります。 今回、 はから 
ずも卷 きお こつた、 第二み ョ I  ロッパ 戰爭に 際して、 祖國 のために 銃を とつて 立つた 父に 
つれら わて、 ただいま、 日本から イギリスへ 歸國 する その 途中であります。 日本に 住んだ 


ぃ 一れ られて たたい ま 日本 うら イキ リスへ 歸國 する その 途中て あります。 日本に 住んだ 


過去 五 年間の、 日本の 印象に ついて、 これから お 話を いたした いと 思 ひます。』  * 
場內 、千餘 名のを 國 少年たち は、 一樣に 上半身を ぐつ とのり 出して、 今 こそを 世界に 輝 
く 日本を’ しつ かりとつ かみ 知らぅ と 身が まへ て、 つぎの 言葉を 待ち かまへ たので ありま 
す。 

『諸君、 御 承知のと ほり、 日本は、 •いま 支那と 戰 ひ、 速戰 連勝を ほこつ てを ります。. また、 
新しい 東亞 建設の ために、 國を あげての、 くわつ ぱ つな 働きを も 見せて をり ます。 しかし 
ながら、 これからの 日本は、 もはや、 なんら 恐れる には 及ばない のであります。』 

この 一言に’ 物音 一つし ない 會 場は、 さらに 密林の やぅな 不氣味 さを 加へ て、 しんと 靜 
まりかへ つたので あります。 

ィギリス 少年は、 さらに 熱を もつ て、 破說 をつ づける ので ありました。 

『贸 巧の 日本の 强 みとい ふのは、 どこから 來てゐ るかと 考 へます に、 それは 過去の、 日 お 
の大戰 にょつ てがた •一つの 信念に もとづく ものであります。 卽 ち、 日淸 、日辭 の、 あの 


闽 難を 體 験して おた 父母の 敎 養の もとに 育てられた 少年たち が、 現爱 日本に 成長して’ 
巧 躍して ゐ るからで あります。 しかしながら’ 今後の 日本は’^ じて 恐れる には 及び ませ 
ん なぜならば 日本は 今、 かいび やくな 來の 大きな 國 難に 直面して ゐる にも かか はらず、 
祖 國の隆 々たる 壓に 安、 心しき つた 靑 少年たち は、 未だに 自らの 危機を 知らずに、 生かせ 
ば國 力と なる 貴重の 時間を， ただう かう かとい たづら に 過して ゐ るので あります。 彼等に 

は 恐らく 何 Q 覺悟も か 意 もない Q でを り 喜う。 苦 勞 知らず Q 家に 育つ たお 巧ち やん と 同 
じて あリ まず 〇』 

少年は、 テー ブルの 水 さしから、 コツプに 水を ついで’ おもむろに 飮 みほす と， 大 英國、 
にうまれ た 幸福を 示す かの やうに、 ひとわたり 場 巧を、 いうい うと、 見 まは したので あり 
ます。 

で 夫は 一 初めて 聞く 祖國の 人の 態度に’ きりきりと 痛んで くる 胸を 力 强< 腕ぐ みで/ 。さ 
へて’ 冷 靜に考 へたので あります。 


齢 だ， 祖 岡のを は總 都に そんな ものでは ない。 巧々 海外に 住む 问胞 でさへ も’ 朝に 夕べ 
に M 敵の かなた、. 東方を 鑑 載して、 質素、 儉約 をむ ねとして、 しかも 精神、 體 力を 充 みに 
養 ひ’ 銃後 國民 としての 御 奉を に 努めて. ゐ るでは ないか。 祖國の 少ザ少 ホたち ボ 、靴 もな 
く、 下跋 もな く、 す 足で たくましく 通學 して ゐ ると いつぞや 聞いた とき、 我々 在留邦人は 
.ことごとく 日本人 クラブに 集まつ で、 その いぢら しさに’ 一 晚聲を あげて 抱き あつて 泣い 
たでは ないか。 一二 度の 食事を 二度に しそ、 獻 金を かさね、 慰問品を 送り、 わが 大日 本帝國 
をはる かに 思 ひわ づら つて ゐる ではない か。 海外に おいてさへ もこの やうなん がまへ でを 
るのに、 まして 日本に 住む 者が、 なんで この 際、 むだな 生活が 出來る もので あらう か。 た 
とへ その やうな 人が 二 一二 あつたと しても、， 自みボ 、いつぞや、 この 國に 日本の 朝顔の たね 
をまい て 失敗した やうに、 止 化に 合は ない ものは、 芽 も 出なければ 葉 も 出ないで 自然のう 
ちに ほろびて しま ふ。 その 人達の 化 巧 も、 日本の 主 地に おいては、 自然に ほろびて しま ふ 
化 巧 だ。 この ィギリス か 年め •.何を いふか。 
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冗 夫は’ 腕ぐ みを ほどいて •うなだれた 首を •きりり つと 正面に 立てな ほす と、 再びす 
きと ほる 聲が 、壇上から 耳を 巧つ て ホを ので ありました。 

『 - それであります から、 我が ィギリス、 及び アメリカが 愛する 支那は’ たえず、 ひる 

まず、 長期 抗戰 をつ づけて をれば’ 最後の 勝利を、 その 頭上に、 輝き 得る ことは 明かな こ 
とであります。 この 會 場に をら れ る、 約 半數な 上の 支那 少年 諸君、 覺 悟は 充 みに 巧來 てを 
ります か。 日本な どは 恐れる に 及びません。 なほこの 會 場に 日本の 少年 諸君が を‘ りれ るな 
ら 、その 言 ひかを きき ませう。！^  、 

先刻から こぶしを にぎつて ゐた正 夫は、 千餘 人の 視線を あびて、 靜 かに 立ち あがる と、 
正面に 叫んだ のであります。 

『おは 日本人であります。 我が 大日 本お闕 は’ 君ら ィギリス などが いふ やうな、 齡瓣 支那 
と戰 つて ゐる のではありません。 支那と ともに、 共を 共 榮の大 東亞を 今 こそつ くるた めに、 
支那の 害蟲 、蔣介 おと 戰 つて ゐ るので あります。 これは、 世界を 一つの 家と する 日本の 大 

理想を续骑しょうと+.^るもり\J、 衰を、  こ 支 里宰 ，甘 3 芝 r  >、 ，，‘  f  f  ‘，* ご  ご  ‘hi. 


支那の 害蟲 、蔣介 おと 戰 つて ゐ るので あります。 これは、 世界を】 つの 家と する 日本の 大 

理想を 實 現しょうと ナる もので、 東洋 入には 理解が 旧來て も、 アメリカ なび イギリス 人に 
はたうて い 屈 解ナる ことの 巧 ホない 大 精神であります。』 

わつ とい ふ 大勢の 叫び 聲 が、 場 巧に ばくはつし ました。 マライ、 インド、 タイ 國の 少年 
たちが’ そこ ここに 立ち あがつ て、 しきりに ずを 巧ち はやした ので ありま ナ。 

やや あわてた イギリス 少年は、 前方の 席に ゐ る】 少年 支那 人を 指す と、 やさしい 聲を出 
して 救 ひを 求めょうと したので した。 

『では’ 支那の お 方。 あなた 方は’ どう お考 へになります 0』 

白い つめえりの 服を きちんと 着た、 眼 元の ナ ずしい その 少年は、 かナ かに 笑みを ふくん 
で 立ち上りました。 

『支那は、 いま 新しくう まれ かは りつつ あります。 巧々 支那 人は、 東洋 や 巧の ために’ ま 
た 巧洋が 共じ榮 える ために、 大きな 希 祟を もつ て’ いま、 大口 本と モを くんで、 共に 足る 
みを そろへ て 遊みつつ あります。 イギリス こそは， 柬 律から 一刻 もはやく、 ずを 引くべき 


であります。 東洋の 天地は、 わが 東洋人が 住む ために、 神から あた へられた もので をり ま 

て』 

きつぱりと 言 ひきつた その 聲 に、 が がを ふみ 鳴らして 乎を たたく 者。 かん 聲を あげて 壁 
を 巧つ を。 その 中に 叫び 合 ふ數十 ヶ國の 言葉が、 圆 天井に ごうとうと ひびきわた つて、 會 
場は 大 こんらんに おちいつ てし まつた のでした。 

その 頭上を、 どこから か 鄉臘の 辟れ がみぎ 次ぎに 飛び まは つてが たかと 見る まに、 少年 
たちが たたきは やす 凹 方の 壁の われめから、 ぶみ ならす 床板の くされめ から、 續 々と數 萬 
の 羽 蜡が舞 ひあがつ て’ たちまち、 場內を •濃霧の やうに 閒 ざして しまつた のであります。 
『正 夫、 逃げょう。』. 

『これは、 たまらない。』 

二人は； 助を かかへ て’ 白 服の 地を うづめ つくした 羽 磯を はたきながら、 他の 少年たち 乂 
なだれを 巧つ て、 少年 會 館を 飛び出し たので ありました 


なだれを 巧つ て、 少年 會舘を 飛び出し •たので ありました。 

3 

演說會 場を 飛び出した 少年たち の 群れを 追つ て •羽 機の 大群は’ 窓から、 玄關 から’ な 
ほ ももう もうと 煙の やうに かしよせ て 巧る のでし > こ。 

『レィ、 いそげ、 いそげ。』 

『とても’ すごい や。 正 夫 どこへ 逃げよう。』 

『テ ニスコ I 卜へ 、走れ 走れ。』 

『さう だ、 よし。』 

二人は、 眼 ばかり 出した 羽 礎の マスクを かけた やうな 顔を’ 右手で ぴ しや ぴ しやと たた 
きながら、 をみ を まつ 黑く うづめ たものを、 左手で はら ひながら、 少年 會館 横の、 綠の逆 
動 場まで ちつて おた ので ありました。 

『正 ホ、 まだを の 背中に 一 ばい ゐ るよ。 はたいて やらう。 J 


『ありがたう。 な あんだ， 君の 頭に も 一 ぱい だよ。 レィ。』 

『驚いた な あ、 どこから 飛び出して 來 たの だら う。』 

『みんなが、 どんどんた たいたり、 踏みならし たりした 壁と、 巧 板の < されめ から 出て 來 
たの だよ。』 

『これ ぢ や、 ィギリスの 演說會 も 目茶目茶 だな。 ごらんよ 、まだ あんなに 出て 來 る。 j 
外は、 巧る い 月夜であります。  • 

すみきは まつた 南 國の巧 化に、 靑 々と 染まつ た 少年 會 館の 窓からは、 なほ も、 絹織物を 
引き出す やうな 輝きを 見せた 羽 磯の 大群が、 八方へ ひろがつ て 行く ので ありました。 

『歸 らう。 J 

『うん、 歸 らう。』 

朝と、 午後のひとときを、 テニスや、 ラグビ1でにぎはふ廣い綠の火述動場をあにして 
左側に 撫を邮 める がら、 二人は •ほつと) 息つ いて ホき はじめた のでした 
海と 陸との 境には、 見 あげる ほど 高い 鑛假納 が、 えんえんと’ どこまでも 基く、 替宇こ 


I 左側に おを 桃め る がら、 二人は. ほつ と 一息つ いて ホき はじめた のでした." 

海と 陸との 境には、 見 あげる ほど 鳥い 辦僻繳 が、 えんえんと’ どこまでも 遠く’ 海岸に 
そつての びて ゐ ます。 

その ド かふに 白銀の 波を ひるが へして 沖まで も 輝く 海は’ その 波 I 持の 下に 日本を おそ 
れる數 千の 敷設 水雷を かくしながら、 海面を 月夜の 美し さで 齡 つて ゐ るので した。 

『正 夫、 あれ、 なんだら う。』 

レィが 指さ ナ 、はるかを、 ぼだい 樹の並 塞 下に、 一群の 人だかりが g パとは だか 蓮 
に 照らし 出づ れてゐ るの が 見える のでした。 

『るんだら う、 行つ て 見ょう。 J 

二人は、 中途 はんぱな 溃說會 に 減た されな かつたん をを どらして’ 海からの 風を 受けな 
がら 走りょ つで、 その 人だかりの 輪に 加は つたので ありました。 

見る と、 海を 背景に して、 ない 軍服に 似た 國民 防空 群の 服を 清た、 f 窝 い、 鼻 めがね 
を かけた 一人の ィギリス 人と’ 甄 のをを 眞ん 中から、 びかび かと 油で みけたを のじい 支那 


人と が、 木製の もけい 爆 彈をア スフ ワルトの 路上に ならべて、 シン ガポ I ル^ 人々 に、 爆 
彈の 恐ろし さを 說 明して ゐる 最中で ありました。 

汗を 流して 說明 する イギリス 人の 前には’ 自 みの 背く らゐも ある 五 〇〇 キロ 爆弾と’ ま 
，た 腰の あたりまで とどく 二 五 〇 キロ 爆彈 と、 もう 一つ 小さな、 一 〇〇 キロ 爆彈の 一一 一個が な 
ら ベら れ て、 二百 人 近くの 群集は、 路上に 足を なげ 出し、 或 ひは あぐらをかき、 はだし、 
はだかで、 支那 人、 マライ 人な どが 眼を 光らせて、 それを 見つめながら、 說 明を きいて ゐ 
るので ありました。 

鼻 めがねを うごかしながら、 イギリス 人の 溃說 は、 さらに つづく のでした。 

『 —— 空襲とは、 この やうに 恐ろしい ものであります が、 しかしながら、 備 へさへ 充 をに 

クれ  • 

出來 てゐれ ば、 なんらの 憂 ひは ない のでを ります。 

平時から、 巧 襲の ある ことを 豫 期して’ この シン ガポー ルを 島 段が、 防備の 手配と •萬 
一の 場合の 覺悟 さへ しつ かりと 肚に こしら へて おけば、 どんなを 襲に をはう とも、 怖れる 


一の 場合の 覺悟 さへ しつ かりと 肚に こしら へて おけば、 どんな 空襲に をはう とも、 怖れる 
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ことは ない のであります。 

恐怖 感に おそ はれる やうな 精神では、 だめです。 

い たづら に’ 敵を 恐れ •敵の 力を 過大に 見つ もる やうな 態度では、 たうて い戰 ひに 勝つ 
ことは 出來 ません。  — 

今や、 巧 巧は， シン ガボ I ル 島民の 義務と いふよりも、 も‘ はや、 あなた 方の 生活の 一部 
になつ てゐ るの. てあります。 しかも'  家を 守る とい ふやう を、 そんな 小さな ことでは なく 
日夜、 榮えに榮えて來た、 この、 諸君の、 シンガポールを護るといふ、 すぐれた精神を持 
たなければ なりません。 ずれと 同時に、 わが 大英帝 國をぜ つたいに 信 顧して、 官民 一致、 
なて、 シン ガポ ー ルの 防衞 にあたら なければ なりません。 

では これから、 爆彈の 威力に ク いて •御說 明を 申し あげます。』 

上衣の 背中 までげ をと ほして、 ィギリス 人は うしろへ 引き さボ ると、’ それまで 二 五〇キ 
口と 書かれた 爆彈 をな でながら 待つて ゐた 支那 人が、 今度は】 禮 して 說 明を はじめた ので 


f 


した。  • 

『敵の 飛行機は‘ かならず 、重要 速 築 物の 破 
壞 を計畫 して. かしょせ て來る こ. とは 明かな 
ことであります。 又 それと 同時に、 爆 彈の威 
力に ょつて、 銳 後を 恐怖、 こんらんに おとし 
いれて、 戰ふ 意志を 失は すみ 巧を も、 ねらつ 
てゐ るので あります。 この 場ム ロ、 おたちは、 
ロハ 今 も お 話が ありました とほり、 いつ、 いか 
なる 場合に も’ しつ かりとした 準備と、 ム罐 
へと をつ くつて かかなければ なりません。 

では、 これから、 爆 邸に ついて 御說 明を い 

たします。 


二 四 


爆彈の 大きさと いふ ものは、 だいたい 五 o 
キロから ー トン 程度まで ありま 寸が 、ふつぅ 
一二 00 キロぐ らゐ までの ものが 多く 用 ひられ 
てを ります。 

この 爆彈 の體內 には、 おょそ， を 重量の 四 
〇 パ J セントから、 六 〇 パ I セントの 據藥が 
裝 置され てゐ ます。 また 今回の 歐 洲大戰 では 
落下して から 一定の 時間が 來 ると’ 爆發 する 
げ 計媳彈 、或は’ 音響 媳彈 といって’ 飛行機 
をは なれる と’ 百雷が とどろく やうな 大 音響 
を發 しる がら 落下して、 恐怖 感を おこさせる 
爆禪 など も 使 化されて ゐ ます。‘、， 


二 五 


これら 爆彈の 威力は、 投下され る 爆彈の 大きさと、 目觀 ，によつ て 相違し ますが、 お F さ 
れた 媳彈夕 目標 物に 命中した 場合には、 落下して 來た勢 ひで、 屋上を つら S て 爆發す 
ると その 强烈な 衝動で’ 破壞が おこな はれる と 同時に、 爆發 によつ て、 周 固の かエ氣 中に 
は、 さらに 壓 縮され た 空氣の 波’ これを 贈が とい ひます が、 この 媳 風の g, かくで、 附近の 物 
を破壞 する】 力 居 合せた 大半の 人間を 死た させて しま ふ 場み があります。 また、 さらに 
爆 彈の破 かが 非常る 力で 飛び散ります か、 ら これによ つて、 人間は もちろん， A 繁 叫の b 
牛 羊を も 殺傷す る 恐ろしい 威力を 數歡 する わけであります。 

その 威力を、 今 ここに ある 二 五 〇 キロ 爆彈 について 說 明いた します と、 まづ 爆發點 から 
一一 一十 メ  I トルな 巧の 路上に ゐ たおは’ 爆風の ためにを 部 して、 四十 五メー トルな 3 こ 
ゐ たおは、 この 破片の ために’ これ もを 部 死 JJ いたす のであります。 

では、 皆さんが、 いま 盛んに 造つて をら わる 脱盤縣 にはい つて ゐれば どぅかと いひます 
と、 これなら、 落下 場所から、 約 十ニ メ  — トル もは なれて ゐれ ば、 まづ 安を るので ありま 


♦ 


パ^け る わて るれ は まづ まを なので ありま 


す。』 

このと き、 レィが、 かたづを のんで きいて ゐる正 夫の 腕を 引きました • 

『正 夫、 歸 らうょ。 もう おそいから。』 

『ああ 歸 らう、 何時頃 だら う。』 

『九 時半 か、 十が 頃 だら う。』 

『車に 乘 つて 歸ら うか。』 

『ああ、 さう しよう。』  . 

シン ガポ— ルの 町には、 を那 人力車が、 日本の 自轉 をょりも たくさん’ 大通り 小 通りを 
うづめ てを ります。 車は、 たいがい 大人 二人が ならんで 腰を かけられる ほどの、 大きさに 
出が 上つて ゐ て、 一人 乘 つても、 二人 乘 つても、 その 値段に 變り はなく、、 一斗 口 ほど 走ら 
せて 十錢 ぐら ゐ です むので ありました。  . 

二人は、 群集のう しろに 車を おいて、 そこに 蝶を かけながら’ はだかの 腕を くんで 巧を 

ニ セ 


眺めて ゐた 車夫を 呼んで、 その 汗く さい 車に 乘り まし t こ。 

車は たちまち 人だかりを 後に して、 海岸通りを 明るい 町 じ 向かつ て 走り出し たので あ 
りまず。 

『正 夫。 いま 聞いて ゐた 人たち の 中に、 白 入は 一人 もゐ なかつ たね。』 

『ああ、 ゐ なかつ た。 支那’ マライ、 インドの 人たち が 多かつた ね。』 

『みんな 東洋人 だつ たね。』 

『ああ’ 東洋人 ばかりだつた。』 

<  , 

『東洋の 港々 を、 イギリスに うば はれた 國の 人たち は、 誰も 本氣 で、 あんな ことなん か 聞 
いて ゐる もの か。 J 
『君 も、 さう だつ たの か。 J 

『さう だと も。 インドは、 イギリスに 對 して 深い 深い g みを、 骨の ずゐ まで 持つ てゐ るか 
ら なを。』 


，車は、 月光に かがやく なめらかな 道路を、 すべる やうに 風を 切つ てゐ るので した。 
『レィ。 今夜の 演說會 の 話ね。 あんな ことは、 みんな、 ィギリス 人の つくり 話を'^ だぞ。 
日本人は、 大人 も 子供 も’ 商人 も お百赃 も、 今 みんな ひとかたまりと なつて、 國 のために 
働いて ゐ るの だ ぞ 。あんな 話の やうな 者は、 一人 だつ てゐ ない ことを 僕は 君に ちか ふよ。 
それとも、 君は、 あの 話を 信じて ゐる のかい。』 

『ばか だな あ 正 夫は。 僕たちが 大 さわぎし たので、 羽蜡ボ 飛び出す ほどの 大 こんらん にな 
つてし まつた ぢ やない か。』 

『あの 話は’ うそと わかつ てゐ でも、 僕は くやしく つてし やうがない の だ。 日本は、 君、 
僕の 國 なんだ よ。 お父さん お母さんを 生んで くれた 閣 なの だよ。 そして’ お祖父さん、 か 
祖母さん ボ今 住んで ゐる國 なの だよ。 萬 化 一系の 天子 機を、 二 千 六な 年 もいた だいて ホた 
世界に ほこる ことの 巧來る 大巧 お 族が、 大柬 '並 建設に、 今、 力を 合せて 進んで ゐる闡 なの 
だよ。 あんな こと’ ある もの か。 J 


『さぅ だと も、 ぅそつき ィギリスめ。 = 

『こらつ’ お前たち、 聲が 高い わい。』 

と、 このと き、 いきなり 車夫が、 走りながら どなつ たので、 二人は 腰が 飛び 上る ほどび 
つくりし たので 套 りました。 

しばらく だまつ て 走らせて 行く と、 前方から が渺 が': りしい 日本人が】 人、 左右の 辟 貧を 
のぞきながら、 人力車に、 ゆられて がるのを、 正 夫は ふと 見つけて、 聲を かけた ので ぁり 
ました。  • 

『をぢ さん 何 かさが して ゐ るので すか。』 

もい ヘルメット 帽子の 下に、 チヨ ビ ひげを はやした 四十ぐ らゐの 人は、 かろ 臟の 服から、 
ンヶ チを とり 出して、 ひたいの 汗を ふいて ゐ ましたが 、いきなり 日本語で 呼び かけられた 
ので、 驚いた 股を 正 夫に 見は りました。  .  ，.. . . 

.『おお、 ぁなたは、 日本人で すね。 I 


はは 


『さう です、 をぢ さん。』 

たが ひにち 上から 聲を かけあつ たので、 兩 方の 車は ならんで 停められました。 

その 人は、 まつ 黒い 印度 少年と ならんで ゐる 日本 少年のを を、 なつかし さう に 蛇め て微 
笑んで ゐ ましたが 、や/がて、 

『ここに ゐる 日本人は’ みんな 元氣 です か。』 

と、 たづね ました。 

『はい、 とても 元氣 です。』. 

『いぢ めら れてゐ る やうな をは、】 人 もありません か。』 

『いぢめ られて も’ 僕たちは、 がんばつ てゐ ます。』 

『ありがたう。 その 元氣で どうぞ 暮らして ゐて 下さい。 お父さんは、 なんの 御商賣 をし 
ゐ るので すか。』 

『病院を 開いて ゐ ます。 J 


て 


『お簿 者さん です ね。』 

『さう です。』 

「どんなに 苦しい ことが 起 つても、 お騎 をさん は、 ここに ゐ る郎齡 のために’ 一番 あと ま 
で殘 つて ゐて 下さいと、 か 父さんに 傳 へて 下さい。』 

『はい。 をぢ さんは、 どこから 來 たのです か。』 

『をぢ さんは ね、 ロンドンから、 日 木へ 歸る とこ もです。』 

『何 か •さがしもの でもして ゐ るので すか。』 

『いや、 あんま' り 暑い ので、 もし、 扇子で も寶 つてる 店が あつたら’ 買は うと 思つ てゐた 
ので ナ ょ。 J 

『シン ガポ— ルに、 扇子を 賣 つて ゐる 店は 一軒 もありません ょ、 をぢ さん。』 

『ほほう、 この 赤道 直下の 暑い 國 で、 扇子を 賣 つて ゐる 家がない のです か。』 

『さう です。 扇子なん かいくら 使つ たつて、 ここでは、 ちつと も 役に たちません。 を ま ザ 
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が 出て、 なほ 暑くなる ばかりです。 J  . 

『では、 涼しく する 方法は、 まづ ない わけです な。』 

『はい。 毎日の 驟雨で、 暑さを 自然に はらつ て くれます し、 日が 暮れれば、 ひとりでに 涼 
しくなる のを 待つ てゐる ばかりです。』 

『な J る ほど。 さう とは 知らな かつた。 これは どうも ありがたう。 では、 君 もしつ かりが 
ん ばつて’ お父さん にもよ ろしく 摩へ て 下さい。』 

『はい、 をぢ さん も氣 をつ けて， 日本へ お歸 りを さい。』 

『ありがたう。 さよなら’ さよなら。』 

『さよなら。 をぢ さん、 さよ るら。。 

ふたたび 勢 ひを 增 しで 遠ざかる 巧から、 おた ボ ひに 手を 振つ て 別れて 一 了 < 階 ホに、 さつ 
と 一陣の がい 風が 波つ たかと 見る まに、 びたり、 ぴたりと、 夜の 殿 雨が おそつ て來 たので 
ありました。 


『レィ、 雨 だよ。 j  • 

と •冗 夫が 仰ぐ おに、 には かに 巧を 閉ざした 黑 雲が、 頭上に 渦を まいて せまつて ゐ るの 
でした。 

ぴ たり …… ぴ たり …… ぴ たり …… 

丸い ガラス 玉を たたきつける やうな 麻 學 か、 二人の 肩やァ スフ ヮルトの 路 に、 もう 音を 
たてて つのつ て來 ました。 

『レィ、 下りよう。』  、 

てし。』 

.正 夫は’ 車夫の 手に 十 銭 玉を 渡す と、 かたはらの 人道に 逃げ こんだ ので L た。 

シン ガポ— ルの 巧の 人道は、 ホ 道よりも 五十 センチ ほど 高くな つて ゐ て、 家々 の 二階の 
下に 遠く つづいて ゐ ます。 ち やう ど、 二階が 日よ けの やうに 人道の 上まで 乘り 山して， 下 
からまで 支へ て あるので、 燒 けつく 太陽 も. いきなり おそ ふ 驟雨 も、. この 人道に さけな が 


から 柱で まへ て あるので、 燒 けつく 太陽 も. いきなり おそ ふ 驟雨 も、 この 人道に さけな う 


ら步 ける やうに 建築され てゐ るので あります。 

大 つぶの 雨は， たちまち、 夜-の 路上に 銀の 花を 唉 かせる やうな しぶきを あげて 落ちて 來 
ました。  •  . 

ダンス 歸 りの イギリス 丘 ハと 據洲 兵が 四 五 人、 口な のまつ かな 婦人を 1 八づ つめい めいに 
連れて、 手を くみながら、 よせば よいのに 雨の 車道を， 醉 つた 足 どり と 軍歌を うた ひなが 
ら 、巧 かふから 步 いて 來 たかと 見る 間に、 たちまち、 ごうごうと 落ちて 來た 物す ごい 驟雨 
に’ 白い 軍服 も、 巧 合の 花の やうな 夜會服 も、 一 のうちに、 その 中へ 閉ざされ てし まひ 
ました。 

レイが、 何 か大聲 でい つた やうです が、 天の 底がぬ け 落ちた やうな If 雨は’ とても 人の 
言葉な どを 傅へ させません。 

正 夫は ザを かたむけて’ レイの 口元へ おしあてよ うとした とき、 紫る のぐ を 投げつ ける 
やうな 稲妻が ば'. つと 眼の 前に ひろがる と、 ぐ わら、 ぐ わら、 ぐ わらつ と’ 耳を さくやうな 


雷鳴が とどろい たので ありました。  . 

4 

シン ガポー ルは、 まことに 驟雨の 多い 島で、 囚 中は， 人 姐り の絕 えた 炎天に’ 夜は 滿天 
の 星 かげに、 黑 雲が いきなり 亂れ ょる かと おる まに、 たちまち 天の一角 がく づれ おちる ほ 
どの すさまじ さで、 ガラス 管 ほどの 雨が、 地 ひびきを たてて 落ち かかつ て來 るので ありま 
す。 

そのは げし さは， あらゆる 物音を たたきつぶして、 天地の 間にが ぅがぅ とと どろき わた 
りながら- 縱横 むじんに 稻 妻と 雷鳴を 投げつ けて、 ホ 道 直下の 氣 象の すさまじ さを 示す の 
でありまず。  • 

正 夫と レィは’ その 豪雨の しぶきを あびた まま、 しばらく、 人道に なつた 巧 下に、 小さ 
くし やがん でゐ ましたが、 やがて 驟雨は、 夜目に も 白く かがやきながら 、波止場の 方へ 狡 


くし やがん でゐ ましたが、 やがて 驟雨は、 夜目に も 白く かがやきながら 、波止場の 方へ 银 


板を ひく やうに 去つ て 行く と’ 巧び こうこうとした、 月夜の 街に なつた のでを ります。 
『レィ’ やつと 晴れた ょ。』 

『すご かつた なを。 やむ のを 侍つて ゐる うちに’ 僕、 ねむくな つてし まつた ょ。』 

『僕 も だ。 おそいので、 家の人たち、. 心配して ゐ るぞ。 J 
『ほんと だ’ 早く 歸 らう。』  , 

『走らう。』 

巧は、 寸 つかりと 豪雨に 洗 はれて， すみきは まつた 大氣 のなかに’ 南 國の巧 光が 眞晝の 
やうに 漉ち あふれて をり ます。 

二人は ずを つないで， 人道を 十メー トル もを つた かと 思 ふとき、 いきなり、 何 かにけ つ 
まづ いて、 恐ろしい ほどの 勢 ひで 前 のめりに をつ たま ま、 胸と ず 巧を 打ちつ けて 到れた の 
でした。 

し ゆん かん、 正 夫 も レィ も、 あまりの 痛 さに 聲も 出せないで 額を しかめた とき、 二人の 


互 A 

耳元へ’ 太い どなり 聲が たたきつけられ たので ありました。 

『誰 だつ、 けとばす 奴は。 氣を つけろ。』 

びつ くりして はね 起きる と、 ぅす 暗い 胖 下の 人道には、 家を 持たない 支那 人 苦力たち が 
龄驗を さけて、 そこに 四 五 人、 ここに ひとかたまりと なつて’ はだかの まま、 路上に 寢こ 
ろが つて ゐ るので ありました。 しかも、 その 中の 大男が 一人、 汗く さい 半身を 持ち あげて 
醉を さすりながら、 白い 股を むいて にらんで ゐ るので した。 

『逃げろ。』  ， 

とつぜん、 レィが 叫んだ 聲に正 夫 も 驚いて、 車道に とびおり るが 早い か、 二人は 巧 化の 
照り かへ すア スフ ワルトの 路を 、まつし ぐらに 走つ たのであります。  * 
ちりながら、 正 夫は、 右腕に 何 かなまぬ るい ものを 感じた ので’ 街角の 電燈の 光に すか 
して 見る と、 ひぢの 皮は すりむけて、 ぬらぬらと 指先にまで、 血が 流れて ゐ るので ありま 
した。 


した。 


『ああ 驚いた。 レィ、 俊 こんなに なつち やつた ょ。 君は 大丈夫 かい。』 

『あつ、 化が たれて ゐる 。君、 痛いだら う。』 

『少し 痛い ょ。』 

『僕は ひざを ぶつけた ので 痛い ょ。 あれえ、 やつぱり 血が 出て ゐ る。』 

『人道の あんな 暗い ところに 寢てゐ るんだ もの、 誰 だつ て 踏みつけて しま ふょ。』 

『さう だと も、 あぶな いぢ やない か。』 

『家で みんながん 配 するとい けない から’ 血を ふいてから 歸 らうょ。』 

『ああ、 さう しよう。』 

二人は、 車道から 一段 高くな つた 人道に 腰を かけて、 ひりひりと 痛む ところを ハンケ チ 
で ふいて ゐ ますと’ 何 か ひそひそと ささやき 合 ふ 人の 聲を うしろに 聞いた ので、 正 夫と レ 
ィ は、 一樣に 振り かへ つたので あります。 

そこは、 ち やう ど、 大きな 食料な 店の 軒下に なつて ゐ て、 すでに 扉を おろした 暗い 店先 

Mil 化 
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に、 やはり 四 五 人の 苦力が 寢 ころんだ まま、 やせ 声 に、 短い タバコを くは へながら’ 話 
し 合つ てゐ るので ありました。 

二人は 聞く ともなく、 耳を すませた のであります。 

U とにかく、 巧め て來 るか、 來 ないかが 問題 だよ。』 

『たと へな めて 來 たと ころで、 絕對に シン ガポ ，ルは、^ 觀 する もの ぢ やない よ。』 

『いや さう とはいへ ない。 何しろ 日本軍の 强 さは 世界】 とい ふうは さも あるし’ それに 
神 わざに 近いから る。』 

『いかに 神 わざで あらう が、 强 からう が、 全島 ことごとく 今は 數靈 した この 島を、 おと 
ナと いふ ことは， とても 出來る わざで よな，^ _0』 

『いや 出來 る。 円本 軍には’ 誰も かなは ない。。 

『君は、 何も 知らないから そんな 鑑な ことを いふの だら うが、、」 の 島に、 現在 ある 壓 
のがを、 いつたい 知つ てゐ るの か。』 


『いや、 そんな ことは 知らない 。要塞の 數 なんてい ふことは’ 日本ぎ にと つては 問題 ぢや 
ない の だ。 なめれば とる’ 必ずと る。 死ぬ までとる。 死 か’ とる かとい ふこと が 日本 軍隊 
の 精神なん だ。 こんな シン ガポ I ルぐ らゐを 攻め おとす ことは， わづか 十日 も あれば たく 
さんだ と 思 ふ。』 

『何も’ 君は、 橫濱 にこの 間まで 暮らして ゐ たからと いって’ さぅ 日本の 肩を持つ には 及 
ぶまい。 今の シン ガポー ルは， 君が ゐ た. 五六 年 前の シン ガポー ルとは. 天地の 差が 出來て 
ゐ るの だ。 あらゆる 要塞には、 遠跑離 砲が 物す ごい 砲口を そろへ て、 海上を にらみつけて 
ゐ るし、 無數の 高が 砲は ことごとく 空に 巧 けられて ゐ るの だ。 しかも その上、 この間は、 
喬淮 用の 乂 砲を こつ そりと ここにぅ つして、 とりつけた ことを 知つ てゐ まい。』 
『なかなかく はしい が、 いつたい そんな 話を’ どこから 聞い てがたの だ。』 

『脚いて 來 たのでは ない。 その 大砲を とりつけたり、 要塞を 築いたり’ 卜 I チヵを つくる 
ために、 二 年間 も おはこき 使 はれて ホた の. だ。 J 


『どうりで ょく 知つて ゐ ると 思つた。 ではを 部 軍事 仕事だつた のかね。』 

『さう さ。 もうこの 主 化は、 昔の 贸易 港では ない ぜ’ 世界 第一の 軍港 だょ。 東洋の ジブ ラ 
ルタ ル だとい つて、 イギリスの 兵険ボ 盛んにい ばつて ゐ るが， その 重砲 陣 は、 難な 不 落の 
パナマ 防禦 線に も貨 けない とい ふ 世界的な 評判に もな つて ゐ るんだ。 それに、 海岸 I 帶の 
挪子樹 だつ て、 すつ かり 伐り はらつ てし まつた し、 じ やまになる 主人 家屋は たたきこ はす 
し， どこから 敵 兵が 上陸しても’ トー チカから はなと ほしがきく 備 へだけ は、 もう 充 をに 
出來 上つ てゐ るんだ。 そのほか、 まだまだ おは 飛行場の 仕事 だつ てして 來 たんだ ぞ 。どう 
だ 驚いたら う。』 

『ほう、 すつ かり 軍事 專門 家に なつて しまつた る。』 

正 夫は、 いつの 間に かすを そば 立てて ゐ て、 ふと レイを 見る と、 レイ も 先刻まで 細く し 
て ゐた隨 い 眼を 今は しつ かりと 見開いて’ 耳を かたむけて ゐ るので ありました。  J 
『では、 飛む 機の 救は、 相當 あるの かね。』 


『では、 飛れ 機の 救は、 相當 あるの かね。』 


『あると も’ うんと ある。 赠擊 機が 一 呑 多い らしい が、 まづ 一二 百 機は くだるまい。』 
『ほほう。』  ’ 

『それに'  丘 ハ 険の數 がまた 大變 だ。 イギリス 丘 ハは もちろん だが、 そのほかに’ インド 兵、 
アフリヵ 丘 ハ、 それから， 支那から 引き あげて 來た睡 屯 お、 汽船で 應 援に來 た瀑洲 兵、 その 
ほか、 世界の イギリス 領地から 跑 けつけ た 色 とりどりの 服裝 をした 兵隊が、 飛行場に も、 
要塞に も、 密林 地帶 にも、 うようよ して ゐ るんだ。』 

『さう いへ ば、 街に も 兵隊 だらけ だが， これで、 どのく らゐ來 てゐる もの だら うな。』 

『實 は、 この 場 だけの ないしよ 話 だが、 こんな 小さな 島に、 を 地から 集つ た 兵隊 だけで も 
111 萬 五 千 人 だとよ。』 

『一二 笛 五 千 人。 ほほう， それで 海軍の 方は、 どうな つて ゐ るんだ い。』 

『さあ、 海の 方の 仕事は いつかう にしな かつた が、 誰か 軍港の 化 事を したおは みない かい。』 
『セレター軍淮の化事か。 あれにはをく恐ろしかつたよ。』 


巧ぶ 

と、 とつぜん’ かは つた 聲が ふえた ので ありました。  、 
『おや， ぢ いさん、 お まへ 港の 仕事を したの か。』 

『さう だょ。 ずゐ ぶん 仲間 も 死んだ ょ。』 

『どうして。』 

『第一、 仕事が むづ かしい' や。 世界 第二の 驗船ッ もつ くつた し’ ニモ 言 フイ— 卜も ある 

大蜂頭 Q 仕事 も」 た」’ それに また、 7 メリ 为 から 辭や 支が 一孝 人 も その 仕事に 入り 

こんで 來て いばり 散らす？、 主 地 Q われわれと 始終 けんく わが 絕ぇ なかつ た。』 

『さう いへ ば’ 昨夜 も濛洲 兵と インド 兵が、 そこの 四つ角で 劍を拔 きあつた が、 どうも こ 
の 頃、 みん を 血走つ てゐて 物騒な 世の中に なつた もの だな。』 

『しろし、 いつ 見ても 氣 持ちが いいのは'  まづ 軍艦 だュ 〇』 

『たくさん ゐ るか。』 

『ゐる とも。 ドイッと 輕 ひに 畜へ あわ. てて 歸 つたの も あるが’ とにかく’ 巡洋艦が 二歡 


"ノ と昭 。に ネ壓へ あわてて 歸 つたの も あるが’ とにかく’ 巡洋艦が 二歡、 


駆逐艦が み隻 、そのほか 海防 艦、 小 艦艇な ど あはせ て 四十 餘隻が ずらり ウと ひそんで ゐる 
ぜ 。をく ここ も、 たいした 軍潘 になつ たもの だ。』  . 

『空、 陸、 海と、 シン ガポー ルの 護り は 固い や。 どれ’ 安、 心して 睡る としょぅ か。』 

正 ホは、 引き あげどき だと 思つ たので、 腰を あげて レィに 呼びかけた のであります。 
『レィ、 足の 痛み、 なほつ たかい。』 

『ああな ほつ た。 君は。』 

『なほつ た。 さあ 行かう。』.  、い 
『よし、 歸 らう。』 


レィと 別れて、 正 夫は 家の 前まで もどつ て來 ると、 病院の 白い 門は すでに 閉ざされて、 
挪 子の 大 葉が， がさがさと 夜更けの 音を たたて’ 頭上に ゆれて ゐる ばかりで ありました。 


、.  内 六 

『ただいま —— 。』 

と、 門を たたく と’ 門番の ィンド 人が’ 簇 の!^ が ザを ぎしぎ しと 鳴らして 立ち あが るら 
しく  巧 巧ろ ら聲 がき こえて 來 たので をり まナ C 
『巧ち やん か。』 

『はい、 おそくな りました。』 

『どうした ことかと、、 心配して ゐ ましたよ。 J 
ギー ィッと 門が 開かれる と、 頭に 白 布を 卷 きつけた'  白い 娜 ひげを りつよ こたら した’ 
たくましい はだかのを 人が にこに こしながら、 相 變らず ホ 手に しつ かりと-金 太郞が 持つ 
やうな まさかりを 握つ てあら はれた ので ありました。 

『お父さん も、 お母さん も、 お待ち かねです よ。』 

『どうも おそくな つてす みません でした。 おやすみなさい。 I  • 

『はい、 おやすみ。 J  . 


『はい、 おやすみ。 J  . 

正 ホの 家の 門# は'  どこから 來る のか 正 夫は かりませんで したが. 口と もし 時になる と 
ぴかぴかと 化る まさかりを かかへ てを を あらは すと'  露臺の 下に 簇 椅子を おいて、 そこで 
夜 ど ほし 巧を 眺めたり、 ときどき 家の 周圍 を、 え へん、 え へん、 とせき 柳 ひを させな だら 
まさかりを かついで ホき まは つて ゐる のでを ります。 そして’ すつ かり 太陽が のぼが きる 
と、 小さな 鉛 y 酷。' て 顔を 洗つ て、 また どこともなく 歸 つてし まふ 體 格の ょい 夜警のを 人で あ 
りました。 

夜 響の 門番の ことにつ いては、 こんな こと も ありました。 

そ ルゴ 或 夜の こと、 父に つれられて、 町からは なれた 丘に ある 一二 蒙會 社の 社宅へ’ とま 
りが けで 巧 見の 宴に 行つ たと きのこと であります。 

巧を 卜 に’ ふと 脈を さました 正 夫は'  どこか. りか 奥壯 な、 そして 美しい 巧聲 がき こんて 
がるので、 開けつ ばな しにした 二階の 窓から 下を のぞく と 風 もない 滿 巧の 庭園て 詩を 
が じながら'  社を のけ 番が 腰の 山刀を 引きぬ いて、 ただ 一人’ 深夜の 影 法 帥を 黑 々とひら 

巧 


め 力して’ 劍の舞 ひを して ゐ たので ありました。 

この やぅに’ シン ガポー ルの 大きな 家には、 まさかりを かついだり’ 山刀を にぎつ たり 
して. ィンド 人の 門番が、 寢 ずにたい がい】 人 づっゐ るので あります。  ■ 

正 夫は、 そんな ことを 思 ひ 出しながら、 ぶ關の 石段を あがらぅ とすると、 あかあかと、 
ともった 二階の 重病 患老 室から、 靜 かる 夜氣を ふるは して、 目 本 語の 唱 部が. かすか. にも 
れて來 をので ありました。 

夕 空 晴れて 秋風 ふき 

月 かげ 落ちて 鈴蟲 鳴く  . 

思へ ば 遠し 故 鄕の空 

ああ わが 父母 いかにを はす ~ . 

その 聲は 力なく、 今にも 息の ねが 絕 えさうな’ まるで 細い 絲 でも 引く やうに 聞え て かた 


のでを り ましら。 


夕の聲 けす るく ろに も 盾の ねがおえ さうな’ まるで 細い 絲 でも 引く やうに 聞え てみ‘ こ 
ので ありました。 

正 夫は、 はて、 誰 だら うと 不猜に 思 ひながら'  ちよつ と 立ち どまつ て 二階を 仰ぐ；， J、 そ 
れを 見た 門番は， 

『助かるまい のう。』 

と つぶやく ので ありました。 

『あれ、 誰な の。』 

『マライ 人です よ。』  • 

『マライ 人。』  • 

『さう です。 腸 チプス で’ 先刻 かかへ 这 まれて 來た マライ ホが、 か獻 のま ま、 さつきから 
何回も でたらめな 歌を 巧つ てゐ るので ナ よ。』  、 

『マライ ホが、 日本の 唱歌を うたつ てゐ るり。- 

『巧ち やん、 あれは 日本語 なんです か。 J  . 

巧 化 


『ああ、 國民學 校で 敎 はる、 日本の 唱歌なん だょ。』 

『どうりで、 私には わけの わからを い 歌 だと 思つ たが、 なんで また、 マラィ 女が あんな 歌 
をうた つて ゐ るの だら う。』 

『いくつぐ らゐの 人。』 

『もう、 罕を 越して ゐ るで せう。 十ー ニー ー歳の、 足の 惡ぃ マラィの 子供が 驚 ひに を」 ゐ 
ますょ。 可哀 さう に。』 

冗 夫は， ふと 何 か、 胸を つかれる 思ひボ して’ あわてて 家の 中へ 入つ たので ありました。 
部屋では、 巧が 蚊 取 線が をたい て、 正 夫の 服の ほころび をる ほして をら れ ました。 

『お 巧さん •ただいま。 遮くな りました。 J  • 

•  置】 


と， 正 夫が 兩手 をつ < と、 巧は むづ かしい 顔を、 はつと ほころ ばせ て、  . 
『おお、、 心配して ゐ ましたょ。 ひどい 雨で、 どうした ことかと 思つ てゐ ました。』 

と、 胸を なでおろす やうな 聲で おつし やつた のであります。 

『すみませんでした。 すつ かり 降り こめられて、 なかなか 歸れ ませんで した。』 

『さを さあ、 遲 いから 早く おやすみなさい。 でも、 溃說會 はどうでした。』 

『會 場に の 犠ボー ぱいと び 出して 來て 、中止に なりました。』 

『おやおや、 せつ かく 聞きに 行つ たのに 殘 念な。 では、 さあさあ、 おやすみなさい。』 
『はぃ。』  、 

庭園からは、 蟲の 音が 降る やうに きこえて、 その ひびきの 中へ かすかな 巧聲 がき こえて 
來 るの' てあります。 

『お 母 ク ん 、マラィの ホの 人が、 日本語で 唱歌を うたつて ゐ るの。』 

『いいえ’ をの 方は、 日本人で すょ。 J  ‘ 


『いいえ •をの 方は、 日本人で すょ。 J 
『マラィ 人では ない の。』 

'『マラィ 人の 漁師の お嫁さんに なつてから’ もう 二十 餘 年になる さう でナ 。曰 本 語は， す 
つかり 忘れて しまつた けれど、 あの 「ふるさと」 の 唱歌 だけは 未ゼに 忘れない らしく  •生 
死の 境に うたつて ゐ るので す。』  . 
『かはい さう でナ ね。』 

『お氣 の 毒に - 。さぞ 生れ 故 鄕がこ ひしい ことで せう。 いま •お父さん や 載賢输 たちで 

R 本の 方へ 頭を 向けて やつた ところです。』 

話な かばに 歌は とだえて、 看護婦た ちの すすり泣く 聲が 、階上から もれて 來 たので あり 
ました。 

それを 閒 くと、 正 夫の 巧 も. ゆかたの 袖口を 眼に あてる と、 靜 かに’ が 14, したので あり 
ました。， 


シン ガポー ルの 町を、 東へ ぬけた 海岸に、 タン ジョン •カトンと いふ 所があります。 

ここは 巧の 名所で、 乂 拾を まき 散らした やうな 熱帶 の夕燒 雲が、 海のう ねりに 照り かへ 
して、 海が 燃え あがる やうに 見える と、 やがて、 その 眞 なの 色 も 消えう せて’ 挪 子の 木 か 
げの 沖と ほく、 靜 々との ぼる 滿 月の 美し さは、 まづ シン ガポ ー ル 第】 の 風な と贊 されて を 
ります。 

この タン ジョン •カトン ー帶 は、 海上から ニメ  r トル 餘も つき出した やぐらを 組んで、 
その上に 挪 子の 葉 葺 きの 家を 蓮て た マラィ 人の 漁夫の 住居が 多く、 なかに も、 モロ 族と い 
つて、 投網に 秀でた、 南洋 第一の 漁業 段 族 もたく さん 化んで ゐ るので あります。  ， 

この 人たち は、 いづれ も 近海で、 アジ、 サバ、 ィワシな どを とつて 生活を してを ります 
が、 目 本から、 糸滿 人と いふ、 追 込 網を たくみに 化 ふ 漁夫が 乘 りこんで 來 てからは、 ホ 施 


;、  こ‘  、いと 巧 じ 1  わ ひこみ* み 

ろ 日本う ら糸滿 人と いふ、 追 込 網を たくみに 使 ふ 漁夫が 乘 りこんで 來 てからは'  ホ跑 


人に， 非常な おそれを 抱く やうに なつた ので ありました。 

糸満 人と いふのは’！： 繩縣 の那覇 巧の 南方’ 約 十ニ キロの 所 じある ホ滿 町に うまれた 人 
たちの ことで、 この 町の 入たち は、 遠く マラィ半島， スマトラ 、ジャワ、 ボル ネオと いつ 
た、 南洋 一帶の 大海原に 夕く乘 り 巧して、 はだか 一貫’ さつと 海中に もぐり 込んで は、 さ 
ん ご®' のかげ にかくれ てゐる 一匹の 魚 さへ も 逃がさず、 追を 網に 追 立てて、 一網で、 小舟 
一 ぱいに あまる 漁を してし まふと いふ、 特別な 技術を 持つ た、 勇敢な 人たち のこと であり 
ます。 

ある 朝、 マラィ 漁夫の アワンは、 いつもの やうに 漁に 行く 仕度を、 濱の 小舟の 中でして 
ゐ ますと、 ふいに、 朝の 驟雨が おそつ て來 たので ありました。 

アワンは、 大 いそぎで、 着て ゐる白 シャツを ょごす まいと’ 頭から、 す つぽり ぬいで、 

■ 

木箱の 中に おし 込む と、 箱を さかさま じして、 その上に、 はだかの まま、 腕を くんで 腰を 
かけて をり ました • 


雨は •見る見る ぅちに、 大 雷雨と なつて、 稻妻タ アヮンの 黑 ぃから だを 靑く 染め かへ 
して 全身を'  響の 中へ、 さらす やぅに 降り かか' つて 來た のでした。 

アヮンは、 身を ちぢめて その 寒さのを かに’ がくがく とふる へて ゐ ました。 すると’ 
『お！ い、 みんな こ I い。 みん る こ一 い OJ 
『驟雨だ、 驟雨ガあ一。』 

と、 わぃわぃと 聲を あげて、 近所 S ラィ 漁夫の 子供 や、 モ ロ 族の 子供たち が、 家の 中 
から 追 はれて’ どれ もこれ も、 はだかで 潰へ 愛 出して 來 たので ありま ス 
南洋の 羹の 子供たち は、 海上で’ ぃつ’ どんな 場合に 大 雷雨に 出 あつても’ びくと も 
しるぃ 魂を 育て あげる ために， 物す ごぃ 雷雨の たび ごとに 兩親 夕子 供を まつば だかに 
して 外へ 追 妾る 沼 憤に なつて ゐる Q であり 享 。子供たち は、 やがて、 潰に 巧ち あげら 
た 海草を、 手に ずに ふりま 享 と、 いきの 聲を あげる がら 左を にみ かれて’ 腳の 中で 
激しく がち あ ふ、 こんぶ 合戰を はじめた ので ありました。 


SI くホ卞 'まぶ こんぶを 戰を はじめた のでを りました。 


アワンは-その 聲の 中に’ ひときは 元氣 のょ い’ 自 をの 子供の 聲を ふとき、， で’ なほ も 
驟雨に 巧 たれて をり ますと、 】 人の子 供が、 こんぶを 頭から かぶつて、 雨を さけながら 
飛んで 來 たので ありました。  * 

『をぢ さん。』 

『ぉぉ。』 

『お父さんが、 御用が あるから 來 てくだ さいつ て。，』 

『さう か。 か 父さんは、 まだ 漁に 出かけな かつた のかね。 J 

『ええ、 今日から、 もう 漁夫を やめる のです つて。 ほかのを ぢ さんたち も、 たくさん 家に 
集つ てゐ ます。』  . 
『はて、 それは、 どうした とい ふわけ だね。』 

『魚が とれない から、 やめ るんだ つて。 をぢ さんに も 御 相談が あるから’ すぐに 來て 下さ 
いつて。』  . 


aA 


『ょしょ し。 今 おてんとぅ 
様が 出たら'  すぐに 行く と 

いつて わくれ。』 

『はい。』 

と、 駆け 去る 子供は、 は 
だかのを 身に しぶきを あげ 
て、 たちまち、 雨の なかへ 
す ひ とられて しまつた ので 
をり ました。 

やがて、 十み ほど もたつ 
と、 巧び、 かつと 照り 出す 
陽 ざしを あびて'  アワンは 


is 

嚮肆 
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陽 ざしを あびて'  アワンは 


頭から ずぶぬれに $ た 身 
體を ふいて、 シャツを 清る 
と、 今の 驟雨で なめた くな 
つた 砂濱 を， 足の うらに ム 
よく 感じながら、 すたすた 
と ホき はじめた ので ありま 
す。 


アワンの をから、 二 〇〇 
メ  I トル ほど 離れた 所に、 
ムダ ー とい ム 漁夫の 家が あ 


ち ホ 


りました。 

アワンが、 ム ダ， の 家に 來 てみ ますと、 朝から、 何 か、 心配事の ぁるら しい 漁夫の 顏 が、 
二十 人 ほど 集つ て、 車座に なつて ゐ るので した。 

アワンは、 何 か’ めんだ うな 事件が まき 起つ たなと 感づきながら’ 足の うらの ゆを は I こ 
いて、 「皆さん、 おは やう」 と'  仲間に 加は つたので ぁります。 

ム ダ— が、 腕ぐ みを ほどいて、 アワンの 方へ 巧き ました。  A 
『アワン 君は 昨夜、 夜釣りに 行つて 留守だつた ので、 今日の 說斬 ひのこと お まだ 話さ 
るかつ たが、 實 は’ 日本人の 漁夫たち を、 いつたい、 どう 思 ふかね。』 

『糸滿 人の ことかね。』 

『さう だ。』  ， 

『シン ガポ— ルの 魚は、 いや、 南が ことごとくの 魚は’ 今に】 匹 もの こらず、 彼等に、 畏 
こそぎ とりつくされて しま ふこと だら うょ。。 


^  I,  一一^， て ホて L in  こと 六ら うよ <  Ij 


『さう だ、 そのと ほりだ。 誰もが、 それを ム 配して ゐ るので、 今日 ここに 集つ でもら つた 
わけ だが、 なんとか、 よい 工夫は をいだら うか。 もし、 うまい 考へ でも あつた をら、 われ 
われ マラィ 漁夫を 體 のために、 それを 敎 へて もら ひたい もの だが。』 

『さを、 どうし たらよ いもの か’ 私に もみらない。』  - 
『タィ 國 では、 シャム 灣の 魚を、 糸滿 人に とりつくされ るのを 恐れて、 とうとう 追这 網の 
使用を 禁止す る 法律を 出した さう だが、 なるほど、 もつ ともな こと だと 思 ふが、 どう だね 
皆さん。』  • 

『ああ、 もつ とも だと も。』 

『もつ ともな こと だよ。』 

『この 岛 でも、 そんな 规 則を 一つ 作つ で くれたら 、みんなが 助かる がのう。』 

『そんな ことを したら 最後、 シン ガポ I ルを 初め、 南洋の 住民たち は、 魚を 口にする こと 
が 出が なくなつ てし まふでは ないか。 われわれが とつて くるわ づ かな 魚と’ ホ滿 人が 沖 か 

ホ】 
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ら 運んで くる 數 量とは、 天地 ほどの ちが ひが あるから な あ。』 

『それ るら， いつその こと’ 追 込 網の 方法を、 われわれが 敎 へて もらつ たら’ ど-っ だね。。 

『だめ だめ。 それは、 とても だめ だ。 あのむ づ かしい 方法を 習つ たと ころで、 誰に、 ホ帶 
人の まねが 出來る もの かね。』 

『いつたい、 どんな 方法で やつて ゐ るの だね。。  、 

『ま づ’ ここから 一〇〇 狸 肖の 魚を とりつくした 糸滿 人たち は、 先月まで、 二 〇 っ 里ぐ 
らゐ のがで 漁を して ゐ たが. そこの 海底まで もとりつ くした とみえて、 今では、) 二 〇〇 狸 
も 先き の、 さんご 礁 や、 無人島の 聯 々の 魚を 狩りた てて ゐる 。何しろ、 魚が 破え る數 ょり 
も’ とる 方が はげしい の だから、 たまつ たもので はるい。 をく， を そろし い S 日本の 漁 
夫たち だ。 

その 方法を しらべる と、 まづ 二十 五 人 か 一二 十 人が 一隊と なつて、 半圆 をる がきな ボら， 
水中に もぐつ たま ま 進む の だ。 一人一人の 間は、 約 二〇メ ，トルぐ らゐ 離れて ゐる だら ぅ。 
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.で。 T- なを だぇ  一 /  I  の 陪 はが 二 C メー トルぐ らゐ 離れて ゐる だら う。 


ホには’ かの おの， 竹の 先に、 挪モの 葉の、 黃 白色に なつた 新芽を 扇子 形に むすびつけた 
のを 持つ て、 それを’ 海中で、 突いたり、 引いたり ずる もの だから、 自然に、 それが、 つ 
ぼし だり、 開いたり ずるの だ。 それを、 ひらひら とさせて 魚を 追 ひまくる もの だから’ 魚 
は 驚いて 逃げ まは る。. また、 なかには、 さんご 礁の 間へ、 かくれ こむ 化 も ある。 しかしな 
がら、 御存知の とほり、 南洋の 海は どこへ 行 つても、 底まで 見す かせる ほどの 美し さ だ。 
逃げる 魚 も かくれた 魚 も、 一 辟 も殘ら ず， たちまち 狩り立てられて’ 潮に 乘 つて おされて 
巧く。 すると 潮 下には. しつ かりと あ 込 網が 張られて ゐ るの だ。 糸滿 人たち は’ 1000 
メ I トル も 先から、 その 網 口へ、 網 口へ と、 隊を ととのへ たま ま 追 込んで くるので、 網の 
入口には 數 萬の 魚が、 ざあざあと をを ずり ょせて、. こつた がへ して ゐる 。しかも’ そこへ 
近づく に從 つて、 半圆 形の 陣立ては ますます かためられて’ 刻々 じ せばめられて くるので 
今は もぅ、 大小を さまざまな 魚は、 わ わがち に 入口から 網の 中へ 飛び こん でれ くと いつを 
しまつる の だ。」  、 

ホ 己 


「な J る ほど 
『すばらしい 腕前 だ。』 

人々 は感 、心の あまり、 うなり 聲を たてた ので ありました。 そして’ しばらくの 後に、 皆 
はうな だれて、 自 をたち のこれからの 生活 や、 今までの 貧しい 暮し などを あらためて 見つ 
めを ので あ夕 まず。 

ことに ム ダー は、 部屋の 一隅に 病み 細つて、 高熱の まま 寢てゐ る 妻の ハルコの、 拔けお 
ちた うしろ 髮 をな ボ める がら、 苦し さうる その 息づ かひを 聞いて ゐる うちに、 日本人を 妻 
とした’ マライ 人の 責任と いふ ものを，. しみじみと 感じて 來 たので ありました。 

この 日本 婦人が， もしも 日本 漁夫の 妻に なつて ゐ たなら、 その 夫は、 糸滿 人と 同じ やう 
に、 海を 堂々 と 征服した たくましい 働きぶ りで'  この 妻を よろこばせて ゐ をに 相違ない の 
だ。 ただ 自 みの やうな マライ 人の 家に 來 たばかりに、 マライ 人の 髪を 新 ひ、 マライ 入の 食 
物を たべ、 ジャワ さらさを 腰に まいた マライ 人の 服裝 をして、 しかも 貧しい 生 巧 こなんの 


物を たべ ジャヮ さらさを 腰に まいた マラィ 人の 服裝 をして、 しかも 貧しい 生 巧に なんの 

不ザも 不服 もい はずに’ マラィ 人の 社會の 一員に なりすまして、 朝に 夕に’ 誠意を つくし 
て 仕へ て くれた その上に、 今は 醫 者へ かける 费用 もな く、 床の 上に ころがす やぅに おいて 
あることが’ たまらなくムダ！ の胸を打つ て來たのでありました。 

『ム ダー、 何を 泣いて ゐ るの だ。』 

アヮンが、 驚いた 聲で たづね たのであります。 

ム ダー は、 頰 ひげのと ころで とまつて ゐる 幾ナぢ かの 淚 を， で こすり あげなが らいつ 
たのでした。 

『みんな、 きいて くれ。 私は •今日 かぎり’ 漁夫を やめる ことにする。 J 
なぜ だ、 なぜ だと、 人々 はつめ ょつ をのであります。 

『やめて’ どぅす る氣 なの だ。』 

『あしたから、 鳄の 皮を とりに 行く。』 

『ばかな 聲を いふる。 お前の 親戚 デ ヤン タンは、'  媛の おを とりに 行つて’ 虎に 喧 はれて し 

室 


まつを ぢ やない か。 お前の 友人 エツ トレスは’ 鳄の 皮を とりに 出かけた まま •一一 一年た つて 
も、 ホ だに マラィ半島から もどつ て來 ないで はない か。 しかも’ この 重病 人と、 足の 惡い 
小さな 息子と を殘 して、 お前は 鳄の 皮を とりに 巧つ て、 死なう とで もい ふの か、 ムダ I、 
氣 でもな つた か。 馬鹿者め がつ。』 

『いいや 正氣 だ。 これは、 この間から、 考 へに 考へ拔 いてい ふこと なんだ。 私は、 日本 婦 
人を 妻に して ゐる 。しかし、 その 妻は、 仰せのと ほり この 重態 だ。 私は、 二十 餘 年と いふ 
長い間、 これと 巷して 來 たが、 その 間に. ただの 一度 も、 日本人に 負けない ほどの 働きぶ 
りを、 この 婦人に 見せた ことがある だら うか。 ない、 ない、 夢に さへ もない の だ。 見せ— た 
ものは、 二人の 子を 失つ た 悲しみと 、生活の 苦しみ ばか りだつた。 それを 思 ふと、 私は 今 
のうちに ■どうし' て も、 日本人を 妻に しを 夫の 立 勘から、 りつぱな 伽き を 妻に 一ぺん おせ 
て おかなければ、 申し わけがない の だ。 妻 もまた、 さう して もらは なければ、 日本人と し 
ての 立場が るくなる のでは ないかと おふから ゼ 。どうぞ お 願 ひだ。 おにがしい 商寶を させ 


ての 立場が るくなる のでは ないかと 思 ふから ゼ 。どぅぞ お 願 ひだ。 おに 巧し い 商賣を させ 

て くれ。 家を 救は せて くれ。 妻を 敏は せて くれ。』  、 ' 

‘ムダ I は、 自分の 化、 心を、 呼び集めた 仲間に ー ボナと、 その 翌日’ 皆が とめる の もき かず 
に、 つ ひに 一切の 漁具を 資拂 つて、 日本人が 經發 する 巧の 同仁 病院へ 妻を 入院 させました。 
そして 子供を そのが 添 ひに おいたま ま、 新しく 求めた 獵 銃を にぎりしめて、 一皮 五 圆か十 
圆 に賣れ ると いふ 鳄の 皮を 頭に 袭が いて、 マラィ半島 巧の 汽車に ゆられて、 密林の 奥深く 
旅立つ たので ありました。 

その 夜、 ム ダー の 妻は， 祖國 日本の 言葉で 「ふるさと」 の 唱歌を ぅた ひる がら-化んで 巧 
つたので あります。 
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さわやかな 朝の 風は’ 庭 聞に 巧つ た バナナの 葉 や、 挪モの 葉を’ かさかさと 輕く嗚 らし 
てゐ ました。 

.  室 


正 ホは、 その 下で、 夜露に ぬれた ねむり 草を 素足で いぢりながら’ 潑 椅子 じょりか かつ 
て、 パンと ミルクの， 朝の 食事を とつて ゐ たのでした。 

厮理 室の 方からは’!？ 護 婦が洗 ふらしい 食器の 音 や、 水の 流れが 靜 かにき こえて、 ベラ 
ン ダの 下では、 夜眷の ィンド 人が、 相 變らず 小さな 金鹽を 持ち出して 、顔を 洗 ひ 終へ ると 
疲れを なほす らしく、 四 五 回、 天に 向かつ て兩 手を のばしたり、 ちぢめた りして、 精な く 
『巧ち やん、 さょなら。』 といつ て、 歸 つて 行つ たので ありま ナ。 

正 夫は’ ふと、 重病 患 お 室を 見 あげる と、 開かれた その 窓に、 マラィ 人の 少年が •一晚 
ぢ ゆぅ 泣きは らした 眼で’ 正 夫を、 じつと 見つめて ゐ るので ありました。 

正 夫は、 無言の まま、 ホを あげて、 母を 己く した 少年を 招いて みました。  . ' 
やがて’ 正 夫と 同じ年 頃の、. 右足の すこし 惡 いびつ この 少年が、 庭へ おりて 來 たので し 
た。 

『さあ、 ここへ 掛けた まへ。 君、 ごはんは すんだ。 J 


『さあ、 ここへ 掛けた まへ。 君、 ごはんは すんだ。 J 


『まだです，』 

『この パン， ょかつたら’ いつしょ にたべ ないか。』  ‘ 

『ありがたう。』 

『喂 歡’お 巧さん が 亡くなられ たのです つてね。』  . 
『ああ。 とても、 とても、 いいお 母さん だつ たのに —— '〇』 

『お父さんは， どうしたの。 まだ 來られ るいの。』 

『I •。印、 マラィ半島へ 、鱗の おを とりに 行つ てし まつた のです。 いつ 歸 つてく るか わかり 
ません。』 

『君、】 人 ぼつち かい。』 

『ああ、 もう】 人 ぼつち だ。 でも、 僕には， 君と 同じ やうに’ 日本人の 血が'  お母さん か 
ら 流れて ゐ るから’ しつ かり 伽く かくごです。 足は、 汽船の 推進機では ねられた けれど、 
も】 度 海へ 山て， 今度は、 をの 波止場の、 懈 底へ もぐつて 叫る つもりです。」 


モ〇 

『波 化 場の 海底で、 何を する の。』 

『シン ガポ J ル 港の 海 庭には、 まだ 誰も 手を つけた ことがない】 錢銅货 の 大きな 山が、 き 
つと 巧 來てゐ るに ちが ひない のです。 僕は あれを とります。』 

少年は、 さぅ いつて 眼を かがやかせた のであります。 

その ふしぎな 言葉に、 正 夫は 藤 椅子から 半身を 乘り 出して’ たづね たのでした。 一一 
『君’ どぅして 海の 底に’ そんな 山が 巧 來てゐ るので すか。』 

『僕は 巧 船には ねられる まで、 波止場で オラン •ラウを して 働いて ゐ たので ナ 。ですから 
港の 海底に 一錢 銅貨の 山が 出 來てゐ る ことを、 ょく 知つ てゐ るので す。』 

オランと いふのは’ マラィ 語で 人と いふ ことであります。 ラウと いふのは、 海と いふ こ 
とであります。 ですから、 オラン •ラウと いふのは、 海の 人と いふ ことになります。 

この 海の 人と いふのは、 日本には ありま せんが、 出船 入船の あわただしい シン ガポー ル 
の 波止場では、 盛んに 活躍して ゐ る商寶 なのであります。 


の 波止場では、 盛んに 活躍して ゐ る商資 なのであります。 

、  '■  ■  ■  I. 

正 夫は’ ふと’ 今から 五 年 ほど 前に’ はじめて 見た オラン •ラウの ことを 思 ひ 出した の 
でありまず。 

それは、 父母に ともな はれて 横演の 港から、 はるばる とこの シン ガポ ー ル 岛へ巧 船が 入 
避した 日の、 ょく 晴れた 朝の ことで ありました。 

汽船が まだ 波止場へ つく かつかない ぅちに、 大ぜ いのは だかの マラィ 人たち が’ それ ぞ 
れ獨 木， 肘を あやつりながら、 どこから ともなく 汽船に ょり 集つ て來 たかと 見る まに、 數十 
艘の獨 木 かは たちまち 東西に かれて、 一〇メ ー トル ほどの 粗 離で 向か ひを ふと、 短い 權を 
ふりあげて、 ゴム まりの 打ち合 ひを はじめた ので ありました。 

そのを 樣 は、 日本の お 正月に、 少女たち が’ 羽子板で 羽 板を 送り 合 ふのに も 似て ゐ て、 
その 巧み さは、 誰 一人と して ゴム まりを 海中に 打ち そんじる 者 もな く、 南の 國の 碧い 海上 
に 半 圓を袁 がいて、 くつき りと 舟と かとの 間を 往復す る數 十の 白い まりは、 小さな 械が幾 
巧 も 飛び かふ やぅに 美しく、 正 夫は もちろん’ 甲板の てす かから 見 おろして ゐた數 百の 船 

モー 


I 


をを ちは、 思は ず 小舟へ 向かつて g おを をつ たので ありました。 

やがて それが 終る と’ 獨木 能は 八方へ 入り 亂れ て、 甲板の 人々 に 手を ふりながら、 

『十 錢。』 

『十 錢。』 

と、 あらゆる 國 々の 言葉で 叫びつ づけた のであります。 なかには H 本 語で 叫ぶ 少年 もを 
ります。 或は 支那 語で 叫ぶ 靑 年たち もを りまナ 。また 太い マラィ 語で 叫ぶ 老人の 群れ 卜， 
英語、 ドィツ語、 フランス語で 叫ぶ オラン •ラウ もゐ るので した。 

『お父さん’ なんの ことで せぅ。』 

と 冗 夫は かたはらの 父に たづね ますと、 巧ょ く、 こつこつと 靴音 も輕く 通りかか つた 
船長さん が、 にこに ことして いつたので あります。 

『十錢 玉を】 つ、 海の 中へ 投げて ごらんる さい。 なかなか あざやかる 腕前を 見せて くれ ま 
すょ。 J 


『さう です か。 J 

と'  父は 一週間 ほど 前に ホンコンへ 上陸した とき’ 日本の 货帶 と兩換 した ぞ那の 十錢銀 
貨を馨 口から 一つ 出す と、 それを、 寶 石を とかした やうな、 南の 國の 碧い 海に 向かつ て お 
げたので した。 

銀货は ひらひらと 海面へ 落ちる と’ やがて 左 ホに ゆれながら’ ゆらゆらと 海中へ 沈んで 
行く のであります。 

それを 見た、 近くの 獨木 舟に しやがん でゐた 六十 歳ぐ、 ぃゐの マラィ 人が、 乂の ついた 手 

製の 葉卷 タバコを くわへ たま ま、 いきなり 海中へ さかさま じ 躍り こむ がは やい か、 さつと 

♦ 

ホ 手を つき出して 水中で 銀貨を をけ とめる と、 ぼつ かりと 浮き あがつ て、 口の 中に かくし 
た 火の ついた 葉卷 タバコを 巧の 先で また おし 出しる がら、 すぱ りナぱ りと 煙を はいて、 今 
つかんだ が貨を 得意 さう にさし あげて’ 正 夫たち に ふつて 見せた ので ありました。 

その あざやか なお 術に、 甲板に おならんだ 船を の各國 人の 手から、 たちまち 銀 货が雨 


.  モ四 

の やぅに 海中へ 投げつ けられた のでした。 

はだかの マライ 人たち は、 喜びの 聲を あげて 舟 底を けつて 飛び こむ と’ 一つ 殘 さず’ 銀 
貨を黑 い 腕に 高々 とさし あげて、 みな 潮の 中から あら はれて くるので ありました。 

つづいて ザ 板の そこ ここから、 一 錢銅货 も 無 數に按 げられ たので ありまし たが、 マライ 
人たち は、 これらの 銅货 にはい つ さい 眼 も くれずに、 ますます、 十錢 、十錢 と 巧び 叫ぶ も 
のです から、 銅货 はさび しく、 赤道 直下の 靑い 波の 中に ゆられながら、 その 底 ふかく】 つ 
二つと 沈んで 行く ので ありました。  - 

この マライ 人たち のこと を、 シン ガポー ルでは、 オラン •ラウと いつて、 日本語に な 5 
せは 海の 人と がんで ゐ るので あります。 

正 夫は 入港の 日の 思 ひ 出から、 港の 海底に 一 銭 銅货の 山が あると いふ びつこの 少年の い 
ふわけ' が、 大體 わかつた やぅに 思 はれた とき’ 少年は さらに 瞳を かがやかせて いふので あ 


『オラン •ラゥの まり 巧ち や'  銀貨つ かみを 見た ことがあります か。』 

『あります。 この 港へ ついた 日に、 一度 見ました。』 

『それでは 知つて ゐる でせ うが、 おたちの 忡 間は 誰も、 銀貨 ばかりを 追つ でゐ て、 一錢玉 
をけ いべつ してつ かまう とは しないの です。 しかし シン ガポー ル 港は、 アジ ャとョ I  ロツ 
パと 南洋を 結ぶ おの 關 門です。 南 支那 おから 印度洋へ 出る 船 も、 印度洋から 南支那海へ 入 
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る 船 も’ 或は’ スマトラ 、ジャワ、 ボル ネオ、 フィ リツ ピン 群島へ 巧く 船 も'  みなこ こへ 
寄つ て 巧く あわただしい 港です。 そのたび ごとに、 オラン •ラゥへ 投げられた まま 沈んで 
しま ふ 一 錢銅货 も、 大 鍵な 數と 金高に のぼる ものです が、 それに 手を つけた 者は まだ 一人 
としてありません。 ですから 幾 十 年と いふ 長い間、 海底に 敌 もり 積もつた 一錢 銅貨は、 き 
つと 大きな 山を 波止場の 底に 築いて ゐ るに ちが ひない のです。 僕は それを とりま ナ 。それ 
ょり ほかに’ これからの 自 みを 巧て て 巧く 方法がない のです。』 

巧と 眼を きりり つと せばめて、 巧を ぎ ゆつ とかみし めた 少年は さう いつて、 やや 短い を 


•足に 眼を 落す と、 靜 かに ひざの あたりを さすつ てゐ るので ありました。. 

正 夫は、 日本人と マライ 人を 兩 親に 持つ た、 今は ひとり ばつち のこの びつこの 少年に’ 
何とかして、 同胞と しての 力を かして やりたい ものであると 考 へたので した。 

『僕の 名前は 正 夫と いふので すが， 君の あ 前は なんとい ふので すか。』 

『僕は ブラ ニイと いひます。』 

『ブラ ニイには、 オラン •ラゥの 化 事は もぅ 出來 ない のです か。』 

『とても だめです。 足を 惡 くして からは’ いくらを 力を つくしても. たつた j おの 銀貨に 
飛びつ くこと も出來 ません。 皆 ほかの 連中に たちまち とられて しま ふので ナ 0』 

『では’ どんな 方法で 一錢 玉を とりに 行く のです か。』 

『日が 暮れてから、 波止場に ならぶ 大小の 汽船に ながと もつた 頃、 仲間が を 部 引き あげた 
時み を 見は からつ て、 こつ そりと】 人で 出かけます。』 

『なぜ 晝 間の 明るい ぅちに、 皆に まじつ て とらる いのです か。。  ♦ 


『なぜ 畫 間の 明るい ぅちに、 皆に まじつ て とらない のです か。。  ♦ 

『そんな ことを したら、. オラン •ラゥの 恥さらし になり まナ 。甲板から 投げられた 銀貨が 
海中に ゆらゆらと 姿を 見せを がら 沈んで 巧く ところを’ さつと もぐつ て、 片手で 受けと め 
るを 樣を 、水を すかして 船を に 見せる ところが、 おたちの 値 巧な のです。 それを 僕 一人 だ 
けが 幾 十尋も ある 海底に 姿を かくしてから、 浮かび あがる とい ふことは 出來 ません。 そん 
な ことを したら’ 僕 人の ために、 あの 特別な な 術を 見せて ゐた 今までの 信用が なくなり 
ます。 オラン •ラゥを 體の 評判が 惑くな ります。 ですから、 避に 巧が のぼつ てから、 ただ 
一人で こつ そりと’ 人目を さけて 巧は なければ ならない 化 事る のです。』 

『ブ テニィは その 不自由る おを して ゐ て、 舟は こげる のです か。』  . 

『大丈夫、 こげます。』 

『深い 深い 游の 底の、 銅货の 山に みぎつ くこと が巧來 るので すか。』 

『化ぎ つく 览怡 です •。しかし はじめて やる ことです か、 心、 飛び こんで みなけ れぱ 、どぅな 
る ことか わかりません。 J 


『いつ 取りに 行きます。』 

♦ 

『ご 親切る あなたの お父さんが、 夕方までに、 僕の 母 お 日本人 墓地に 載。 つてく ださる さう 
です。 それを すましてから、 この 仕事に 出かけます。 J 
『今夜からで すか。』 

『さう です、 今夜から 働きまず。』 

母を 亡くして 父と 別れた びつ この ブラ ニイが、 巧 夜の 海に 一人の り 出して’ こつ そりと 
海 庭 深く もぐつ て’！^ さぐりで 銅貨の 山を 求める をが 眼に うかん ゼ とき、 冗 夫は、 このま 
また まつて 見の がせない 氣 持に 襲 はれた ので ありました。 巧 I ブラ ニイが 短い をと 黃い足 
を 根 かぎりう ごかしても 庭に 達しる. かつた 場合には、 そのげ こそ、 自 みが 化つ て 飛び こん 
でみょう。 自みは昨年おこなはれたをマラィ少年水化選手權乂會には、 シンガポ1ル巧長 
さんの 手から’ 名擧 ある 二等賞の 銀メダルを 海岸で 胸に かざられた ではない か。 その 御禮 
として’ 今 こそ この場合’ かはい さうる ブラ ニイの 化 事を 水み で 助ける ことは、 自 かがを 


として、 乂 「こそ この場合’ かはい さ^な ブラ こイの 仕事を 水み で 助ける ことは、 自 をが f 


ら なければ ならない 義務では ないだら うか。 よし 來 た’ もしもの 場を には’ 全力を かたむ 
けて 岸壁の 底に もぐりこんで みようと、 正 夫は かたく、 心に ちかつ たので ありました。 

『ブラ ニィ、 僕 も いつしよ に 巧つ て、 さしつ かへ ないだら うか。』 

その 言葉に、 ブラ ニィは 驚いた 眼を、 しばらく 正 夫の 顔に 巧ち つけて ゐ ましたが、 やが 

♦ 

て 首を たれて いつたので あります。 

『來 られ たら、 では お 願 ひします。 僕は 身體に 細い 縮を しばつ て 飛び こみます から’ もし 
も 附近の 巧 船が 出帆す る やうな ことがあつ たなら、 獨木 麻から 綱を ひつぱつ て 知らせて 下 
さい。 それから、 舟が 流れない やうに、 じう ぶん 注意して ゐて くれません か。』 

『よし， 承知し ました。』 

このと き 正 夫の 巧の 聲 が’ 疊を しいた 茶の間から きこえて 來 たので ありました。 

『冗 夫’ 學 校が おくれ ますよ。 J 
『は一 い。 J 


と、 正 夫は いつたん 簇椅 ザから 飛び あがつ て、 ふたたび ブラ ニィに たづね たので をり ま 
ず。 

『どこで， 幾 時に あはぅ か。』  . 

『夕方 君の お父さんのと ころへ’ 僕は お禮 にあがります。 その 時に 巧 合せを しませぅ 〇』 
『では 僕、 學 校へ 行って 來 ます。 J 

『巧つ ていら つし やい。』  . 

『失敬。』 

冗 ホは 二階の 部 崖へ 跑を とりにがく 元 氣な足 どり で、 階段を がたがたと かけあが つたの 
であります。  • 
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魚は 海中に 寄り 集つ て、 沖に のぼり かけた 月の 美し さを 挑、 めて をり ました。 


魚は 海中に 寄り 集つ て、 沖に のぼり かけた 月の 美し さを 踩め てを りました。 

鳥は 挪 子が のね ぐらに つばさを を さめて， 流星の 多い 夜を を 語り あつて をり ました。 

ダン ジョン •カトンの 日暮れの ことであります。 

正 夫は、 つれてが た 親友の インド 人 レイと、 ブラ ニイの 一一 一人で、 巧 化が 靑い晝 間の やう 
に 照り かへ す挪子 林の 中から’ 獨木 舟を 引き出す と’ 一一 一人を 乘 せた 舟は、 まもなく S 解の 
波を ひるが へナ 海上へ、 ひた ひたと 浮かび 出した のであります。 

ブラ ニ* V が、 短い 罹を 細で 風車の やうに ふりまは して 水を かくと、. 舟は 靜 かにを りは じ 
めました。 

レイが 術 子 林から かかへ て來た 一本の 大きな 挪モの 葉を •かの まんなかへ 帆の やうに た 
てると、 それに さらさらと 風が あたつ て、 舟は、 はるかに 巧 波 撫が赤 いげ’ 靑い 灯を 見せ 
た シン ガポー ル 港へ、 波を みけて 進んだ ので ありました。 

挪 子が は义 第に 遠ざかつ て'  やがて 繁 舉な述 物と 明るい 飾 窓を つらねた 海岸 巧が、 右手 
にあら はれまし た。，、 


L 篤 ismJMSBl 二 5 若 護 JT  'V 


i 


_lf 


海を ま 向か ひに」 て ずらり つと ならんだ 露店 Q なをぬ ふ 人 Qs が、 白ぐ 小さ；^ ながめ 
られ て、 雜 をの ひびきは 波に つたは つて、 遠くみ にまで もき こえて 來 るので あります。 
間もなく' 二 一本 煙突 gSSqS 梦 汽船が 横 づけに なった 教 I が 近づぃた 《でした。 

『あそこへ つけよう。』 

- ブラ ニイは さう いつて、 細を ぐつ とその 方向に むけました。 

『さあ、 ここでい い。』 

『ブラ ニイ、 足の 調子は 大丈夫 かい。』 

『大丈夫 だ、 冗 夫。 ただ 底に 達する まで どのく らゐの 深さ だか、 見當 がつ かないだ ナ だ。 で 
は’ レイは かが 流され S やうに'  この g で •っまく 棘。 に 向かつ てこぃで ゐて 下さぃ。， ごし 
から 正 ホは、 この 綱を しつ かりにぎ つて’ な-の ことがあ つたなら、 念いで 引き あげて 下 


A 四 

さぃ。 J 
『ょし。』 

『ょし。』 

ばち や I ん と、 いきなり ブラ ニイは 飛び こんだ のでを り ま 

するすると 細い し ゆろ 綱が、 海底へ、 海底へ と’ 正 夫の ずからの びて 巧く ので ありまし 
た。 

『レイ、 舟を 流されるな』 

『流されない。 正 夫、 綱を はなすな。』 

『はなさない。』  I 

二人が じつと のぞきこむ 海の 中には、 ブラ ニイの あとを 追つ て’ 夜光 蟲が むらさきのぅ 
づを卷 きながら 化んで 巧く ばかりで ず。  • 

一み - 二を— S を - 


I を — 二 巧’ — 一二を — 

'1'  1< _  I  I 

ぼつ かりと’ ブラ ニイは がかび あがりました。 

ぶる るん と、 顏を I なです ると 

『だめ だ •だめ だ。 深 •い、 滯 い。』  . 

と、 舟には ひ 上つ て、 がつ かりとして 正 夫の 前に 腰をおろした のであります。 
『そんなに 深 •いか。 J 

『深い、 深い。 それに おもだめ だし’ 觀も つづか なくなつ てし まつた。』  , 
プラ ニイは 短い ホ 足を かかへ て’ しくし みと 泣き はじめた のであります。 

『ょし、' 僕が やつて みょう。 ブラ ニイ’ うまく 蝶へ 綱を しば かつけ てく 山た ま \0J 
『ありがたう 正 夫。 しかし あぶない から やめて くれ。 あきらめて •もう 歸 らう。』 

『レイ、 とにかく 僕に やらせて くれ。 さを 解ける いやう に’ この 腰へ、 しつ かむ と 綱を し 
ばりつ けて くれた まへ。』 

も 早 さるまた】 かにな つた 正 ホを 眺めながら’ 氷み ざを ちつと もしらない レイは’ 二人 

A 五' 


の 中へ 口を出す こと も化來 ない ので、 ただ かを 流すまい と’ 夢中に なつて 權を あやつつ て 
ゐる ばかりであります。 

ばち や I ん …… と、 正 夫が 船底を 織つ て 飛び こみました。 

燒 けつく 太陽が 落ちた 夜の シン ガポー ルの 海は、 をみ にがく、 水中から ふと 上を あ ふぐ 
と’ 水面の あたりに， 巧 光が 靑 々ととけ こんで ゐる ばかりであります。 

正 夫は 下へ 下へ と’ 水を 就り 進んだ ので ありました。 

息は 次第に 苦しくな つてき ましたが、 更に 底へ 底へ と、 ず 足に 精 おを ク くしても ぐり 这 
ん だのであります。  、 

しかし、 波 止踢の 底は 思つ たょりも 非常に 深く、 もう 一:’ がぎ、 もう 一息と 進み こむ うち 
に、 正 夫 はつひに 巧 吸が 困難に るつ て、 あわてて 綱を 引いて 合圖 をし ました。 しかし その 
ときには、 すでに 數回 はげしく 水を のんで ゐて 、やがて、 ぐつ たりと 氣を 失つ たま ま’ 舟 
の 中へ 棒杭の やうな 恰好で 引 きづり あげられ たので ありました。 


かつ 一 


の 中へ 椿抗の やうな 恰好で 引 きづり あげられ たので ありました。 


レイと ブラ ニイとは’ 腰を ぬかす ほどに 驚いた のであります。 

『しつ かりし ろ、 正 夫、 正 夫。』 

『お— ぃ、 正 夫、 正 夫。』 

と’ 二人は、 獨木 かの 底に ころがつた 正 夫の 身體 を、 夢中に なつて ゆすぶつ たので あり 
ますが’ 手に ふれる ものは、 今は 聲 もない 友人の 肉體 が’ ただ 冷えび えと 感じられて 來る 
ばかりで ありました。 

『どうしたらいいの だ。 どうしたらいいの だ。 レイ、 レイ。』 

『早く 早く、 この 汽船に 運び こんで 手當 をし なければ だめ だ。』 

『お-ぃ、 お— ぃ。 J 

と’ ブラ ニイは、 かたはらに 王城の やうに 浮かんだ 白い ち 船の 船べ りの 厚い 鍊 板を’ 小 
さなこぶ しで 力の かぎりた たいて、 はるか にげの もれた ザ 板に げび かけた のであります。 
そのと き、 レイが’ あつと 聲を あげて、 そのこぶ しを いきなり おさへ つけたの でしち。 


ら 


『ブラ ニイ， 巧んで はだめ' だ、 だめ だ。 J 
『なぜ だ、 なぜ だ。』  . 

『この 汽船は だめ だ。』 

『なぜ だめ だ。 正 夫は 死んで しま ふぢ やない か。 手を はなせ。』 

『いや、 呼ん ぢや いけない。 あれを 見ろ。』  . 

レイが 指さす 彼方を 見る と’ 一 萬 トン 巧く も ある 汽船の 横腹には'  英國國 旗が あざやか 
に 染めぬ かれて r 月 化に ありあり と 照らし 出されて ゐ るので ありました。 

『これは イギリス 船 だ ぞ。』  . 
『ほんと だ。』  、 

『この 港の 海底に、 こつ そりと H 本人が、 一人、 夜中に もぐりこんで ゐ たこと を 知つ をな 
■イギリスは’ どんな 大きる 問題を 日本に たたきつける かわから ない。』. 

レイの いふと ほり を 世界の 國 々は’ いま 歷あ はじまつ てな 來の 大きな こんらん のぅち 


レイの いふと ほりを 世界の 國 々は いま 歷か はじまつ て U 來の 大きな こんらん のうち 


にある のでした。 

ヨ ーロツ パの 天 帮も海 も、 ことごとく 戰乂 にわ ほ はれて’ ドイツ， イ タリー は一體 とな 
つて、 新しい歐洲をつくるために双向かふ國々を征服して、 大國ソビエ1卜- ロシアと’ 
イギリスに 對 して 銃乂を まじへ てを ります。 

アジアでは、 をら ゆる 苦難と たたか ひながら’ 四方を 敵に かこまれた 日本が、 東洋 永遠 
の 平和を めざして’ 東 醉共數 1: とい ふ 大きな 希望の もとに、 さへ ぎる ものの すべてを 巧ち 
た ふし、 なぎた ふして、 進軍の ホを 進めて ゐ るので あります。 

その さへ ぎる ものの. 一つに、 ほろび 行く 蔣 かおと、 あはれ な その 軍隊が あります。 
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アメリカ 大國 があります。 

また、 世界の セつ の 海と'  五大洲を ほしいままに ふるまつて ゐた イギリスを 幽が ありま 
す。 

『では’ どぅしたらいいの だ’ レイ。 J 

，  完’ 


•  ホ 0 

『どうしたらいいの だら う、 ブラ ニイ。』 

二人は、 ふたたび 泣聲を あげて 正 夫の 手 おを はげしく ゆすぶつ たのであります が、 答へ 
る ものは、 ゆれ かへ る獨木 かがが つ 波の ひびきと、 くだけちる 南海の 巧 かげば かりで あり 
ました。 

♦ 

『ブラ ニイ、 こんな こ. とを いつまでして ゐ たら、 正 夫は とても 助からない。 早く 岸へ 清け 
よう。 臀 者へ 紙け こまなければ だめ だ。』 

* 

『よし。 レイ、 君は 町に 向かつ て 死物ぐ る ひで^げ。 僕は、 その 閒に 、人工げ 吸を やつ •て 
みる。』 

『人工呼吸 —— 。  ' 

『さう だ。』 

%  ， 

『巧 おる のか —— 。古 

『海で 生 巧して ゐ たから 出 ホる。 J 


『海で 生活して ゐ たから 出來 る。 J 


『なぜ 早く それを やらない の だ"* J  ■ 

『すつ かり’ あわててし まつたん だ。』 

『大事な ときに あわ。 る やつが ある もの か。 さあ、 僕は もつ と 力 一 ぱい 谱 ぐから、 君は 人 
エ 呼吸を しつ かりやつ て くれ。』 

水： 化の 山がない レィは. いつも 獨ん 舟を あやつつて 海 や 川で 遊んだ もの か、 その 酒ぎ か 
たは 非常にぅ まく、 舟は すい ナ いと 白く 波を けりながら ホる のでした 

その 間に、 ブラ ニィは 自 みの 左の 片 ひざを 立てて'  その-上に 正 夫の 身體 をぅ つ 化しに さ 
せて 乘せ ると’ その 巧 中を 强く おしながら、 幾 回 も 水を はかせた のであります。 

それが すむ と’ 今度は 舟 应へあ ふむ けに 寢 かせて、 正 夫の 巧を 指さき でつ かんで 引き出 
ずと、 つづいて それを 中へ 押し かへ す 人工呼吸の 方 巧を とりながら、 大きな 聲で數 をかぞ 
へ はじめた のであります。  . 

『1、 二、 1 二、 四 —— 1、 二、 一二、 四 —— 1， 二、 一二、 四 —— 。』 

化】 


四つ 數へ るた びに’ 霎の 巧を 引き出し ては 狎 しこむ しんけんな ブラ ニイの 態度を’ 灌 
ぎながら 見て ゐた レイは、 もどかしが つて 聲を かけた のであります。 

『もつ と 早く、 舌を 入れたり 出したり したら ど-っなんだ。 P 二、 一、 二で 窠 るいの か。』 
『そんな ことを したつて だめ だ。 僕は 落ちついて 來 たからもぅ あわてない ぞ。』 

『なぜい そぐ ことが、 だめな の だ。』’ 

『これは 四 秒 間に 一回の わりで 舌を 引いて 押し こまなければ いけない の だ。 さっし なけ 
れば 謹が 完を忆 肺まで 達しな 占 だ。 いそいだ ところで 何 § にもた たない。 美の こ 
とは 僕に まかせて’ 君は ただ 谱 いで くれ。 灌 げばい いの だ。』 

『ょし、 潛 ぐぞ、 酒 ぐぞ。』 

レイは 齒を くひし ばつて、 首を 力 I ぱい 前に かたむけて， 槪— をい そがせる ので ありま 
した。 

を薦 きを とりもどした ブラ ニイは、 注意ぶ かく 正 夫の 舌を 引いたり わしたり すると 同時 


落 驚きを とりもどした ブラ ニイは’ 注意ぶ かく 正 夫の 靑を 引いたり わしたり すると 同時 

に、 繩 のさき を ほどいて’ それを 鼻の 穴に さしこんで そこを 刺戟したり’ がえ きつて 息の 
絕 えた 顔を 手のひらで 磨 擦したり して ゐる うちに、 ふと 正 夫が、 大きく 一つ 息を 吸つ たか 
と 見る うちに、 かすか なげ 吸が 自然に 關始 されて 來 たので ありました。 

それを じつと 見つめた ブラ ニイは、 うれし さに こんこんと 流れ出る 淚の顏 を、 レイに さ 
しむけて 叫んだ のであります。 

『レ^， 見ろ 見ろ， 大丈夫 だ •』 

『おお、 正 夫、 正 夫。 J 

『さあ、 すぐに、 心臟 をと とのへ なければ いけない の だ。 それに、 早く 身 體を溫 めて やらな 
ければ だめ だ。』 

ブラ ニイは さう い. つて’ 自 みの 體溫 をみ ける ために、 氷の やうに なつた 正 ホのから だを 
はだかで かかへ たのであります。 

『よし’ 俊 も あたためて やる ぞ。 J 


レ ソは權 を總に 投げ ナ てて， 正 夫 Q 首と 是」 がみつ きました。、  . 

濟ぎ 手を 失つ た 舟は 風と P’ をう けて、 吵ら ゆら 沖 0 方へ 流されて 巧く？ ありました。 
『レイ’ 大變 だ’ 舟が 流されて ゐ る。』 

『しまつた。』 

レイは 權 をと ると， うなり 聲を あげて また 禪ぎ はじめた のであります、。 

フラ ニイは がくがく  •とふる へながら’ み 第に ととのつ てく る霎の 呼吸に うれし 淚を •止 
めど もな くこ ぼした まま、」 つかりと 正 夫を かかへ て、 義に 近づく  S かを じつと にら 
んでゐ をのであります。 

〇 

あを ぞら たかく 
ひのまる をげ て 


ひのまる あげて 


ああぅ つくしい 
•にほんの はたは， 

あさひの のぼる 
いき ほひみ せて 
をを いさましい 
にほんの はたは。 

自 みたちが 紙で つくつた 日の丸の 旗を ずに 手に ふりながら •円本 人 蝴巧學 校の 一年生が 
三 一十 人 ほど’ 同仁 柄院に 入院して ゐ る村胞 患者の 见舞 ひに おた のは、 その 翌 H の H 峭の朝 
のこと でありました。 

巧 巧は、 玄關を 入つて 來る その 元氣 な歌聲 をき きながら’ 円みの {豕の 二階の 病室の. 殺 墓 


に 横を はつて、 父の 該 察を うけてを りました* 

『お父さん、 もうす つかりよ くるり ましち よ。 n 

I さう か。 正 夫は、 みぎが 上. 手 だと 思つて ゐ たのは’ お父さんの あやまりだつた かな。』 
『すみませんでした。 あんなに 深く もぐつ たのは はじめての ことで、 失敗し ました。 = 
『かんして 飛び こ' むみら には、 を 力を つくして やらなければ いけない ね。 こんなに 早くよ 
くなる やうな おぼれ かたでは、 まだまだ 努力が たりな かつた 敏か だな。』 

『さう です、 お父さん。 努力が たりませんでした 。もぐつて 巧く うちに、 大きな 汽船の 底 
へ. からだが 、.だんだん 吸 ひつ けられて 巧く やうな 氣 がした までは おぼぇて ゐ ますが、 その 
あとは、 わから なくなつ てし まつた ので ナ。』 

『人間と いふ ものは、 決、 心 ひとつで、 どんを 大きる 化 事で もやり とほせ る もの だ。 また そ 
の 時には、 不思議な 力 も 出て くる もの だ。 冗 ホの 場合で も， もう 少しし つかりした 醫 ホを 
持つ てゐた をら、 きつと 海底まで 達して’ その】 錢 玉の 山と かいふ 中から、 I つぐら ゐ にぎ 

つ て もおら どらうし、 を0う\、 ^卜こ長>:-|气  ’  —  :  > 


持つ てゐた をら、 きつと 海底まで 達して、 その】 錢 玉の 山と かいふ 中から、 一つぐ らゐ にぎ 

つても 來を だら' うし’ そのうへ、 いかに 深く とも •おぼれ もしる かつた に 巧 違ない の だ。 
これを いい 機會 に、 すぐれた、 たくましい 精神を 養 ふやう に、 心がけなければ いける いね。 _ 
『はぃ。』 

『ことに 海外に 巧る 日本人は’ いつも 背中に 祖國を 背負つ てゐる 態度を くづ しては いけを 
い。 何事に もがん 張る の だ。 負けて はいけ ない の だ。 J 
『よく わかりました。』 

一年生たち Q 歌聲が 階下 QS を 一 まは りして、 やがて 二階に あがつ て來 たので ありま 
す そして をい 洋裝 をした ふとつ た 若い 女の 先生を 先頭に して、 二列に ずを' つるいだ 
男の子 や 女の子た ちが、 正 夫の 部屋に 入つて 來 たので ありました。 

『御 病氣 は、 いか ボで すか。』 

先 库は冗 ホの 眼を のぞきこみながら’ たづね たのであります。 

『はい、 もう ナ つかりる ほりました。 J 


交 


『それは’ おめでたぅ。 なんの 御お氣 でした の 
『海で わ ぼれ ました。』 

『海で —— 。』  . 


と、 先生が 驚いて ゐ るのを 見て’ 父 
がに こに こと、 昨夜の 出來 事の すべて 
を 語つ たのであります。 

先生は、 一つ ひとつぅな づきながら 
聞いて をり ましたが、 やがて、 生徒た 
ちに 向かつ て靜 かに 話された ので あり 
ます。 

『この お 方は、 昨夜 お 友 だち のか 仕事 
を 助けよう として、 海で わ ぼれ たの だ 


さぅ でナ 。そして、 助寸 よぅと 思つ た 


を 助け i ぅとして、 海で わ 情れ たの だ 


さう です。 そして、 肋け 丈う と 思つ を 
お 友 だち に、 あべこべに おぶさつ てこ 
こへ 來 たの ださう です。』 

どつ と， 生徒たち が 笑つ て 手を た 
たいた ので、 正 夫は ぶは ず 助を かき 
ながら、 を 布を ひつ かぶつた ので 
あります。 

すると’ 父が そのを 布を、 に 
こに こと 笑 ひながら、 はね のぞ 
いたのでした。 

先生の 言葉は’ さらに つづく ので 
をり ました。 


化 化 


『皆さん、 そんなに を かしいで すか。 J 
『を かしい、' を かしい。』 

『とても、 こつけ いだよ。 = 

『元氣 がない な あ。』  ' 
小さな 口々 から 大聲で 叫ぶ いろいろな 言葉が’ るん りよな く 冗 夫の ずを 巧つて くるので 
あります。 

『では， そのと き、 どうしたら よかつた のでせ うね。 一 
と、 先生は つづけて 質問を したので あります。  ■ 
『はい』 『はい』 と、 そこ ここに 指を そらした 手が あげられました。 

『では、 山 本さん。』 

『はい。 助けようと 思つ たと きには’ 自 かが おぼれても、 助け あげなければ いけません。’ 
『では’ 森 田さん。』 


レ  且 '卜 '-V 扫 V  s' え i 弓」 た  自夕ろ ま 巧わ て李  おけま一ける：！；：-^; け レ けま お ん ‘ 
『では、 お 田さん。』 _ 

『はい。 やらう と 山 曲つ たことは’ 自 みが 死んでも’ やりと ほして しまは なければ いけ まを 
ん。』 

『では、 お 井さん。』  .  ♦ 
『はい。 助ける 人が、 助けられる 人に、 おぶさつ て來 たのでは’ 何が なんだか わかり ませ 
ん。』 

ふたたび’ どつ とずを 巧つ て、 おた が ひに 顔を 見合せ ながら、 幼い 子供たち は 笑 ひころ 
げたので ありました。 

正 夫は’ もう 一度 i 助から 毛布を 引つ かぶらう としまし たが、 毛布が うごきません。 ょて 
なと おつて なると、 毛布は 父が しつ かりと おさへ てゐ るので、 しかたる く 自分 も いつしょ 
に 笑 ひ 出しながら’ つい’，  - 
『こんどは’ ほんと に 助ける ぞう。』 

と、 大きな 聲を 巧して しまつた ので’ 巧は ずに ずに 日の丸の がを’ ばんざい、 •まんざい 


1 〇二 

と’ ふりあげ たので ありました。 ij  • 
『では’ ぶ 大事に。』 

『さよなら’ 早くよ くな つてね。』  . 

『さよなら、 か闡 のから だ。』 

『さよなら、 日本の からだ。 J  ‘ 

『お 大事に。』  ' 

『お 大事に。』 

生徒たち はか かへ て おた、 一 まの ばら や、 巧 I 庭たん などの 化を 寢臺の 化 元にかざる と 
ふたたび 高らかに 歌を うた ひながら、 隣室へ つづく 廊下へ 消え去つ たので ありました。 

.  、 
みんなで べんき やう 

うれしい な 


うれしい を 


こくみん がく かう 
いちねんせい。 

げんきで たいさう 
いち、 につ、 さん 
こくみん がく かう 
いちねんせい。 

1 

さかまく 波の 大平 洋上に、 雪を いただく 窩± 山を 氣 高く 見せて’ 眞 化な 太陽の 巧 じる し 
を ひるが へした 島國 、大日 本 帝國が あると いふ ことは、 アメリカと ィギリスに とつて は， 
目り 上り 增 よりも 不愉快き はまる ことなので ありました。 Jj 


1 0 巧 

この 1 一つの 國 は’ ぉ洋が 持つ て ゐる種々 な 職。’ そ廷 '護が 數駭し 三 何く 上に ぜひ 

嬰を 物、 例へ ば ’  f か： コムと か. 石油’ マンガン、 タングステン、 f いつた 物義 

富に とれる て シア Q 走を 多く 手忆 入れて、 て シス 種を あ •ミ 先で いつまでも こき使 ひ 

を がら、 その 利益で— たちの 國を曹 せ’ その 金で 限りない ぜいたくと、 わがまま 一ぱ 

いを 重ねて、 晝も 夜も嘗 して 巧きたい と 願つ てゐ たので ありまて 

その 惡魔 Q 考 へを 實行 する. には， 何と」 T も. 日 案じ やまになる？、 これを 西ら せて や 

ミと 一一つ の國 はしめ し 合せ 了罢を gj 方から とりかこ むと、 辨 おを 船つ て， 武器を 
備 へて おどかし たので ありま ナ。 

ノ ワィ ヒリ ッヒン ボル ネオ、 齡 が、 シン ガポ ，ル、 ホンコン’ 重慶 、アリ？ シ卞 
ン 群島が これであります。 

正 夫が 音 ほど 病室に ゐる 間に も'  これら 海賊 ども 《大砲は r に 日本 富 けられ て- 
こ とに シン ガホ  ，ルは  ィギリスと アメリカ とが 東洋を  g  ふために'  しつ かりと 手を にぎ 


ことに シン ガボ， 品 ィギリスと アメリカ とが 豪& ふために'  しつ かりと 手を にを 

り あつた 最も 大切な 粮據 地を のであります。 

ろち や  ろち や I ん - 

と、 いきなり、 表通りから 投げられた 石に， 正 夫の 家の 窓ガラスが、 又してもぶ 關の石 
疊 に’ 木つ 葉み ぢんの 音を たてた のであります。 

『また か。』  .  ' 

と、 正 夫は 寢臺 から 半身を 起して 見る と’ 部屋の 窓ガラスが 一一 かぽ つかりと 口を あいて 
ガラスの 破 かは 月光に かがやいた まま、 を 巧の 上にまで 飛び散つ てゐ るので ありました。 

父が 階段を 大 またに あがつ てがたので あります。 

『この 部屋 か。 J 
『さぅ です。 J 

『穀 は。』  . 

『ありません。』 

、  1 0 五 


1 0 ホ 

『さう か。 每 目毎晚 、けちな 蘇 化を する 奴ら だ。』 

父は さう いつて、 窓から 表通りを なおろ したので あります。 

巧？^>侧の猿細エ屋の露路に. 一人の支那人が身をかくしたまま’ 觀おをうかがつてゐる 
頭ゼ けが、 巧からの 海風に 長い 毅を 吹かせて 見えて ゐ るので ありました。 

『おいおい、 ここは 病人を 收容 する 場所 だ。 けちく さい 眞似 をす るのは よせ。 話が あるる 
ら 、大手を 振つ てぶ 關 から あがつ て來 い。』 

父の 太い 聲に追 はれる やうに、 支那 下駄が かたかたと 一散に 遠ざかつて 行く のを、 正 夫 
は寢臺 できいて ゐ たのであります。 

『お父さん、 誰な の。』 

父は 部 尾に 投げられた こぶし 大の 石を 拾 ひながら， 正 夫の そばへ よつ て來 たのでした。 
『昨日は、 據洲丘 ハが 食べの こした マング ス チンが 飛び こんで 來 たが、 今日は 支那 人の おこ 
ろ だよ： そのうちに、 どか I ん と、 鐵砲 玉が とびこんで くる かも 知れない ぞ。』 


ろ だよ''  そのうちに、 どか I ん と’ 鐵砲 玉が とびこんで くる かも 知れない ぞ。』 


『何が 來 たつて、 僕、 おどろく もの か。』 

『さう だと も、 その 脾ボ 出來 てゐれ ばまづ 大丈夫 だ。 とにかく、 ここは 敵地 だからな。 敵 
地に ゐれ ばゐる だけ、 H 本人と しての 大きな 態度を 養 ふこと がかん じんだ ぞ。』 

『はぃ。』  - 
『なんでも 飛び こんで 來 るが ょい。 そんな ものは すべて’ しつ かりとした 魂で、 はね かへ. 
してやる ばかり だ。』 

『門番は どうしたので すか。』 

『をの 印度人 も、 昨夜から 姿を 見せない が、 たぶん イギリス 人に でも そそのかされて、 來 
なくなつ たの だら う。 巧洋 人の くせに、 イギリス や アメリカな どのず 先に 使 はれて ゐるや 
うでは をく しやう がない な。』 

『さう いへ ば、 お父さん、 この頃 マライ 人 や 支那 人の 化ぶ さんが、 ちつ ともおません ね。』 
『表通りに 艾那 人の 齡り ホが 二 入 立つて ゐて わ。 ここへ 來る患 あを おどかして 追 ひかへ* し 


‘  一 〇 戊 

てゐ るの だよ。 患者を なくして’ この 病院を つぶさう とで もい ふの だら う。』 

『よ 父さんは H 本と ィギリスが’ もし 戰爭を 始めても ここに ゐ るので すか。』 

『斷 じて 歸ら いね。 お父さん も お 巧さん も、 海外で 营を うづめ るかく. こで、 日畫 巧て 
來 たの だからな。』 

『では、 僕も歸 りません。』 

『いや、 美は ま づ勉强 をし なければ いけない。 それには、 日本人 國民學 校を 卒業した な 
らいつ たん 日本へ 歸 つて’ 上級の 學 校へ 入學 しなければ いけない。 そこを 卒業した 上で 
シン ガポー ルへ またがる なり、 或は、 この 南洋 方面で 瓶。^ する はう がよ いの だが、 正 夫は 
いつたい 何になる つもりな の だ。』  • 

『僕は、 飛行家に なりたい ので ナ。』 

『飛行家になる のか。 だう りで 管靈 飛行機を 熱、 心に 作つ てゐ ると 思つ たが、 では、 少 
年 航空 丘 ハに でもな りたい のかね。 J  , 


ろを が コぶノ  K て 4 るりろ いのみね J 


『いいえ、 民間飛行 家になる のです。』 

『ほほう、 民間飛行 家になる のか。 どんな 順序に してなる つもり だね。』 

「この間、 R 本から 來た雄 誌を 讀んで 知つ たのです が、 日本の 陸海 軍の 航空 部隊は、 世界 
一に 强 いのです ね。』  . 

『それは、 もちろん だと も。』  . 

『ノモンハンの 大 を中戰 では、 またたく うちに 敵機を 一千 機 上 もたた きおと してし まつ 
たのです つてね。』  , 

『さう だ。 そして 今度の 支那 事變 でも’ 敵機の すべてを たたき 化せて、 大陸の 大空せ まし 
とば かりに、 嚴慶 その 化に 居鹏の 雨を あびせ かけて ゐ るの だ。 また’ あの 渡洋 曝 擊隊の 勇 
壯 無比な ことは どう だ。 深夜の 大蔡 風雨を 突いて、 怒濤 さかまく 海上を 飛びき つて、 敞機 
ことごとく 粉碎せ ずん ば 死す とも やまず の、 あの H 本 魂は どう だ。 化界中 どこを 探した つ 
て、 こんなり つばな 齡 神を 村つ た 軍隊は’ 一つ だつ て あり やしないの だ。』 


『ここの 兵隊 も だめです ね。』 

『ここの 軍潘 も. 要塞 も、 飛行場 も、 皆 物す ごい もの ばかり だが、 兵隊は ょせ 集め だから 
なつて をらん。 とにかく、 冗 夫 も •お父さん も、 すばらしい 岡に うまれて ょかつた な。 それ 
だけに’ お 互 ひの 貴 巧は、 尙 さら 重い の だぞ。 =  ' 

『さう です。 僕は これから、 なんでも 一ん にやる つもりで 
す。 しかし お父さん’ こんなに 强い 陸海 軍の 航空 部隊を 持 
つた 日本が， ドイツに も 負ける、 イタ リヤ にも 負ける、 ア 
メク カに も、 イギリス にも、 フランス にも 負けなければ を 
らな いものが 一つ ある ことを、 僕は 知つ たのです。』 
『ほほう。』 

『お父さん にも、 わかります か。』 

『それは 民間 航空の こと だ わ。』  ' 


『それは 民間 航空の こと だね。』 


『さ. ぅです’ 

か 父さん。 銃 
後を まもる 輸' 
送 機の ことで 
す。 それが 世 
巧の 列 强闕に 
> りべ ると 

とても 劣つ て 
ゐる のが 日本 
なのです。 し 
かも’ 巧閒航 
巧と いふのは 


軍事 航空 Q 第一 妄 ともい はれる も Qv、 長期 Q 戰爭 には、 軍隊® うしろに、 勇な 民間 飛 

行家をどしどし震じて家なければ、 戰ひは、 つひに負けてしまふのガさうです。』 

『それは、 正 夫 Q いふと ほりだ。 航空には、 戰時辜 時 も あつを も？ はるい。 常に g へ 

ちかん じんな の だ。 いつ’ いかなる 場合に も、 いざと いふ 時に 立 上つ て、 直ちに 敵を g 

滅 する 飛行家を 養成して おかる ければ、 その 國は 、いつか 世界 地圖 から ほろびて しま ふと 

いふの が’ 現在の 世界の 裏 だ。 では’ 冗 夫は、 その 民間飛行 家になる には、 どこへ、 ど 

の やうに して 入學 をしたら ょいの か、 それ もしら ベて あるの かね。』 

『はいあります。 それは 東京の 上野 驛 から 觀の 電車に 乘 つて、 二十々 ほど 行く と、 

千薩の 松戶驛 とい ふところに 着く さう です その 驛の 近くに、 中央 航 S 蠻震 所と 

いふ、 日 塞 顧が 力 こぶを 入れて 立てた 官立の 航空 學 校が ある Q です。』 

『さう ろうろ つな 話 ゼタ お父さん はそんな 學校ボ 星に 窠てゐ たとは からな かつた 
な あ。 J 


な あ。 J 


『僕は、 飛行家になる 勉强 をして ゐ るので’ しらべた から 知つ てゐ るので す。 お父さんは 
どぅぞ お臀 者さん の お 仕事を 充 •みに やつて 下さい。』 

『づ ぅか’ ょしょ し。』  • 
『その 中央 乘な 養成 所へ 入學 する のには、 地方の 養成 所で、 五ケ 年間の 敎 育を ま づ 受けな 
ければ いけない のです。 地方の 養ぶ 所と いふのは •仙 臺と新 凝と、 おお、 熊 本'  邮赋の 五 
ケ 所に あつて’ 國民學 校の 卒業生なら、 誰でも 學 課と 體 格檢查 じ 合格 すれば 入學 できる の 
です。 そして ここを 卒業した をが、 中央 養成 所へ 入學ナ るので す。』 

『その 中央 莖成 所は、 何年 間で 卒業で きる のかね。』  、  、 

『操縱 科と 機關 科が ありまして’ 操縱 科は 一年、 磯關 科は 二 年で 卒業し ます。 そして、 卒 
業 生の 大部み は、 大リ本 航巧含 社と か， 滿洲 航空と か、 中華が 空と いつた 會 社の.】 等が 
ひは 一. 等 操縱止 や機關 止に なつて、 銃後のを に活雜 して ゐる のです。』 

『なるほど。 それで’ 月謝は どれく らゐ かかる のか’ わかつ てゐ るの かね。』 

一】 口一 


『月謝は’ 地方の 養戍所 も、 中央 養成 所 も’ 一錢も いらない のです。 さるまた 一つで 入爭 
ずれば、 服 も， 食事 も、 寄宿 舍 も、 いつさい 國の费 用で やつて くれる のです。 なほ その上 
巧々 四圆 五十 錢と いふ、 お 小 遣まで も 政府で 下さる さう です。 J 
『それほどまでに していた だいて は、】 生 懸命に やらなければ 相す まない 次第 だな。』 
『さう です。 生徒は 日本の 民間 航空を、 軍事 航空と 同じ やうに 世界一の もめに しなければ 
申し わけがない わけです。 ですから、 お父さん、 おが 目 本へ 歸つ たなら、 その 養成 所の 試 
驗 をを けても いいで せう。』 

『ょし、 正 夫が 希盟 ならば、 をけ てみ なさい。 しかし 正 夫、 空に あこがれを 持つ のはょ い 
が'  海を 忘れて おぼれる やうでは しやう がない ぞ。』 

『狐 も’ 大空 も’ おれません。 もう 大丈夫です。』 

『さう か。 海と いへ ば、 今年 もまた を マラィ 少年 水： 化 選手 權大會 の日ボ せまつ たが’ 去年 
の やうに •うまく 二等ぐ らゐ とれる かな。 J 

r 今，； 中な ぐ わ心ゴ つで、 一窜 AI と 含つ りご 4^0  !1 


の やうに •うまく 二等ぐ らゐ とれる かな。 J 

『今年は ぐわん ばつて、 一等を とる つもりです。 J 
『去年の-等は アメリカの 少年だつた ね。』 

『さう です、 ゥ キル キン ソンです。』 

『とにかく これからの 少年は、 海と、 大空へ、 どしどし 乘り 出して 行かなければ いけない。 
正 夫 も’ 目的に 向かつ て 大いに 勉强 をしなさい。』 

『ありがたう、 お父さん。 では、 もうす つかりる ほりました から、 今晚 かぎりで この 部屋 
を遐 室しても いいで せう。』  . 

『明日から， 自 みの 部屋へ もどりな さい。』 

『ああょ かつた。』 

正 夫が につ こりと 仰ぐ シン ガボ t ルの 夜 巧に— は’ 今 巧 も 流星が をく， さや さやと 鳴る 窓 
外の 挪 子の 葉 かげに、 その 一つが あざやか なおを 引いて 消え失せ たのであります。 

父が 部屋を 出て 巧く と、 入れ かは りに 扉の 外から 五十 センチ ほど も ある 大きる^ が一 匹 
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舞 ひ •こんで 來 て、 天井 や 壁に 黃 色い 羽 破を ばた ばた となち つけだし たので， そのたび に、 
五六 匹 もや もりが 天井に!^ ひつきながら、 逃げたり 近ょ つたり して ゐ るのを、 冗 夫は 面白 
く 見て ゐ ますと’ ふいに 窓 下の 表通りから、 ののしり 合 ふ 人の 聲が きこえて 來 たので あり、 
ました。 

『なぜ、 この 病院へ 入院して はいけ ない の だ。』 

『ここは 日本人が 經營 して ゐる 病院です ょ。』 

『だから、 なぜ 入院を しては いけない のかと 聞いて ゐ るの だ。』 

『あなたは、 まさか 日本人で はないで せぅ。』  ‘ 

『それが どぅ， した。』 

『どこの 國の 人種です。』 

『無禮 な 口の _ ききかたを すると 承知 せんぞ。 私は アメリヵ人 だ。』 

『アメリカ人なら、 あなたの 國ボ 、いま 日本と どんな 關係 にある かが、 わかる はずです。 


IU. 


『アメリカ人なら、 あなたの 國ボ 、いま 日本と どんな 關係 にある かが、 わかる はずです。』 


『一應 か 前の 口から、 それを 說 明して 見ろ。』  .. 
『日本 こそは’ アメリカと、 支那と、 ィギリスの 一二 國が ずを 結び 合つ た 共同の 敵な の だ。』 
『アメリカと 曰 本は、 まだ 戰爭を 開始して は をらぬ。』 

『いづれ は戰 ふの だ。 何も こんな 病院へ 入院し なくと も、 他に 白人の 病院は いくらでもを 
るでは ないか。』 

『だまれ。 お前たち か-り 病院の 指圖を 受ける アメリカ人で はない。 見ろ、 この 自動 軍の 內 
には， 子供が 大 熱で 苦しんで ゐ るの だ。 これは、 おのた つた 一人の 愛兒 なの だ。 お前ら に 
病院の 指圖 をす る權 利が どこに あるの か。 J 

正 夫は’ が ばつと 寢禀を 飛び おりる と、 窓に かけょつ たのであります。 

ぶ關 前の 通りに、 も 塗りの 自家用車が 一臺 、をり からの 巧 化を あびて 停められて’ その 
なかに も 服を つけたな 人の 少年が、 その 巧 親ら しい 美しい 人に 毛布で しつ かりと もろれ た 
まま、 巧と 車 外の 氣 配を なつめて ゐる のでした。 

ニモ 


二八 

自動を のわきでは、 運 轉手臺 を かりた 父ら しい 長み の アメリカ人が ’  s 齡の 服に 身なり 
をと とのへ て 拳を にぎつ たま ま、 シ ヤツと ズボン 下を はいて 儀の ステ ツキを ひつつ かんだ 
二人の 支那 人と 巧 かひ あつて、 はげしい 口論を して' ゐ るので あります。 

その 周 聞を、 マライ 人、 インド 人、 支那 人な どの 群衆が ぐるりと とりかこんで、 いづれ 
も靑 白い 巧 光に こぅこぅと 照らし 出された まま、 かたづを のんで ゐ るので ありました。 

シン ガボ I ル 軍港と 要塞の サ I チラ イトが、 あわただしく、 それらの 人の 背後から、 雜 
十條 も、 東洋の 天に 不安な 化を おげ つけて、 風は いつの 間に 絕 えたの か、 むし 暑い 夜に を 
つを のであります。 
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『こら こら’ この 人だかりは 何事 だ。 J 
『追け 退け、 じ やまだ。 J 


『遐け 退け、 じ やまだ。 J 


齋 洲縣ボ ニ人、 酒く さいどな り 聲をお 衆に あびせながら’ 四 五 人を つきとばし'^ 人中 ( 
わりこんで 來 たのであります。 

『これは、 が 蒙、 御苦勞 さまで ござんす。』 

と’ 二人の 支那 人は、 ひよこん と、 そろつ て 頭を さげる と’ その 一入が くちびるを とが 
ら せて、 棘 I 思 さう に吿 げたので あります。 

『瓦那 、この アメリカ人は、 ふとい 化です。』 

『何ボ ふといの だ。』 

『自 かの子 供を、 日本人の 巧院へ 入院 させよう として ゐる のです。』 

『それが， どうしたと いふの だ。』 

辕洲 おの 意外な 返事に、 支那 人は あわてて 版を 見合は せた のであります。 

『旦耶 ，そんな ことを して’ いいので すか。 J 

『白人が やる ことに 掛 して、 お前たち は 何を いふと ころが あるの だ。』 


『へい。 でも •ここは 日本人の 病院です。』 

『だから、 それが どうしたと いふの だ。 ぐ づぐづ いふと、 たたき 祈る ぞ。。 

手の甲に 靑 々と 羊の 首の いれずみ をした 一人の 兵隊が、 いきなり 軍服の 腕 まくりを して 
ー ホ ふみ 出した ので、 支那 人竺 人と も、 ぱ つと 群衆の 方へ あとず さりを したので ありま’ 
す。 

『旦那、 わかりました。 もう わかりました。 皆さん、 ちょつ と ごめんください。 J 
先刻の いき ほひは どこへ やら、 支那 人は 人 巧 一を 尻で わける と、 たちまち ステ ツキを かか 
へて、 その 中に をを 消した のでした。 

この やうに. シン ガポ I ルの 人々 は、 亂暴 おの 攘洲 をを まことに 恐れて ゐ るので すボ 、縷 
洲 兵に いは せれば’ 何 かにつ けて ィギリス 木國 兵とは 差別たい ぐうを される し、 二言目に 
は、 f 读挪 兵隊 羊 飼 ひ’ いも 掘り 瓦ハ隊 ずう ずう!!」 などと からか はれる ので、 いつも 腹を 立 
てて 勝手を ふるま ひを して ゐ たのであります。 


てて 勝手を ふるま ひを して ゐ たのであります。 

『本國 岳 ハめ、 あまりに 人を ばかにするな。 われわれは’ お前たち イギリスの 藏 ，シン ガポ 
1 ルに 乂が つきさぅ だから 消しに 來て くれと いふから、 わざわざ 滚洲 くんだり から 消しに 
來て やつて ゐ るの だ。 ありがたく、 禮 をのべ ろ。』 

と、 どなり 散らす ので’ インド 兵と マライ 丘 ハが それに 同情して， 大いに やれやれと 尻 押 
しを する ものです から、 療洲丘 ハは、 シン ガポー ル 島を わがもの 顔に ふるまつて’ 肩を いか 
らし、 大手を 振り、 軍靴 高く ホき まは つて ゐる のであります。 これな 上 怒らせたら、 何を 
しでか ナ かわかり ません。 支那 人たち は あと も 見ずに 逃げ出した のであります。 

『わは’ は’ は、 は。 アメリカの 友人よ、 あんな がらに 暇 どつ てゐる ことは ない よ。 東洋 
人を 相手に する のなら •まづ ，命令と、 わ どかしの 方法で 片 づける ことを 忘れて はいかん 
よ。 さあ’ どこへ でも’ 若の 好きな 所へ 入院させる がよ い。 握ず だ、 摇手 だ。』 
『ありがたぅ。』 

と， アメ少 力 人は、 酒く さいが 隊の .なを まともに をけ て， 少しみ を ひきながら 禮を いつ 


たのであります。 


二人の 辕洲 おは その 手を. つかんで 樂 しさう に 振り 終へ た 後、 自 かたちの 臟を 大きく 左右 
に 開いて 群衆を 追 ひ 散らす と、 肩を くんで ホき 出した のであります。 そして どこで おぼえ 
たの か マラィの 歷 史詩 (シン ガポ— ル 大火の 請〕 を、 マラィ 語で 大きく 嗔 ひながら 遠ざか 

る そのうし ろ 妻が、 靑 々と 月 化に ぬれ 
てよ ろけ ながら 行く のを、 アメリカ人 
は， しばらく 不愉 かさう に 見送つ てゐ 
ましたが、 やがて、 あわただしく， 妻 
子を つれて 同仁 病院に 吸 ひこ まれた の 
であります。 

さ 


人影の ない 路上に’ ぅるしで 措いた 
やぅな 影を 落した 乂焰 木の 离い 梢で’ 


< わた ふ 度く*  c ず* 

やうな 影を 落した 火を 木の 鳥い 梢で’ 


ミンミン 蜡が ニニ ー匹’ 巧 夜の 明るさに 
さを はれて、 ミンミン ミンミン となき 
はじめた のであります。 > 
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正 夫の 家に’ アメリカ 少年 スミスが 
入院して から 幾 十日 かがたち ました。 

ある 日、 正 夫は’ 日本の おぢ いさん 
から 贈つ て來 た、 四 巧な 巧 時計、 それ 
は 愛 國巧進 巧を、 チン カン コロコロと 
巧 ふ 時計で をり ました。 それを 自 みの 
部 唐で 樂 しく 鳴らして、 はるかに 遠い 

I こ 互 


】 二 巧 

•  祖國 日本を なつかしんで ゐ ますと’ ふいに、 とんとんと 扉を たたく 者が あるので した。 
『どうぞ。』 

と、 聲を かける と、 今は 血を もました スミスが、 扉を 開いて にこに こと 立つ てゐ るので 
をり ました。  • 

『こんにちは。 僕’ 五號 室の スミスと いふ おです が、 遊びに 來 ました。 おじ やまでは ない 
でせ うか。』 

と、 スミスは 巧 語で たづね たのであります。  • 

『いいえ’ どうぞ おはいりく ださい。』 

と、 正 夫 も 英語で 答へ たので しを。 

『嗔 、時計です ね。 あんまり 良い 音樂 がき こえて おた ので’ つい 病室から あがつ で來 てし ネ 
ひました。』 

『もう 步 いても いいので すか。 J 


『もう 步 いても いいので すか。 J 


『ム r 日、 君の お父さんから、 おゆるしが 出ました。 J 
『マラ リヤ にか かつた の ださう です ね。'』 

『さう です。 マラ リヤ 病に とりつかれました』 

マラ リャ 丙と いふ Q は、 マ ラリ ャ觀を もっ た 蚊に さされて 起る 病氣 であります。 こ 
の病氣 にか かると， まづ 最初に 數旣 がして、 身體ぢ ゆう ボ がたがたと 一一 一十み ぐら ゐ ふるへ 
て來 るので あります。 

つづいて 四十 度ぐ らゐの 熱が、 一二 時間 ほに つづく のであります。 

そして 最後に •み 體ぢ ゆうべつ とりとの 十み ぐら ゐ 汗をかい てを さまる のです。 

この 狀 態が、 lllHU か 巧 日口  •ことに、 必ず おそつ てく るの が、 マラ リャ 病であります 
『君、 マラ リャ は、 蚊に さされない 用、 心を すれば 大丈夫で すょ。 マ ラリ ャ葫の ある 蚊は 
お尻を 立てて とまつて ゐ るから すぐに わかります ょ。』 

『傑は、 それを ちつと も 知らな かつた のです。』  ’ 

】 ー ミ 


一二々 

『シン ガポー ルへは’ いつごろ 來 たのです か。』 

『來 たばかし で、 病氣に とりつかれた のです。』 

『君は、 マライ 語を しや ベれ ない のです か。』 

『まだ 出來 ません。』  •  . 

『ここには、 數十 ヶ國の 人が たくさん ゐ るので、 寡の 國の 言葉を 使 つても’ 他 國のク 
は 通じません。 ですから 僕たちは 皆 マライ 語を 話して ゐ ます。 マライ 語を 知らないと、 ぶ 
だち は 一人 も出來 ません ょ。』 

『ありがたう、 僕 も 大いに 勉强 をし ます。 J 
『もう 熱は 出ません か。』 

『ナ つかりな ほりました。 こんな 病 菊に なつた の も’ みんな あの お化けの しわざです。」 
『お化け。 君、 お化けで ナ か。』 

『さう でナ 。お化けの ために’ ナ つかり 蚊が ふえてし まつた のです。』 


『さう でナ 。お化けの ために’ すつ かり 蚊が ふえてし まつた のです。』 


『君、 お化けが どこに ゐ たのです か。』 

『か 化けは、 僕の 部 居で コ— ヒー をのんで ゐ ました。』 

で 夫は’ ちょつ と 驚いた のであります。 

お化けな どは’ 世の中に ゐる わけが ないし、 しかも それが コ J ヒ ー をのんで ゐ たとい ふ 
のです から、 思は ず 身を 乘り 出した のであります。 

『若、 それは ほんた うです か。』 

『ほんたうですとも。 さじでコーヒー茶碗のふちをたたきながら’ コ1ヒ1をのんでゐち 
のです。』  ， 
『そして’ お化けは どうしました。』  •  - 
『僕が ころして しま ひました。』 

『ころした。』 

『さう です。 ころしました。』 


『えらい な あ、 君は。』 

『それぶ ために、 とうとう マラ リヤ 病に かかつ てし まつた のです。』 

『どうしてです。』 

『ある 晚 のこと です。 それは、 父が ニユ I ョ I クの 本店から ここの 銀行 支店に 概 化して か 
ら 111H 目の ことです。 僕は 父に つれられて、 物め づ らしい 南國の 風景を 見て ホき ました。 

明るい 支那 人 街、 靜 かな マラィ 人 巧、 暗い 挪子 並木、 ぼだい 横の 丘。 そして 海岸 巧の 涼 
しい 映畫 館を 見物して 家に もどつ てがたの です。  ， 

すると’ 打を 消して 出た まつ 暗い 僕の 部屋で、 チロ リン、 チロ リンと、 何 かかす かな 音 
が ひびいて ゐ るので す。 僕は、 なんだら うと 思つ て、， ばつと 電燈 をと もした のです C その 
とき、 はつと 驚いて しまつた のです。 君は 何が ゐ たと 思 ひます か。』 

『お化けで すか。』 

『さう です。 お化けが ゐ たのです。 からだは 見えない のです が、 僕が 映靈 館へ 巧く とき. 


『さう です。 お化けが ゐ たのです。 からだは 見えない のです が、 僕が 映靈 館へ 行く とき. 


飮みほして机の上に乘せてかいたコーヒー茶碗の中で'  さじが’ ひとりでに動いてゐるの 
です。 J 

『さじ ボで すか。』 

『さう です。 さじが ひとりでに 動いて ゐ るので す 
『ふしぎ だな あ。』 

『しかも’ さじは 茶婉の ふちを たたきながら、 チロ リン’ チロ リンと 氣ホ わるく 踊りを を 
どつ てゐ るので す。』 

『ほう、 氣 持ちが わるい な あ。』 

『その さじの 向かう には、 大きな 窓が 夜空に 開かれて’ 赤道 商 下の 紫の 虽が 、いちめんに 
かがやき 渡つ てゐ るので す。 しかも そのと き'  さつと 靑く 燃える やうな 尾を引いて'  流星 
Q 1 つボ 茶碗の かげに 消えう せた のです。 J 
『君は 話が 上手 だな あ。 少し 氣か がわる いな あ。 J 


二 110 

『僕は 科學を 信じて ゐ ます。 アメリカ にも シン ガポ I ルに も、 お化けな どは ゐな いこ-^ を 
知つて ゐ ますから、 そつと 茶碗に 近づいた のです。 でも’ 萬】 の ことがあ ると いけな いと 
思つ たので、 扉の 入口に あつた 厕 たたきを 、しつ’ かりと 右手で にぎりしめて 近ょ つたので 
す。 たかが しれた コ I ヒ I 茶碗の 中に ひそんで ゐ るく らゐの お化けで すから、 恐れる には 
あびません。 僕は 茶碗の 上から いきなり 首を つき出して、 中を のぞきこみました。 その 拍子 
に、 チヤ リンと さじを はねとばして .ぱつと 逃げ出した ものが あるので、 僕は 夢中で そい 
つを 哪 たたきで つづけざまに なぐりつけ ましろ。 すると’ お化けは 鼠の やぅな をき 聲をチ 
I チ ー と あげて 死んで しま ひました。』 

『あ、 わかつ た。 お化けは、 やもりで したる。 J 

『さぅ です、 やもりで あつたの. てす。 やもりが コ I ヒ I 茶碗の 中に 入つて、 底に のこつて 
ゐ たお 砂糖を なめて ゐ たのです。 J 
『な あんだ。 ずゐ ぶん 驚かせるな あ。 J 

『それから 僕は 天井には ひまは つで るら 夕 もりを、 ヒん 空'' つつ 穿を しこ、 を-を こ 一 つ；. こ A 


『な あんだ。 ずゐ ぶん 驚かせるな あ。 J 

『それから 僕は 天井には ひまは つて ゐた やもりを、 セ 八 匹.' つつ 每晚 たたき 落した もの だか 
ら 、僕の 部屋には、 とうとう やもりは 一匹 もゐ るくな つてし まつた のです。 n 
『君’ やもりは 天井 や 壁を は ひまは つて’ 蚊を' とつて たべて ゐ るので すよ。』 
i さうて した 僕 はつひに、 たくさんに ふえた 蚊に さされて、 マラ リヤ 病に るつ てし まつ 
たのです。 これ 卽ち お化けの しわざです。』  I 
『その お化けなら、 每晚 僕の 部 唐に もたく さん あら はれます よ。』 

と、 正 夫は 天井を 仰いだ ので’ 二人は 聲 高く 笑つ たのでした。 

『わ 化けの 話は それでよ くわ かりまし たが、 スミス 君、 君は どうして 俊の 家、 日卞 人の 巧 
院を えらんで 入院を したので すか。』 

と’ 正 夫は、 この 問から 疑刖に 思つ てゐ たこと を たづ わたので あります。 

『父は おにい つもな へて くれます。 化が で ー ホす ぐれた 人間は、 口木 人で あると。 H 本 
人は、 一人の こらず ちを のみを すてて、 祖蝴 をを する 魂を いだいて ゐ ます。 闊を をす とい 


il 

ふこと ほど 人間と して、 美しく、 氣 高く、 すぐれた ものは ない の だから、 お前 も 日本人の 
魂を 育て あげろ とよく いはれ ます。』 

『アメリカ人は、 國を 愛さない のです か。』 

『父は 淚を 流して 私に 語る ことがあります。 アメリカ人は'  自 みを 愛す こと だけを 知つ て 
ゐ て、 國を 愛ず 人は まことに 少 いと。』 

『そんな ことでは、 いつ か 岡は 亡び てし まふではありません か。』 

『さう です。 僕の 國 アメリカは、 近いうちに 一ぺん t びる のです。 今更， どうに もなら な 
いの ださう です。 そして、 僕たち 現代の アメリカ 少年の ずに よつ て、 ほんた うの アメリカ 
が 今後 幾 十 年 かの 後に な. ち あがつて 來る わけです。 それには アメリカの 查 少年が、 まづす 
つぱ だかに なつて、 日本の 少年から、 いろいろな ことを 灭 よりも 高く 學び とらなければ な 
ら ない のです。 幸 ひに 君と 知り合 ひに なつた ので、 僕は 今日から’ 君のを 部を 吸 ひとる か 
、むです。』 
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、むです。』 

正 夫は’ はつと 身を ととのへ たのであります。 

そして 鑛齡 r 十から 立ち あがる と、 壁に かざられた 天モ樣 の御眞 影を おごそかに 拜 しで 
はるかに 遠い 一一 一千 衝^ 海の 僻 かに ある 祖國に 感謝す ると 同時に、 扫本 少年と して 生まれた 
自 かに、 今更に 貴 巧を 深く 感じた のであります。 

スミスは’ じつと その 樣 子を 見つめて ゐ ましたが、 やがて 自みも 正 夫と 同じ やぅに 靜 
かに 大円 本 巧國の 天子 樣を拜 したので あります。.. 

見ょ 東海の 空 あけて 
旭日た かく かがやけば 
灭地 のせい きはつら つと 

を 望は を どる お ほやし ま . 

♦ 

I ち お 


『この 曲は、 口 本の 愛 闽巧遊 曲で ナ。』 

と、 正 夫は、 ふたたび 巧 時計を 鳴らした のであります。  . 

『ああ、 じっにい い 曲です ね。 僕は、 病氣 がな ほったら!； かう と 旧 心って’ 病室に 和 恥 韻を 
持つ て 來てゐ ます。 今 それを さげて 來まナ から、 どうぞ その 曲を おぼえさを C ド さい。。 

『.ては、 僕 も ハ I モニカで 合奏し よう。 とにかく ここは 暑い から、 庭の ぼたい 搬の 下へ で 
も 行き ませう。』 

と、 二人は やがて かひ 巧る ぼを い樹 のかげ に應砍 ザを ならべて、 巧 時計を かける と、、 
I モこ 力と 手風琴を 鳴らした のであります。 

シン ガポー ルの 午後の H ざ かりは、 天地 ことごとくが 輝き わたつ て、 はるかに 白い 雲を 
ぽ つかりと 一つ 巧 かべた をの 下に、 おからの 風は そよ そよ と 庭の 巧々 をる でて 迪り すぎる 
のでを りました。 

靜 かじ 裴 門が 閒 かれて、 このと きびつ この ブラ ニィが はいつ て來 ながら 斗んだ ので あり 


靜 かじ 裴 門が 關 かれて、 このと きびつ この ブラ ニィが はいつ て來 ながら 畔ん だので あり 


まず。 

『お— い 正 夫。 僕は お別れに 來 たよ。』 

正夫はハーモニカの手をとめて、 招いたのであります。 

『どぅして だい、' ブラ ニイ。』  I 

『お父さんの あとを 追つ て、 僕 も マライ 半な へ 行く ことにし たの だよ。』 

『1^ の 皮を とりに かい。』 

『を あ、 勝の 皮を とりに 巧く の だ。. 永い 間 海 に^れた お父さんが， 西 も 東 も 分らない 密が 
に龄 みこんで’ 勝を 概して ゐる 姿を じつと 考へ ると、 とても、 心 酣でム 配で、 僕は このまま 
シン ガポ I ルで'  だまつ て暮 .して ゐる わけには いかない の だよ、 正 夫。』 

『ほんた ぅだ ブラ ニイ。』 

『明 H’ 半島へ 出懲 する よ。 かたみに おいて 巧く おもない ので、 こんる もの だけれ ど 持つ 
て來 たよ。 J  ’  - 

ニニ 直 


と’ ブラ ニイが さし 出す ものを 見れば’ 夕 くの マライの 子供たち が 鼻の 先へ あてて 义き 
嗚 らして ゐる 小さる 竹の 笛で、 ブラ ニイが いつも 上手に 吹く マライの 躬解 でありました。 
『ありがたう。 これは とてもい い 君の かたみ だ。 では 僕は、 君に これを 職ら う。』 

と、 正 夫は、 ハー モニカを さし 出した のであります。 

『君’ こんな 上等な ものを もらつても、 いいの かい。』 

『ああ、 いいと も’ ついでに この 巧 時計の’ 日本の 愛國 行進曲 も、 その ハー モニカで お ぼ 
えて 巧かない か。』  . 

『ああ、. では 歌 もつ いでに お王產 にいた だいて 行かう。』 

正 夫が うける 嗔 '時計を、 ブラ ニイと スミスは、 樂 器の 中へ しみこませる やうに 幾 回 も 島 
らした のであります。 

このと き’ どこから か 突然’ 猛獸の 叫びが 二聲’ たくましく とどろいて 來 たので ありま 
した。  、 


うを お I ん - うを お I ん - 

太く けは しい その 叫びは、 をたり の 空氣を ぴりぴりと ふるはせて’ 一一 一人は が 水を あびた 
やうに、 全身の 毛を 逆立たせた のであります。 

なんだら うと， 正 夫と スミスが 顔を 見を せた とき'. いきなり ブラ ニイが 顔色を かへ て， 
『虎 だ、 虎 だ あ。』 

と、 立 上つ たので’ 正 夫と スミス も、 ぶは ず 飛び あがつ てみ がまへ たのであります。 
マライ半島から つづく 表通りの あたりから’ 大ぜ いの 人の 聲 と、 巧び 猛獸 のた けり 狂 ふ 
叫びが きこえた ので ありました。 

うを お I ん - うを お I A - 

冗 夫と ブラ ニイは、 庭の 挪 子の 木の 谓上 にたち まちの ぼり あがつ て’ 石べ いの 外を なボ. 
める と、 マライ 半な へ つづく 大通りを 十 救 人のは だかの インド 人が、 虎を とじこめた 丸太 
づ くりのを りを 大八 巧に 赖 みこんで、 よい さ、 よい さと、 ひつ ばウ てく るの が 見えた ので 
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ありました。  • 

『すごい な あ’ ブラ ニイ。 虎を つかまへ て來 たんだ。』 

『巧つて おろ、 行つて 見ろ。』 

正 夫と ブラ ニイは、 すばやく 挪モの 木から おりて’ スミスを さそ ふと、 表通りへ 飛び 岀 
したので あります。 

一疋の 虎が、 一灭 地に とどろく ほどの さけびを あげて、 をり を 突き やぶる やぅに あゴ しな 
ひながら、 いま 病院の 前を 引かれて 通る ところでした。 

インド 人たち は、 まつ 黑ぃ はだかのを 身から 流れ 落ちる 汗を 日に かがやかせて’ が 於が 
や棉の 大木が 枝を 入り まじへ て 影を おとした 路 に、 なほ も、 よい さ'、 よい さと、 を氣 よく 
聲を あはせ て 車を 引つぱつ てれく のであります。. 

『すごい な あ —— 。』 

『こは いな あ —— 。』 


『こは いな あ —— 。』 


うを お一 ん - うを お 一 ん - 

E 夫と ブラ ニイは、 たけり 狂 ふ 猛虎の いき ほひに、 思は ずしつ かりと 手を にぎり 合つ て 
見て ゐ ると、. ふいに 二人. の 名前を 呼ぶ ものが あるので した。 

『お一 い 正 夫、 お I い ブラ ニイ、 ここ だ、 ここ だ。』 

誰かと 見れば， やせた 背の 高い インド 入たち の 列の なかに’ 小さな レイが まじつ て 手を 
ふつて ゐ るので した。 

『おお、 レイ、 どこから とつて 來 たの だ あ。』 

と， 正 夫は 火聲で たづね たのであります。 

『マライ半島で’ 一二 日が かりで とつ てがたの だ。 物す ごいだら う。』 

『すごい な あ。』  '‘ 

『そばへ ょると’ 子供なん か あの ルで’ まつ 二つに 引き さかれて しま ふ ぞう。』 

'レイ d.H なが子 化で ある こ ともおれ て、 恵氣 やう やうと さけんで ゐ るので ありまず。 


一四 o 

『レイ。 その 虎、 どこへ つれて 行 くんだ。』 

『今、 シン ガポ I ルぢ ゆうを 引き まは して 來 たんだ。 これから 動物 屋ぃ 、つれて 行 くんだ。 
いつしよ に來 ないか。』 

『動物 崖。 J 

冗 夫は 聞いた こと もない 言葉に、 ふと ブラ ニイの 顏を 見つめた のでした。 

『ブラ ニイ、 動物 尾つ てなん だら う。』 

.『あれえ、 正 夫は 動物 屋を からなかつた のか。』 

『ああ、 からない。』 

『動物 屋 は、 向かう の 山を 越した 挪子 がの 中に あるんだ よ。 動物 屋 には’ 世界 ぢ ゆうの 動 
物圆や 曲馬 圏に 寶る 猛獸 がいつ ばい ゐ るんだ。 マライ半島 や、 ボル ネオの 山々 でつ かまへ 
た 虎 も’ 豹 も、 毒蛇 も、 うようよ とゐ るんだ。 巧つ て 見よう か。』 

『よし、 巧つ て 見よう。 でも、 君は マライ半島へ 巧く 支度を しなくても いいの かい。 J 


『よし、 巧つ て 見よう。 でも、 君は マライ半島へ 巧く 支度を しなくても いいの かい。 J 


『支度なん か 何も あり やしない。 荷物 も 何も みんな、 お父さんが 賣り はらつ て朽 つてし ま 
つたんだ もの。』 

『お I い、 レイ。 いつしょ に 行く ぞう。』  . 

二人は 見物人に まじつ て’ 虎のを りを 追 ふと， スミス も つづいて 走つ たので ありまて 
レイ ボ颜の あせを 乎の ひらで こすりながら、 列の なかから 拔け 出て 來 ました 
『あの 虎は、 僕 や 僕の お父さんた ちがつ かまへ たの だぞ』 

『どうやつ てつ かまへ たの。』 

『月夜の マライ 半岛 ていけ どり にした の だ。 猛獸 とい ふ ものは、 みんな 夜になる と 巧へ 
水を のみに 來るも Q なんだ。 虎 だつ てもち ろん や？ 來る 。僕たちは 虎の 脚 あとから、 虎 
の 通りみ ちを おつけ 出」 て、 大木 G 上へ やぐらを 化んだ Q だ。 そして 下へ、 山羊を をと り 
にし たをりを 二 しらへ て わいた Q だ。 すると、 SH 前 G とても バ Q きれいな 晚だ つた’ 
一賊 の 紫、 とうとう 山羊のに ほひを かぎつけて やつて 來 たの だ。 虎が 近づく と、 山羊は 


もうす つかり おびえき つて、 をり のす みに ふるへ あがつ たきり、 嗯載も 出せない のぃ こ。 虎 
は、 いうい うを りを】 まは りする と、 いきなり 山羊に 飛び かかつ た。 そのし ゆん かん’ や 
ぐらの 上から 綱で 引つ ばつて ゐ たをりの 戶を たたき 落して’ あの 虎を つかまへ てし まつ t こ 
ん だ。 ど うだ’ おどろい たらう。』 

『うん'  えらい’ えらい。』. 

と’ 正 夫は レィの 汗 だらけに なつた 黒い 肩を たたきながら’ 山路を のぼつ たので ありま 

ス  ■ 
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動物 屋 は、 ゴム 山を 越した 人家の まれな 草原に あつて’ ココ 挪子 のがに かこま. れてゐ ま 
した。 近づく につれ て、 数十 おの 猛獸 のさけ. びが あたりの 靜 けさに； だまして 一そう もの 
す こく さらに その 聲 にたけ りたつ た マラィの 虎が、 をり にぶつ かりながら まんな ふので、 


す こく さらに その 聲 にたけ りたつ た マライの 虎が、 をり にぶつ かりながら ほえな ふので、 


インド 人たち は その 恐ろし さに 身を ちぢめながら それでも かけ 聲 だけは 大きく そろへ て' 
えい さ， えい さと、 動物 屋へ くり' 込んだ のであります。  - 

動物 尾の 道路の 兩侧 には、 百に 近い 丸太 づ くりの をり や 鳥 かごな どが いちめんに ならべ 
^れて その 中で 象、 が、 が、 ライオン、 犀、 山猫、 おな どが、 赤道 直下の 炎天を かつと 
に' クん で、 ほえ まは つて ゐ るので ありました。 

お ホたち は、 大ぜ いの 見物人、 支那 人 や、 マライ 人 や、 タイ 國人 や、 ビルマ 人 や 歐义人 
などに まじつ て’ それらのを りから 少しは なれて 雌め ながら ホいた のであります。 

ボル ネオ 產の 豹は. らんらんと 光る まなこで 正 夫たち を にらみす をて、 今にもを りを 激 
やぶつ て 飛が かかる いき ほひを 示して ゐ ます。.' 

マライの 密 がで つかまつた 齡は ’  T がが の琐を ふり 立てて、 すを が あつた' レの がれ 出さ 
うと’ をり の 凹 方を 夕き まくつて ゐ るので す。 

ビルマのう はばみは、 むらさき 色に 光る ニー 巧 おのせな かに 波を うたせて とぐ ろを まいて 

一因 吉 


田 巧 


ゐまナ し、 夢を たべる とい はれて ゐる鷄 は 長い 鼻を ぅなだれて、 
默 々とを りの 中に 立ち どまつ たま ま’ ためいきを ついて ゐる 
のでした。 

『ああ、 僕 かすつ かりく たびだてし まつた。』. 

とい ふ 英語の 聲 に、 正 夫は、 はつと 氣 がつ 
いて ふりむく と、 スミスが 病 氣の靑 い 顔を 
して、 をを ひ きづつ てゐ るので しを 
正 夫と スミスと、 レィと ブラ ニィの 
四 人は、 手長猿のを りを 前にした ぼ 
たい 樹の かげで 化む ことにし まし 
た。 巧は おを 投げ出して、 兩 腕を 頭 
の 下に 組んで あ ふむ けにな つてを 


の 下に 化んで あ ふむ けにな つてを 


を 眺める と’ 山の 向かぅ に 驟爾が 
あつたら しく、 はるかな バナナ 
林の 上空に 美しく 二重の なが 
かかつ てゐ るので した。 正 
夫は それを 雌め ながら’ レ 
ィ にいつ たのであります。 

『レィ。 ブラ ニィは お父さん 
の あとを 追つ て、 明日から マ 
ライ 半島へ 勝の 化を とりに 巧つ 
てし まふの だと さ。』 

『さう か、 氣を つけて 巧け よ。 マ 
ライの 森には まだまだ おがい つ ぱい 


を 
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ゐ るから な、 プラ ニィ。』  ， 

『あり ボ たう。 鶴の 化が たくさん とれたなら、 正 夫に も レィに も、 おみやげに 一 化 づつ持 
つて、 r へん シン ガポー ルへ 遊びに ホる よ。』 

『ああ’ 歸 つて 來 たまへ。 そして、 もしと まる 所がなければ、 僕の 家の 病院へ 幾 H でもと 
まつて 遊んで 行かない か。 君の か 母さんが、 なくなられた あの 部屋 も’ 今 あいて ゐ るよ。』 
『ああ、 その 時には か 父さんと 二人で、 あの 部屋へ 一晩と まらせ て もらは う。』 

『いいと も、 いいと も。 だけど’ 君は 化が わるい の だから、 虎 や、 隙に 追 はれない やうに 
氣を つけ 給へ。』 

『ああ、 大丈夫 だ。 鐵 砲は 持つて 巧く し、 それに 今度は、 お父さんが いつも そばに ついて 
ゐて くれる から 安、 心 だよ。』  . 

『オラン •ラウの 人たち にも、 わ 別れを して 來た のかい。』 

『ああ、 今朝 みんなが 游の お守り やら’ 山の お守り やら、 せんべつの 品な どを 梓つ て來て 


『ああ、 今朝 みんなが 游のわ 守り やら’ 山の お守り やら、 せんべつの 口  g などを がつ て來て 


くれたょ。 あ’ さう だ’ 僕. 正 夫に いふのを ナ つかり 忘れて ゐ たが’ 今年のを マライ 少年 
水な 選手 權大會 は、 とりやめ になつ たの だと さ。』 

ブラ ニイの 意外な 言葉に、 正 夫は びつ くりして たづね たのでした。 

『なぜ だら う。』  • 

ブラ ニイは， 聲を 落して 語る のでした。  - 
『海には、 すつかり 齡 .斬が しかけで あるし， お 岸には トー チヵと、 鐵條 網が 犬の す も 通れ 
ない ほど 張り まは されて ゐ るし'  とても そんな'  のんきな 大貪 などを やる 場所は どこに も 
ない と、 兵隊 や 市役所の 人たち がいつ てゐ るの だと さ。 イギリス 人たち は'  いつかめ てく 
るか わからない H 木 軍が、 とても こはくて たまらな いら しいの だょ、' 化 义。』 

『それは イギリスが、 いぢの わるい ことを する か‘ レ ’  n 本を 恐れて ゐ るの だ。 でも 巧を だ 
な あ。 八/年 こそは どうしても 一等を とつて やらう となつ てゐ たのに。' 一 

邮齡 のこと ごとくが いぢめ つくされて ゐる この おが シン ガボ ー ルの 诞巧 じ’ ながこ そは 

■ 一 内た 


.  一四 A 

高々 と 一 等の口章旗をひるが へ して. を國人の眼にH本少年の意氣を巧してやらうと；^か 
つて ゐた 希望が、 いきる りたち 切られた ので’ し ゆん かん、 正 ホは 齒を くひし ばつた ので 
あります。 

このと き’ レイ も聲を ひそめて、 右から 正 夫の 横腹を げんこつで 突きながら たづね たの 
でした。 

『正 夫、 なぜ 日本軍は 早く 攻めょ せて 來な いの だら う。 インド 人は その 日を、 いつ だら う 
いつ だら うと、 皆が 待つ てゐ るのに。』 

ブラ ニイが、 左から も 正 夫の 腰を 突きます。 

『正 夫、. おは、 マライ 人のを 部が 信じて ゐ る、 マライの 傳說を 知つて ゐ るか。 それは 近い 
將 來に黃 をい！^ 腐を 持つた 神の 兵隊が， とつぜん 柬 方から あら はれて'‘ ごうまん 無 禮な巧 
义人 どもを この マライを 主から 追つぱら つてし 少ふ -0 いふ ことなの だ。 この 傳說 を、 マラ 
イ 人の すべてが 昔から 信じ、- 期待して ゐ るの だ。 神の 兵隊とは 誰 だ。 日本 だ、 日本 だぞ、 


イ 人の すべてが 昔から 信じ、- 期待して ゐ るの だ。 神の 兵隊とは 誰 だ。 日本 だ、 日本 だぞ、 


正 夫。』 

『レイ、 ブラ ニイ •僕の 國の 人たち は'  がまんが 出來 るまでは いつもが ま-^ をして ゐ るの 

/  ■ 

だ。 しかし’ かんにん 袋の!！ を 切つたら 最後 だぞ 。相 ホの 何もかも たたきのめして、 二度 
とは 立ち あがれない ほどに して くれる から、 今に 見て ゐ ろ。』 

『H 本は 强 いと 聞いて ゐ るが’ 大丈夫 か’ 正 夫。』 

『レイ、、 心配す るな。』 

『英乂 人と たたかつ て’ ほんた ぅに 勝てる か。』 

『ブラ ニイ、 な賴 しろと。 り 本は ちの か 巧さん の 网だぞ 。勝つ' とも’ 勝つ とも。 H 本の 陸 
带 は英义 人の やぅに、 巧 給を も‘ レつ て 遊びながら 樂に ごはんが たべ‘ ぃれる から 兵隊 じなる 
のでは ない の だ。 また H 本の おが も’ が 艦で 化 ホな 物を しょ々 と 化つ て 化 巧 じなる のでは 
ない の だ。 り 本人は、 な 除 も 銃後の 關民 も’ 一人一人が U 本の 阿と’ アジアを 巧 負つて 立 
つな 悟が しつ かりと 出來 てみ るか •レ、 お ホなん ぞの闽 が、 たばに なつて 來 たつて 巧け やし 

.  一田 ホ 


ない の だ。 僕 一人 だつて、 巧 ホの 兵隊なん ぞ 、いつでも 組み伏せて 見せる よ。』 

『ほんた うか 正 夫。 では、 英米の 爆擊 機が’ いま 君の 頭上から 爆彈を 落さう としたら どう 
ナ る。 をは 鐵 砲を 持つ てゐ ないから 困る だら う。』 

『困る もの か。 石を 投げつ けて、 英义 機ぐ らゐ たたき 落して やる。』 

『ようし’ 石を おげ つける のなら、 僕ら も 手 傳ふぞ 、な あ ブラ ニィ。』 

『手 傅 ふと も。 ああ. 早く 來い來 い、 冗 夫の 國の 兵隊、 神の 國の 兵隊よ。』 

話な かばに 「どいた、 どいた」 とい ふ聲 がき こえて 來 たので、 正 夫たち は 半み を 起す と、 
その 前を 四 人の ィンド 人が、 大きな ホぬ りの 鳥 かごを かついで 通りかかる ところで、 中には 
一羽の 白く じやくが、 目の さめる やうな 美しい のを 鹿々 と ひろげて ゐ るので ありました。 
『をぢ さん、 どこへ つれて 巧く の。 J 
と、 正 夫が 聞く と、 . 

『うん、 支那の 動物園に 買 はれた の だ。 J 


『うん、 ま郝の 動物 园に買 はれた の だ。』 


と、 笞 へながら、 ナた すたと かついで 巧く ので ありました。 

< じやくは、 まつ 白い 羽を ますまず 大きく ひろげた まま、 黑い はだかの インド 人. にかつ 
がれて、 挪 子が の路を 遠ざかつて 巧く のを、 正 夫たち 四 人は、 美しく、 かはい さう に 見送 
つて ゐた のであります。  '  . 

『さあ’ もう 歸 らうよ。』 

と、 レイが 立ち あがつ たと き’ 動物 屋へ まぎれこんで 來た 一巧の 幾 犬が 猛 獸の聲 にす 
つかり かびえ きつた 齡 摩を 脱の あ ひだに まきこんで、 類人猿のを りの かげから 夢中で 走り 
巧て ホた かと 見る まに、 いきなり レイの ホ 足に かみついた のでを ります。 

あまりに ふいの 巧來 事で、 レイが 悲嗚を あげて その 顔を •張りた ほす と、 黒 犬は な 犬の や 
うに® を， 叫き 出して、 ふたたび、 今 立ち あがらう として ゐた 病後の スミスの 頭上め がけて 
飛び かかつて 來 たのであります。 

をり がら】 邮の冷 風が、 さつと 亂圃 の挪モ 林に あると、 には かに 山を 越して 來た隙 雨が 


I を 二 

動物 崖の 猛獸 のをり と’ 狂犬に 襲 はれた 四 人を とりかこんで ぽ たり ぼたり と、 ガラス g 
の やうな 雨を たたきつけて 來 をのであります。 

おた が ひが 自 かを 大事と 逃げ ま はれば、 誰かが 船を^ ふに 相違ありません。 

正 夫と レィと ブラ ニィの 一二 人は’ とつ さに】 齡 となつ て 病後の スミスを うしろに まもる 
と 力】 ぱいの こぶしと、 す 足を ふりあげ てな 犬に 立ちむ かつた のでを ります。 

をり' からの 豪雨は、 雨と 關 とが 天空で かち 合 ふ とどろきを あげながら、 動物 屋の 草原に 
地 ひびを たてて 增 しつの つて 來 ると'  その ひびきは あたりの 挪モ がと ゴム 山に ぐ わう ぐ わ 
うと こだまして、 をり の猛獸 たちは、 その 自然の たくましい 風景に 本性を そそのかされた 
めか、 虎は 虎、 豹は 豹、 野 象は 野 象の たけり 聲 を】 段と 加へ て、 豪雨と たたか ひは じめ t こ 
のであります。 

-  しの  • 

巧 犬は 犧 つく 雨を つきやぶ つて’ 血に うるた やうな 舌と ホと をむ き 出しに、 又しても ス 
ミス 目が けて わ そ ひか かつた Q で'  いきなり 正 夫 Q 右腕が'  をを® 力で そのを •こを をぐ り 


ミス 目が けて おそ ひか かつた Q で'  いきなり 正 夫® 右腕が'  を 身© 力で そ— •こを をぐ り 


かへ しました。  . 

黒 犬は しぶきを あげて 空中で 一 if 私" すると. うしろの 類人猿の をり にど すん とたた きつ 
けられた のであります。 

その 背す ぢを 、類人猿が がつ くりとを りの 中から 引つ かむ と、 犬は 悲鳴を しぼりあげて 
一片の 背す ぢの 肉を 類人猿の ずの 中に 殘 した まま、 矢の やうに 雨の 中へ 湘え 去つ たので を 
りました。 

しかし 一一 一人は なほ も 身が まへ てゐ ましたが、 やがて 雨は 漉の やうな うしろすがたを 陽に 
かがやかせて、 バナナが をぬ らしながら 通りす ぎた のであります。 

『レィ、 いたむ だら う。』 

と、 で ホは、 足の 傷：！ をの ぞいた のであります。、 

『うん、 すこしいた むが、 なんでもない よ。』 

『すぐに 俊の 家へ 巧つ てず 當 して もらは う。』 

.  1五古1 


一 五 因 

『大丈夫 だょ 冗 夫。 もぅ ナ つかり 雨に 洗 はれて しまつた もの。』 

『でも 狂犬病に なると 大變 だから。』 

『へいき、 へいき'  犬なん かに 僕は 負けない ょ。 あの 虎で さへ も’ とつて 來 たの だ もり。 
と、 レイは 赤くな つた 傷を をたい て 笑 ふので した。 

スミスは、 ずぶぬれ にる つた 上 あを ぬぐと、 皆の ずを にぎつ て， サンキ ユウ、 サンキ ユ 
ウと いひながら、 胸の ポケットから ハンケ チを とり 出して’ 雨に たたかれた レイの 傷口を 
注意ぶ かくし ばりつ けたので あります。' 

5 

， 

マライ 半 鳥 行の 列 軍は 陽に かボ やきながら、 瓣を たく むらさきの 梢を あげて、 挪子 林り 
中を ひたを つて ゐ ました。 

赤道 直下は’ りつぱな 晴天の 朝で ちります。  . 


(U. 


赤道 直下は’ りっぱな 晴天の 朝で ちります。 


を 車の 內 には’ ジャヮ 人’ アン ナン 人、 スマトラ 人な どの 國違 ひの 人々 が、 その 國 々の 
服裝 をして、 自 々の 國 々の 言葉で 話し あつて 混雜 して ゐ ました。 

その 一鹏 に、 E 夫は レイと ならび、 スミスは スミスの お父さんに もたれて、 四 人は 向か 
•ひ 合つ て 腰をおろして ゐ たのであります。 

スミスが を 化した お 祝 ひやら’ スミスを 化 犬から すくつ て くれた お禮 などを 影ね て、 彼 
の お父さんが 一一 一人の 少年を つれて、 バトパ ハと いふ マライ半島の 小さな 巧へ、 腿 狩りに 巧 
くので ありました。 

車 巧には 散らかつ た バナナの あの 巧 ひや’ 黒い 肌、 黃 をい 肌のに ほひに まじつ て、 口中 
からはき 化される カレ I のに ほひ や、 にんにくのに ほひが 滿 ちて、 人々 は 一 撥に ひたい か 
ら 流れ 山 るげ を ふいて ゐ るので した。 

そのな かで スミスの お父さんが、 ふと-止 火に たづ わたので あります。 

『正 夫 お、 おはこの 化が の シン ガポー ルが、 いつ 明か、 レイ ギリスの. おじな つた か、 それを 

一狂芭 
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しらべた ことがあります か。』 

『はい、 しらべました。』 

『それは えらい な。』’ 

『自 みが 住んで ゐる 所です から’ その 主 化の 歷史や 地邵を 知つて ゐ なければ いけない と 思 
つたから •てず。』 

『さぅ です。 それく らゐ の、 心がけが なけれ 巧 アジアの 人から 尊敬され てゐる H 本 少年と 
しての 資格はありません。 スミスは シン ガポ— ルへ がると’ すぐに 病氣 になつ てし まつた 
ので、 まだ シン ガポー ルの ことを よく 知らない やぅで ナ から、 一つ話して やつて くれ ませ 
•ん か。』 

正 夫は 自 かがしら ベた こと や、 父母から きいた ことな どを どんな 藤 ふが j で. 話したら よい か 
を’ 靜 かに 考 へてから 口を 關い たのであります。  - 
『シン ガポ I ル 島は 面積 わよ そ 五 セ 〇 平方 キロで、 間 鬧はセ 十二 唾と いひます から 日本で 
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『シン ガポー ル 島は 面積 わょ そ 五 セ o 平方 キロで、 两 斬は セ 十二 哩と いひます から 日本で 

いへ ば仪波 ヶ卽か 琵琶湖ぐ らゐの 大きさです。 

このアジアの小さな島シンガポールが、 いつ’ どうして遠いョーロツパのィギリスのも 
のにな つた かとい ひます と’ 今から 百】 一十一 一年 前、 日本では ち やう ど 仁 孝 天皇の 御代に 
•ィギリスの スタン フオ ー ド •ラ ツフ ルスと いふ 役人が、 その 當 時の 島の 持、 王で あつた マラ 
ィ岛の ジョホ ー ルの 王 機から’ 六十 五 萬 ドルで 買 ひとつた ものな のです。 

その巧のシンガポールの人口は’ たつた巧五十人ほどで、 それも挪子の密林から沖をと 
ほる 舟を うかがつ てゐ た献販 どもの 巧 家で あつた 恐ろしい 島で’ ラッフル スが 書いた もの 
を 父から 讚んで もら ひます と’ こんな ふうに 書いて ある さう です。 

(海 停い つたいは 人の 骨 や •しやり かう ベが 敬ら かつてん て、 足の ふみ 場 もない ほどで あ 
る。) 

これは な贼 どもに 瓣 はれた’ あはれ な 人たち の お 期の ナが たで あつたの だら うと 私は 思 
ひます。 卜 

一五モ 


】 五4 

その 海賊の 窩 シン ガポー ルが’ 今では 人ロ セ 十一 萬、 しかも お洋と •西洋と、 I 悄 がの热 
叉點 とい つても ょいく らゐ な’ ィギリス にと つては 重 嬰な 姑 所に なつて、 柬洋第 I の郝會 
とも-い はれる 港に なつて しまつた のです。 

シン ガポ- ルとは、 ± 地の 言葉で シン 多 ラと いつて、 ラィオンの 島と いふ ことなので 
す。 ですから シン ガポー ル 巧の マ I ク 、紋章は、 一本の 挪 子の 木の下に’】 頭の 獅子が が 
尾を S の 字形に 卷き あげて ゐる ところの 圖 なのです。 J 
『產 物は。』  - 

と •ず かさず スミスが 問 ひました。  • 

『ゴムです。 しかし 南洋 一帶 から とれる’ ゴムで も、 銀で も’ 石油’ マンガン’ その他を 
ら ゆる 物產の 集散地に なつて ゐる のが シン ガポ I ルです。』 

『ありがたぅ。 大體 のこと' がょく わかりました。』 

巧 車は、 なほ も おがの 奥へ 奥へ とつき 進んで、 やがて クラ アンと いふ 停を 場へ つき まし 


巧 車は、 なほ も 密林の 奧 'へ 奥へ とつき 進んで、 やがて クラ アンと いふ 停を 場へ つき まし 


ち。 

四 人は ここで 巧 車を おりて’ 自動 巧で 密 がの 中の 一本道を バトパ ハ 巧へ 向かつ たのて あ 
ります。 

日 

1—  ♦ 

バトパ ハ 川の 上流は 大雜 林で お ほ はれて’ お 夫たち' を乘 せた 小さな 發 動機 船は、 ボン ポ 
ンと檐 を 輪に 吹を なが' レ’ その 中を さかのぼ つて 巧き ました。 のぼるに つれて’ 樹木の す 
ベて は乂 漱 繫の 柱の やぅに どつ しりと 义 くそび えて、 敝十メ I トルの 朗 上で がと 校と を 入 
がへ ると、 乂 陽の 化リを さへ ぎつ たま ま、 そこから 巧 かづ、 レの 徽を 網の やぅ じた‘ レして、 
蒂 なほ 暗く 靜 まりかへ つて ゐ るので した。 ことに. 贴巧 にわ ひがつた が樹の おは、 鈴な りの 
朵 貧を つけて’ その 采货 のこと. ことくは がに ついた ままず を ふいて、 がを のばして ゐ ると 
いふ、 ホの 化- T の たくましい 成 •おぶ りを 示して ゐ るので あります。 


一々 o 

その上を 戰 猿の 群が キキ， キキと 叫びながら’ 枝から 技へ とびうつる たびに、 數十壺 の 
木々 の 花扮ボ 、むく 或 ひは 黃色 くちら ちらと 輪は みがきの やうに'  船の 中へ 散り かかつ て 
おる のを、 皆は うつと りと ながめながら 川上への ぼつた のであります。 

ケン コン  ホロ  ロン . . 

ケン コン、 ホロ  ロン . 

どこから か、 するどい 烏の るき ごを が あたりの 密が にこ だまして’ 川は 音 もな くひつ を 
りと 流れて ゐ ます。 

そのと き、 ふいに レィが 銃を とつて 叫んだ のであります。 

『ゐ たゐ た、 腾 だ、 鶴 だ。』 

正 夫 も スミス も’ スミスの お父さん も、 はつと 銃を かまへ て レィが 指す 方向を なつめる 
と ホの どろ 岸に 大ィ數 十 化の 隙が、 朽ちた ふれた ちんの かげに、 うょうょ と 背中を ほし 
てゐ るので した。 


てゐ るので した。 


しかも そのぅちの 一疋の 大隱 は’ のつ そりの つ そりと’ 船を にらみながら 川の 方へ ホみ 
ょつ て來 るので、 はじめて 玄つ 正面から 陽を 見た 一同は 大 あわてに あわてて、 いきなり’ 
ド ドン’ パン パンと 一せ いに 乂 ぶたを きつた のであります。 

『しまつた を。』  . 

『巧を 擊て ザを。』 

『な 所は 耳 だ、 ザ だ。』 

『だめ だ、 だめ だ。 火き な 化は 散彈 では だめ だ。 實彈で 擊て擊 て。』 

川幅は せまく、 隱は 一様に なを あげて 向かつ て來 るので、 立ち あがる を、 彈 をつ めかへ 
る お、 マラィ 語、 英語 ’  R 本 語の 叫びで、 船のは 大 さわぎであります。 

冗 夫は、 はずむ ムを おさへ て、 右を をし つかりと 腰の ート にしく と’ 左 おの 片 ひざを ホて 
て そこに 銃を かまへ、 ズ ドンと 一發 ねら ひを つけて ひきがねを 引いた のであります。 

ぱつと、 一巧の 小 觸が化 止を W 应で贼 あげて、 ーメ  — トル もは ね 上つ たかと 見る ま ドた 


1 さ 

まつ おい 腹を なせて •ぴしゃりつ とひつ くり かへ つたので した* 

つづいて レイが 巧ち こんだ 一彈 も、 他の 小 勝を あ ふむ けに 擊 ちた ふした ので ありまず。 
ほかの 龄 どもは、 この 有糕 にわれ がちに 水中に もぐりこむ ところを、 スミスの お父さん 
が 載った 彈は大 隙の 前 あしに あたつ たので’ 鹤は强 い 尾では ねまは ると 化を 八方には ねと 
ばしながら、 これ もたち まち 川底へ にげこん だので ありました。 


皆の 白 服 も、 レィの シャツ ー かの すがた も、 そのために、 頭から おのつ まさきまで 泥 ま 
みれ であります。 そのと き、 誰かが、 も 一度 あわてて にごつた 川の 中へ 一發 ぅちこん だの 


一六 巧 

で、 巧 人は 大笑 ひして 顔を 見なせる と’ その 贩 も、 鼻 も、 すつかり 泥 だらけに なつて ゐる 
ので、 皆は おこつ たり 笑つ たりして、 この. 鶴め、 勝め、 と 水中へ どなつ たのであります。 
『さて’ あの 鶴を 誰が とりに 巧く か。』 

と、 スミスの お父さんが、 岸に ひつく りかへ つて ゐ る) 一疋の 隙を 指さし ました。 

船を、 どろ 深い 岸へ つける ことは できません。 といつ て、 いま 鳄の 群れが にげこんだ 川 
を 渡つ てとりに 巧く 勇氣の ある 者 もありません。 

『はい、 をが とりませ う。』 

と、 このと き レィが、 すばやく 綱の 先に 輪を つくつ て 投げつ ける と’ それが 上を 巧いて 
た ふれて ゐる 鶴のを にか かつて、 ずるずると 船へ 引きょ せられた のであります。 

つづいて、 もう 一疋が はこばれた のでした。 

かう して、 船は 川上へ 川上へ と靜 かにの ぼつて 行きました。  . 

正 夫は、 ふと’ 別れた ブラ-ー ィ のこと を 思 ひ 化した のであります。 


正 夫は、 ふと、 別れた ブラ ニイの ことを 思 ひ 出した のでを ります。 


『レイ。. ブラ ニイは お父さんと いつしよ に、 この マライ半島の どこで 陽を さがして ゐ るの 
だら うね。』 

『ああ’ ほんた うだ。 この 饌を ブラ ニイに くれてや つたら、 どんなに 喜ぶ だら う。』 
『ここは、 濃の 多い 川 ださう だから、 もしかすると'  どこかで ブラ ニイに あ (る 力 も おれ 
なぃ ぞ。』 

『それでは この 隙の 皮をはいで、 おみやげに こしら へて おかうよ。』 

『さう だ’ それが いい。』  . 

スミスの わ 父さんたち も、 正 夫から かはい さうな ブラ ニイの 話を きいて、 之つ そく 輯の 
化を はぐ ことにき めた ので ありました。 

レイが、 腰に しばりつけた 黑い山 でを 引き 巧いて、 紹の 腹に あてました。 

するすると 化は むかれて、 にはと りの やうな おを い あぶらを もつ たまつ 白な 肉が、 あざ 
やかに ホる 山刀の -T か レ あ •レ はれて 來 たのであります。 

一六 置 


】 六 六 

川は， ひとところ 忿に 大きく ひらけて、 兩 悼には 繪且ハ 箱から 飛び 化した やうな 小' 炼 が、 
を とりどり、 聲 さまざまに 嗚 きかは して、 マラィ 半 段の ま講は 大昔の やうな 靜 けさで あり 
ます。 皆は すを かたむけて 腕を くむと、 眼を うつと りと させて 自然の 美し さ にんを 巧 たれ 
てゐ たのでした。 

『さあ、 あそこのを へつ けて’ 一 化み しょうでは ないか。』  • 

と， スミスの お父さんが いつて、 船は 川の 流れに ついて 曲つ たと き，. 冷えた 密林の 中へ 
どこから か， ぐ わう ぐ わう i いふ 異樣な ひびきに まじつ て、 さつと 熱風が 吹き こんで 來た 
ので ありました。 

/  , 

『なんだら う、 この 風は。』 

『なんだら う、 あの 物音は。』  . 

と’ 巧は 岸へ つくと、 ねむり 単が 一面には びこつた たを、 不安な 思 ひに かられて かけの 
だつ たので ありまず。 


だつ たので ありまず。 


，こ) て 巧 上に ついた とき •  g; 人は あつと 聲を あげた まま、 見る見る うちに 顔色を 力へ て、 
を 身を がくがくと ふるはせた のでした。 

K での 大森 がから まきおこ つた 山火事が、 見 わたす かぎり 天に 义焰を 吹き あげて’ 恐ろ 
しい 勢 ひで せまつ てく るので ありました、. 

、 
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日 1 日と’ ィギリス や アメリカに とつて 恐ろしく 感じられて 來 るのは， 日本で ありまし 
た。  • 

を 化 ホに、 いま H の 出の やうない き ほひで、 闕の 化り を かがやかせ てきた H 本を 蛇め た 
とき’ ィギリスと アメリカとは、 靑く ふるへ る ひた ひを つきを せて 幾闽も 相談を をれ た 
のであります。 何としても、 今のう ちに H 木を たたきつぶして おかなければ おが 人の た 
め こ’ 一 おの H 卞 入が 立ち あがる H がくる にち が ひない。 その 蜡 な-吾々 は’' 水い 年 巧の 間 


東洋から うばつ てゐ たいろい ろな 寶を殘 して、 船に 恥 あげて 本國 へに げかへ る やうな こと 
にぶつ かる かもしわない。 これは 大變な ことで ある。 今のう ちに 日本を いぢめ つくして、 
ず も 足 も 神を いやう にして くれようと’ この 兩國 はしめ し 合せて’ わが 國が必 嬰と する 鐵 
や ゴム や’ その他の すべての 物を おさへ て、 ぐ づぐづ 申すなら これ ゼぞ とば かりに’ 武器 
をなら ベて おどかした のであります。 

靜 かな 英領 マラィの 密林に も， ざん がう は 掘られました。 敏僻概 はめぐ. レされ て，'  卜— 
チカは つくられました。 

飛行場からは 絕 えず 發 着す る戰闘 機が、 ぐ わう ぐ わう と、 つばさを ひるが へして ゐ まし 
た。 その あ 天の下で 碟お のために 擊ち 鳴らす 砲 兵隊の 大砲の ひびきは、 畫も夜 も いんいん 
とこ だまして あたりの 挪モ がを 震は せて ゐ ました。 步兵 部隊は その どよめきの 中を、 齡 
地帶 から 濕地帶 をぬ つて 突擊 をく りかへ しながら'  赤道 直下の 住民たち に ィギリス のす ば 
らし さを 示して みたので あります。 


らし さを 示して ゐ たのであります。 


『日本 兵な どは、 一步 たりと も マラィの 地には ょせつけない。』 

『これ だけの^ へが あれば、 まづ充 みで ある。』 

広ハ隊 たちは、 汗と ほこ U に ょごれた 軍服を バナナ 袜の 幹に ひつ かけて、 演巧づ かれの 身 
體を しめつぽ いしだ 類に 投げ かけた の' 一  :. 

そのと き 一陣の 熱風が、 ぐ わう ぐ わう とい ふ ひびきを ともなつ て’ かきまく つて 來 たの 
で. 丘ハ隊 たちは’ はつと 天を あ ふぐと、 その 顏に黑 けむりが 乂焰を まきあげて おそ ひるう 
つてが たのでした。 

『をんだ、 なんだ. これは。 わ あ、 火事 だ、 火事 だ あ'  山火事 だ あ。』 

『山火事 だぞ 、山火事 だ ぞう。』  . 

あまりに も ふいの 出來 事に、 色を 失つ たみ 隊 たちは 大砲 も 軍服 も 放り出した まま、 卜— 
チカに にげこむ お’  乂烧 に卷 かれる 者、 川に とびこむ おな どが 叫びを あげて 八方に 亂れち 
る 有 横が’ 冗 夫たち がかけ のぼつ たたか‘ レ眞 下に 眺め 心れ たと き’ スミスの お父さん はお 

一妄 


ーモ〇 

後の スミスの ホを ひつつ かむ が 早い か、 これ も 腰を がかす やうな 叫びを 一聲 あげる と、 た 
を かけおり たので ありました。 

『みんな、， にげ るんだ あ。 J 

冗 ホと レィは、 むち ゆうで 手を 引き あつて その あとから 走る と、 野猿の 辟れ が一 阁 とな 
つて 悲嗚を あげながら、 頭上の 校から 枝を 煙に 追 はれて にげて くるので ありました。 

それと 问げ に、 墓る ほ 暗い 密林の 葉 かげに ひそんで ゐ た’ 大小 數 萬の 蟲 けらが I 横にと 
び 立つ て、 かすみの やうに にげる 中を 阴 人は、 左 ホの ホで それを たたを はら ひながら、 1 
氣に發 動機 船まで 走りつ くと、 川上の 火は すでに 川を 越して、 乂 玉と なつた 木の葉が 兩岸 
から 頭上に 降り かかつ て來 るので ありました。 

『船に 义 がつく ぞう。』  . 

『服を ぬげえ。 水び たしに してた たき 消 すんだ。』 

『シ ヤツ も 3 いで おり まは せえ。 n  . 


『シ ヤツ もぬ いで 振り まは せえ。 J 


おちと ちは 服と シャツを ぬぐと 川に つけで. 上半み を まつぱだか にした まま それを 振り 
かざして、 船內に 散り かかる 乂 。粉いた たか ひ はじめた のであります。 そのうちに、 乂は 
瓦に もえ ひろ ボ つて、 その 向かう で 丘ハ舍 の乂藥 でも 爆發 する のか 物す ごい とどろきが 天 
地を ゆずぶ^ かへ しはじめました 

『とても だ わ だ。 船を すてて 森から 森へ にげ るんだ あ。』、  . 

今は を 力を つくして、 T 蹲 もな く 火の粉と たたかつ て ゐる峯 たちに、 スミスの お父さん 
は氣狂 ひの やうな 聲を しげり をげ ると、 船は 川下へ 矢の やうに つつを つて、 たたきつける 
ほどの いき ほひで 左岸に ぶつかつ たのであります。 

四 人は そのいき ほひで 船底に ひつく りかへ ると’ 無が 紫 中では わかき て 船 か' レと びわり 
るが 早い か’ 街が の 中へ にげこんだ のでした。 

『レィ， 大猶だ あ、 鶴の 化を 忘れた。』 

と、 正 夭が 化を とめた のであります。 

.  ーモー 
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‘  'ー セニ 

『さう ゼ 。ブラ ニイに やる 皮 だ。』' 

レイは あわてて 船に 引を かへ しながら’ なほ も 叫んだ のでし t こ。" 

『冗 夫、 リユク サックと 鐵 施を 持つ たかを。』 

『あ、 しまつた。』 

船は 爐の 方から すでに 大蛇の 舌の やうな 乂擔 を’ チロ チロと A 震 せて ゐ るので した。 
二人は それを とび 越えて 乘 りうつ ると、 レイ はげみ どろ Q 世な かに 一哀 Q  2 皮を しょ 
つて 船から とび 出して 來 たのでした。 つづいて 正 夫 ボリ ユク サックと 銃を ひつ かついで 巧 
ベり から とびおり ると、 二人は、 ふたたび 森に にげこんだ のであります。 

乂 陽は} !；< を お ほふ 黑煙 のために 白く かすんで’ その 中を g 廊と 蝶の 大群が 費に まかれ 
ながら、 正 夫たち を 追 ひこして 行つ たのでした。 

スミスと スミスの お父さんは、 どこへ にげこんだ のか'  密林の ために、 もう わかり ませ 
ん。 


ふと氣がつくと、 今度は正夫のすがたが見えないので’ レィは靑くなつて五十メートル 
ほど も 引き かへ すと、 地には つた 豁 かづら に 足をから ませた 正 夫が、 しげみの 中に もがき 
まは つて ゐ るので ありました。 

『正 夫、 正 夫、 大丈夫 かを。』 

『大义 夫 だ。 をと ずボ からまつて ゐ るんだ。』 

『ょうし、 こいつめ。』 

レィは 腰の 山刀を 引を ぬく と’ か 金の やうな 藤づ るを たたき 切つ たのであります。 

『正 夫、 スミスが 見えない の だ。』 

『お父さんと いつしょ だかち 大丈夫 だら う。 かうな つたら 二人で どこまでも にげ るんだ。』 
「さう ぃ こ。 にげなき や だめ だ あ。 こんどは 首を しめられ るから 氣を つけろ。』 

『あ、 ほんた うだ。』 

無を のな. 射が どのが から も 綱の やうに たれさが つて’  乂焰 はぐ わう ぐ わう とうしろ にせ 


まつて ゐ るので した。 

このと き’ とつぜん 化 ひびきと いつしよ に、 みしみ しと 樹木の がりた ふされる 音が した 
ので、 ひよ いと 冗 夫が 振りむ くと、 大きな けだものの 政齡が 木の間が くれに、 ち •ら りちら 
りと 見えて. 何 かたく ましい うなり I 骄が おしよせて くるので ありました。 

『レィ 何ろう しろから 出て 來たぞ OJ 

『なんだ、 なんだ、 正 夫。 j 

『猛獸 だ あ。 J  . 

『うわを —— 。』 

死物ぐ る ひでをり ぬいた 二人の 行く手に、 どろん とに ごつ た廣い 川が’ 水を たたへ て あ 
ら はれた のであります。  . 

『レィ、 とびこんで’ 向かう 岸まで およ ぐんだ。』 

正 夫は 叫びながら、 川岸に がり 霞な つて 倒む てゐ るかち た 大木を ける と’ とくいり. 面ん 


正 夫は 叫びながら、 川岸に がり 重なつ て 倒^て ゐる 朽ちた 大木を ける と、 とくいり. 面ん 


ぶりで お 主ぎ はじめた ので ありまず。 

遠くの 山* は 海 Q やうに 晴れ わたつ てゐる Q に、 關 上には 天に ま 《ぼる 火 焰と黑 煙が’ 
うづを まきながら むくむ くと 入道雲と なつて ゐ ます。 

撇^の 列が するどい 聲を そろへ て、 その 莖を 横切り’ 川を 越しての がれて 行きました。 
どこで どうぬ げたの か、 霎の兩 化には 靴が なく' ひりひりと 巧の 裏が 捕んで’ せなか 
には’ びつ しょり と ぬれた リユク サックと 錫 砲が、 くひつ くやう に乘 つて ゐ て'  向かう 岸 
はみ 第に 近づいて  < るので ありました。 

『レィ’ もう 大义ホ だ。 でも 巧 かう 岸に 乂ボ ついた な、 レ’ この 川の まん 中で もぐつ てゐれ 
ば 助かる ぞ 
『 —— 。.一 

『もう 乂义ホ だょ。 j 


『レイ’ レィ、 ぐわん ば るんだ ぞ 、しつかり •』 

と、 どなりつける やぅに ふりむく と、‘ レイの すがたは なく、 お挪ブ の實が 二つ 一一 一つ、 ひつ 
そりとぅ しろに ゆれて ゐる ばかりであります。 

『レイ、 レイ、 レイ*』 

• 棒立ちに なつた 正 ホは’ やには に 水中に もぐりこ むと、 兩 手を 振り まは して レイを 求め 
たのです が、 ずに ふれる ものは が樹の 長く のびた おがが えがえ と 指に まつは る ばかりで、 
親友の すがたはありません。 

『レイ、 レイ、 レイ oj 

ふたたび 浮き あがつ て、 もし やと、. はるかな 乂焰の 下に 眼を やる と、 今は 絕 望の 兩 ずを 
頭上に かかげた レイが、 ひよ ろ ひよ ろと 水ぎ はを かけ まは つて ゐる をが’ 眼に 入つ たので 
ありました。 

ああ’ レイは. およぎをから るかつ たの だと、 正 夫は 胸が にえ かへ る昆 ひで’ 水を けり 


ああ •レイは. およぎを 知らな かつた の だと、 正 夫は 胸が にえ かへ る瑟 ひで、 水を けり 


水を かき、 夢中で おょぎ かへ したので あります。 

『今 行く ぞう、 今 行く ぞう、 レイ。』 

をり から 乂に追 はれた 野 象の!! が、 二 頭 '  S 頭、 五頭と、 親 象は 子 象を かば ひながら’ 
レイのう しろから、 びんら う樹 をけ た ふして あら はれた のであります。 

『ああ、 象が 出た あ。』 

冗 夫が 叫ぶ その 聲が きこえた のか、 それとも 象の お 音に 驚いた のか、 レイは ふり かへ る 
なり 一頭の 火 象を まともに 見つめた まま、 いきなり 頭を かかへ ると、 水ぎ はに どつ とうち 
倒れ. たのであります。 

のつ そり、 のつ そりと、 親を は 一一 頭の 子 象を したがへ て、 レイの 身近に せまつ て來 たの 
でした。  - 

ばう ぜんとし たお 犬は、 なを 失 ふやう に 水中に 化む と、 ぶくぶくと ニニ ー回 水を のんだ の 
で’ あわてて 氣を とりな ほして だかび あがる と. レイの 小さな 身が は大 をの 苗 〔のさき にくる 


セ 化 
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くると まきあげられて’ 象は その ま 
ま 川を 渡つ てく るので ありました。 

常 基の 國の 天候は’ には かに 變り 
やすく， をり から 竹を 引き さくやぅ 
なと どろき が、 挪子 がの 上空に 走つ 
たかと 見る まに、 川上の 黑 煙の 中に 
乂 雷雨が かそつて 來 ました。 

レィの 後に えんえんと 天を こが 
して 燃えさ かる 乂焰 は、 たちまち お 
しよ せた 大禮の やうな 雨に おされて 
横に ひろがる と、 义 ぐるみ の 寵が乂 
玉を とつて あばれ まは る やうに、 唁 


い 密林 中に 燃え ひろがつ たので あり 
ます。 その 乂焰 がふた たび 密林で い 
き ほひを 增 すと’ 豪雨を 龍卷の やう 
に 化き をげ たので、 烙は どこまでも 
天 高く’ 深が の 色に そめ かへ りなが 
ら •今度は さらには げしく 苗嗚を ともなつ て •二度 二 一度 かそ ひか かるので’  乂烙は うづを 
まきながら 地には ひ， また 吹き あがる ので ありました。 

マラィの 天地は’ 自然の たくまし いたた かひの 中に ぐ わう ぐ わろ とと どろき かへ つて' 
かべの やうに 閒 ざした 豪雨の ために、 もはや 象 も'  レィの すがた も •見る ことは でき ませ 
ん 。化 夫の 佩卽 にある ものは’ をみ を 水中に かしつけよう とする 銀が の やうな 巧い 雨と、 
顔面を がち かへ す 水し ぶきで’ その 向かう に、 たくましい うなりを あげた’ まつ ホな ひろ 
がりが ただ かすんで ゐる ばかりで あります。 

一ち 
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『レ— ィ ，レ I ィ I 〇』 

冗 ホは 水火の たたか ひに 負けまい と、 聲を しぼりあげて、 そのと どろき と、 まつ ホな ひ 
ろが りの 中に 氷を けつた のであります。 

LC  vf-  I  ZU - - 

またも 爆發 する 乂藥 が、 雷雨の なかに ひびきわた ると、 乂 柱と なつた 樹木が 冗 ホの 前後 
に、 雨を 切つて 降り かかつて 來 たのでした。 

進む も、 しりぞく も、 もはや 冗 夫には 動きが とれない のであります。 

义 柱と るつた 樹木は、 しきりに 豪雨を つきやぶ つて’ 飛び かかつ てく るので、 幾 回 も 水 
中にもぐり こ^で避けてゐるぅちに、 やにはにかで つ いたほどの靑空ボあらはれたかと扯 
る まに、 たちまち 豪雨を 引き さくやぅな 晴天に 變 つたので あります。 

見た こと もない 燒 野原が ふいに 眼の 前に あら はれて、 千古からの 密 がは、 川上から た】 
たいに かけて、 今は 盤 i こげの 幹を 數 本、 祕ぐ ひの やぅにつつ ぶたせた まま、 自 煙の 中に、 


たいに かけて、 なは 黑 こげの 幹を 數 本'  棒ぐ ひの やうにつつ 立たせた まま、 白 捂の中 じ、 

青 もな くを を まりかへ つて ゐ るので ありました。 

案は その 跑の 中を、 巧 ふやうな M ざしで さがし 求めた のです が、. レイの すがたを 見る 
ことは できません。 ふと ふりむく と、 いつの まに 渡りき つた もの か、 四を 城の 大ぶ が一 一頭 
の卜 象を かこんで’ しかも そのうちの 一頭は レイを 巧に まきあげた まま、 對 岸の 紅 横の 力 
げ を、 のつ そり •のつ そりと ホいて ゐ るので ありました。 

レイのは だかの 手足が、 その 背に あ ふむ けにな つた まま 陽に かがやいて、 肩に しばつ た 
概 の 皮が ほどけて’ をの 大きな 耳の わきに だ •ぃりつと ゆれて ゐ るのを 見る と、 冗 夫は また 
を 力を つくして わょ ぎ かへ したので あります。  . 

をの 辟れ は’ 巧り にがつた パンの 大木の 下まで がると 輪に なつて’ しばらく 小み を 鼻の 
先で なで まは して ゐ ましたが、 やがて レイを 乘 せた をは、 みの 化に 髙 々と レイを まきあげ 
ると， 靜か に川片 にわろ したので ありま ナ 。そしす 水中に 联 いがを つつ こむ と、 その 先 か 
ら レイのを. かに 水を かき かけた のです が、 レイは、 死んだ やうに 動きません。 


象は、 なの 化を 地に つける と、 一 ご 二回 ごろごろと レイを ころがし たのであります。 
觸跑の 列が するどい 聲を かけあつ て’ 川を わたり、 鹿い 燒 '原を 越して 歸 つて 巧く その 向 
かう に、 あざ や' かな 化で、 巧き 山ナ やうに もう 化が かかつた のでした。 

正 夫は なをころ した まま、 な 近くまで およぎつ いた 水面に 顔を 山して、 じつと レイを 見 
まもつ てゐ ると、 レイの 乎 化が、 かナ かに 動き はじめた ので ありました。  . 

象は、 しばらく それを ながめてから、、 心地よ ささう に 鼻と 巧を、 化に 向かつ て 一と 振り 
すると、 小 象を 中に して、 一列に うしろの 密林 (すがたを 消した ので ありました。 

よたよ たと 半み を おこした レイは’ ぼんやりと 口を ひらいた まま、 うつろな 眼つ きで 遠 
くの 方を ながめて ゐる ところを、 岸には ひあがつ た 正 夫が、 その 背中を はげしく たたいて 
叫んだ のであります。 

『レイ、 レイ’ しつ かりし ろ。 僕 だ’. 僕 だよ。 J  . 

『おお 正 夫 か。』  . 


『おお 正 ホ か。』 


『象が、 象が、 君を 助けて くれたの だよ。』 

『僕は’ 象に ふみつぶされて しまつたん だ。』  •  . 

『何を いつて ゐ るんだ。 レィ、 君は 生きて ゐ るんだ。 象が 君を お 中に 乘 せて 向かう t おか 

ら ここまで にげて くれたの だよ。』 

『僕は 生きて ゐる のか。』 

『さう だ。 けが もして ゐな いの だ。』 

『山火事は、 どうしたら う。』 

『消えた よ。 あのと ほりだ。』 

と、 冗 ホが 指 辜 かかう 岸には、 まだ -2 煙が 二げ ぐさい ゴム 樹 の. おひを しきり トググ 
よはせ てゐ るので ありました。  • 

『スミスた ちは、 どうした. らうね、 レィ。』 

『さう だ。 さボ しにむ かなければ いけない」 


一  An 

『立てる かい。』’' 

『ああ’ 大义ホ だと も。』 

と、 立ちを がらう とする レイ？ 蓋 夫が つかむ と， 大變 熱で、 レイは'  へたへ たと 
そのまます わりこんで しまつた のであります。 

『レイ、 とても ひどい 熱 だ。』 

『すこし、 氣 持ちが わる いんだ。』 

『よし、 ここで 寢てゐ たまへ。 どしどし 水で なやして やる。』 

レイは、 パン G 木 かげに を ふむ けに ひつく りかへ ると、 熱に うるんだ 眼で. た わ わじ赏 
つた 大きな パンの 實を 力なく るが めた まま、 かさかさと 風に ひるが へる 葉 づれ空 日を きい 
てゐ をのでした。 

正 夫は 腰の タオルを 川に ひたして、 幾 阿 も レイの 頭を が やした のです 夕熱 はとても さ 
がり さう もありません。 どうしたら よいの かと 思 ふと’ ただた ど'  聲 のかぎ りに 天に も か 


るり さう も ありま 甘ん。 どう」 たらよ い 《かと 思 ふと、 ただただ'  聲 《かぎりに 巧に 向か 


つて’ スミス 親子の 名を げん だので ありました。 

『か I い。 スミス - スミス —— 。』 

しかし その 聲は 、川の面に 遠く ひつ そりと ひびき かへ る ばかり， で、 スミス 親子の 很 J 事は 
ありません。 

『レィ、 苦しい. だら う。』 

『、心配す るな 正 夫。 ここへ 穴を 掘つ て’ 僕を うめて <れ ないか。』 

『なぜ だ。』 

『熱の あるときは， ± に うづ まつて 首 だけ 出して ゐれ ばな ほつ てし まふ もの だ。』 

『そんな ことを して •いいの か。』 

『ぃぃと も。』 

『防が、 ここまで あがつ て來 るいだら うか。』 

『こんな 乾いた ところへ、 やつて 來る もの か。 防は じめじめ とした 巧が へ’ あがつ て來る 
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もの だ 

主の 中に 人間を うめて、 この 高熱が ほんた うにな ほる もの だら うか。 それより もはやく 
人を げんで 手當 をし なければ ならない と、 正 夫は 考 へたので あります。 

『さう だ、 レイ、 ちよつ と 待. つてて くれ。 向かう 岸まで およいで’. 僕は イギリスの お隊を 
呼んで くる。』 

『正 夫、 待つて くれ。 を々 から、 インド 人が、 イギリス 人に 救 はれた ためしは、 一 ぺんだ 
つて あり やしない。 それに 君は 目 本人 ぢ やない か。 こんな 密 がで 君を 見つけたら、 兵隊た 
ちは 何を ナる かわかり やしない。'  スパイ 化 ひに してし まふ。』 

『あを、 それ もさう だ。』 

と、 正 夫は 腕を くんだ のであります。 

いま 祖闽 では、 來栖 大使を アメリヵに 波ら せて、 お洋 平和の ために、 靜 かに 話を ナ すめ 
でゐ るので をり ます。. しかし、 アメリカは イギリスと ともに、 日本を 兒 くびつ て、 がう ま 


でゐ るので あります。. しかし、 アメリカは イギリスと ともに、 日本を」 兒 くびつ て、 がぅ ま 

\ 

ん無禮 きは まる 間 題を つきつけて ゐ るので’ 禮倏 ただしい 日本が、 こらへ にこら へて ゐた 
職が 鸣敏 の撤を 切つ たら 最後、 戰 ひは ただちに 開始され る ことは 明らかな ことであります。 

冗 夫は、 つ ひに 方法 もない ので’ レイの 腰から 山 刃を はづ すと、 かよぎ つかれた 腕に 力を 
こめて、：^ 龄 と’ ねむり 単が 一面には びこつた 赤 主を、 ームに 掘り はじめた ので ありました。 

レイが、 ひよ ろ ひよ ろと 立ち あがつ て， 主を はこび 出した のゾ 、正 夫は 驚いて どなつ た 
のであります。  ’  . 

『レイ’ 君は 寢てゐ るんだ。』 

『僕の ためにして くれる ことを、 僕が だまつ て 見て ゐられ るか。』 

『君を 早くな ほす ために 償は 棚つ てゐ るの だ。 動いたら 熱が あがる ぢ やない か。 し 
『お だつ て、 ずみ ぶんつ かれて ゐる だら ぅ。』 

『つかれて なんか ゐる もの か。 寢てゐ ろ、 寢てゐ ろ。』 

『そんな ことで きる もんか。』 

一八 モ 


'一; 

『何を。』  .. 

『何を。』 

『寢 てゐ るんだ。』 

『できない。』 

二人は’ しば‘ いく にらみ 合つ てゐ るぅ ちに’ レィは ぽ ろが ろと 淚を 流した のであります。 
『正 夫、 ありがたぅ。 僕は こんなに’ こんなに 泣けて くる。 J 
『つかれて なんか ゐる もの か。 つかれて なんか ゐる もの か。』 

穴は しだいに 大きくな り、 冗 ホの' はく 息が 靜 かな 大氣 のなかに、 は I は f ときこえ るの 
でありました。 

ぶ 

W  - 

熱帶の 夕方は、 たちまち 夜に なつて しま ふ。' 


勤 w 帶の 夕方は、 たちまち 夜に なつて しま ふ。 


密 がに、 まつす ぐ、 太陽が 落ちた かと 見る まに’ がえ がえ とした 風が、 さつと 渡る と’ 
もう 空 一面は， むらさきの 大靈小 星に かざられて ゐる .のでした。 

數百 萬の ST は、 川の面に 長々 と 枝葉を のばした 大木の 一枝 一枝に’ ぎつ しりと むらがつ 
て、 川上へ、 川下へ と、 見 わたす かぎりえん えんと 靑 白い 光を 明滅 させて、 正 夫は、 その 
下で レイの 看護に つとめた のであります。 

レイは、 止から 首を 出した まま、 こんこんと ねむりつ づけて、 證ボ 明滅す るた びに、 そ 
の 首は、 ときに 靑 く’ ときに 黑く 風の 中に さらされて ゐ るのを、}^ は、 しきりに いたは 
つたので あり. ますが’ とても 熱は さがり さう もありません。  - 

ああ この 親友を、 どんな 方法で シン ガポ！ ルまで つれて 歸 つたら ょいの だら う。 それょ 
り も’ いつたい バトパ ハ 町は どの 方向で あらう かと あ ふぐ 堪 に、 南 十 ザ是が ひときは 巧き 
を增 して ゐる ばかりであります。 

冗 ホは’ レイの 前にす わりこむ と、 その 化を にこ ほろ ぎがは ひあボ つて、 きりきり きり 
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きりと 鳴き はじめた のであります。 

それに つれられて’ 前後左右から、 ころころ’ ちろ ちろ と 地蟲の 音が わきあが つてく る 
と’ 正 夫は さびし さに たへ かねて、 シン ガポー ルの 明るい わが 家を が ひ 出した ので ありま 
した。 

そこには 夕飯を たのしく すませた _贿 親が、 さわやかな 夜の 茶の間で’ 日本の お茶を やさ 
しくく みかは しながら、 自 をのう はさ 話を つづけて ゐる靜 かな 右樣 が、 股に 浮かんで 來た 
のでした。 

『正 夫に も、 經が •うまく 擊 てました でせ うか。』 

'『さあ’ あいつは、 水に おぼれた 者に わぶ さつて 歸 つて 來る やうな 臆病者 だから. とても 
擊 てまい。 それに’ はじめて 觸を 見る の だから、 恐ろしくて、 ふるへ をが つて ゐる こと だ 
らう。』 

『まさか、 そんな こと もありません でせ うが。 j 


『まさか、 そんな こと も ありまがん でせ ぅが。 J 


『いや、 それにち が ひない。 おなら、 どんな 大きな 際が 來 やうと も、 ただの 一發で ず ど 
ん としとめ て 見せる の だが ね。』 

『わ やか や、 また お父さんの ごじまん が はじまりました こと。 でも 正 夫は、 もう 夕飯を す 
ませた でせ うね。 J 

『を L ょ すんだら う。 たぶん バトパ ハ 町の 小さな ホテルで •スミスさん たちと 元氣 ょく 
み 日の 乎 がら 話 や 失败談 をく りかへ しながら、 今頃は、 すきつ 腹に どつ さり， ごちそうを 
いただいて ゐる かも 知れない。』 

ああ そんな 會訊 さへ も’ 冗 巧の 耳には きこえて くるので ありました。 

しかし、 見 わたせば’ どこまでも 靑 むく 川を そめ かへ した 签の 大群が つづく ばかりで’ 
うしろには、 邑 木が 怪物の やうな 煤い 幹を ならべて’ 巧 上から ずを かざす やうに’ ぶきみ 
な 校を さしのべて ゐ るので す。 

がぜ みの 解が、 ミンミンと、 ジ ィジ ィ と、 その 靴の おがから、 一せ いにわき あがつて か 
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ると， 對 岸の 燒け あとに 殘 つた •棒ぐ ひの やぅな 挪 子の 横に、 綱い 巧が 浮かんだ ので あり 
まず。 

冗 夫は、 しみこみ とした、 心で、 かたはらの 能"； 铭の 葉を 四 五が ちぎる と、 それで 鞠 巧を ク 
くつた のであります。 そして、 川岸に ほしなら ベた リユク サックの 品々 のなかから、 手帳 
を 引き さくと、 それに 幾な も、 かたかなで をり 書きを したので ありました。 

コノ 川上 デ  n ド モガ ニ人 ミチ ニ マヨ ツ テキ マス ダレ カキ テク ダ サイ。 

かな 文 {于 は、 靑 白い をの 化に そまりながら’ 解かに ゆられて、 ゆらゆらと 川 叩へ と 流れ 
て 行く ので ありました。 


正 夫は、 たよりなく 思つ て、 ふと レイの 名 をげ ぶと、 レイは 力なく 眼を ひらいた のでした。 
『レイ。 今夜 ひと 晚 ここで 暮らさぅ。 あしたは スミスの お父さん か、 それとも、 だれか ボ 
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助けに 來て くれる よ。 氣み はどう だい。』 

『氣 持ちが わるい。』  .  . 
『こまつた な あ。 ごらんよ、 二日 巧が 出た と。』 

『を あ 巧が 出た ね。 とても 锁が 重い よ。 穴から 出よう。』 

と、 レイは 肩の 上を ゆりうごかして 手を 出した ので、 正 夫が 引つぱり あげる と， いつの 
まに かそのを 身は 氷の やうに 冷えき つて ゐ るので ありました。 

.レイは、 どろ だらけの まま、 しばらく、 心を 失つ たやう につつ 立つ てゐ ましたが、 いきな 
り、 鳄の 皮を 引つ かつぐ と、 ひよ ろ、 ひよ ろと、 密林の 方へ ホき 出した のであります。 

冗 夫は、 おどろいて 叫んだ のでした。 

『レイ、 どこへ 巧 くんだ。』 

『さあ’ 早 < 行かうよ、 冗 夫。』 

『どこへ、 どこへ だ。』 


『どこへ、 どこへ だ。』 


『僕の 家は、 このが の 中に あるよ。』 

『レイ、 何を いつて るの だ。』  . 

『あの 夜ぜ みの 聲は '僕が うまれた セイロン 島の 家で きく 夜ぜ みの 聲に そつ くりだよ。 あ 
あ， ものすごく 鳴いて ゐ るな。 あの 家には， 僕の おばあさんが ゐ る。 おぢ いさんが ゐ る。 
正 夫、 さあ U 十く おない か。 みんなが、 ごちそう をつ くつて 特 つて ゐ るよ。』 

『レイ、 ど， っし たんだ 君、 しつ かりして くれ。』 

『いそげ や’ いそげ。』 

『レイ、 レイ。』 

川岸のを の 化は とどかず 、密林は まつ くらやみであります。 

その 中を、 レイは、 ひよ ろ、 ひよ ろと 入つ て 行く ので’ 正 夫は うしろから 全力を つくし 
て 羽 交じめ にした ので ナ が、 レイ もまた 死物な ひで 進まう とナ るので あります。 

やみの 中で、 もみ 合 ふ 二人に、 ほうほうと 嗚 きかは すみの 戳と 、がさがさと 何 かが ホき 


まは る氣 配が そこ ここに 滿 ちて、 ふみしめる 足の裏には、 べつと りと 積もり 賴も つた 落葉 
がから むので ありました。 

冗 夫は、 レイを 引 きづる やうに 川べ りまで つれもど ると、 レイは 眼を つりあげて、 齒ぐ 
きを かつと ひらいて、 正 夫に 組みつ いてく るので ありました。 

またもは げしい もみ 合 ひが 川岸で 行 はれて ゐる うちに、 レイは いきなり， H かの のどを 兩 
手で かかへ ると’ 水 だ、 水 だと さけんで、 冗 夫のう しろに ころ ボ つて ゐ る水简 を、 つづけ 
ざまに 指さした のであります。 

正 夫は しつ かりと おさへ つけて ゐた レイの 腰から 腕を はなして、 あわてて 水简の 口を あ 
けて 飲ませょうと すると、 うば ふやう に それを とりあげた レイは、 水 倚の 底を 天に ふり か 
ぶる が 早い か、 流れ出る 水を グ ビグ ビ とを ほつ たかと 見る まに、 かつと 巧 氷の やうには き 
巧しても がき まは つたので あります。 

『苦しい、 苦しい、 のどが 苦.- 4 い。』 


『苦しい、 苦しい、 のどが 苦. -i い。』 


•まゆを つりあげて、 レイは しばらく 水简を じつと にらみす るて ゐま したが、 またも’ 水 
氷、 と 泣聲を しぼりあげて 吸 ひつく やうに 水简 にか ぢ りつく と、 ふたたび 悲鳴を あげて 水 
を ふき 化した のであります。 その 右糕 は、 正 夫が 前々 から 父に きいて ゐた 恐水病と いふ お 
そろし い 病氣に そつく りなので 正 夫は’ 今 さらにび つくり 仰天して、 レイの 身體 にと りす 
がつ たので ありました。 

『レイ、 しつ かりして くれ。 しつ かりして くれ。』 

恐水病と いふのは’ 氣 ちが ひ 犬に かまれる とその 毒が しだいにを. みに まは つて、 のどが 
はげしく かわきき るので、 水を 飲まう としても 觸喉 がけい れんを おこして、 どうしても 水 
を 飲む ことができず’ つ ひに 一命を うしなつ てし まふと いふ おそろしい •柄氣 でナ。 . 

いまおる レイの おおは'  まさに そのと ほりで、 冗 夫の 胸に いきなりょ みがへ つてき たの 
は， 動物 おの •原で 大带 雨の U にか そ はれた 猛大 のこと でありました。 

ああ’ あのと きに" 十く、 レイの ず 常を 父に うければ ょかつた がと、 なは くち •びる をかん 
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で悔 ひたが すでに おそく， ただ くるひ まは る レィのう しろから、 又も 力の かぎり だきしめ 
て 大空を あ ふぐ ばかりであります。 

二日 月は 眼に いたい ほど 細く 浮かんで’ 流 基が 二つ 一二つ、 むらさきの 矢を 射る やうに {化 
がの 中へ 消えた のでした。 そこには 數 知れない ほどの 夜ぜ みの 聲 が、 なほ も ミンミン： ジ 
ィジ ィと みちて ゐ るので あります。 

ひつ そりと 立ちな らんだ 川岸の ち 木は、' 数千 萬 匹の 潑の ため、 化の 大木を ならべた やう 
に’ はるかな 闇の 中にまで、 靑白 くは てもなく つづいて’ 川魚が その 光に 銀の 腹を 見せな 
がら、 ぴ しりつ、 びし りつと はねあがる たびに’ 夜光 蟲が靑 々と うづを まくの も ひときは 
さびしく、 冗 夫は をく とはう に 暮れた ので ありました。 

ああ、 禪は挪 どうし、 さそ ひ 合せて 歌つ てゐ る。 

ああ、 莖は蠻 どうし’ うつくしく 熱帶の 夜を かざり 合つ てゐ る。 

ああ、 夜 化蟲は 夜化蟲 どうし， か 中に たは むれながら 輪に 舞つ てゐ る。. 


ああ、 夜光 蟲は 夜光 蟲 どうし， か 中に たは むれながら 輪に 舞つ てゐ る。 


ああ''  僕は どうし たらこの 親ぶ をず くひ 出す ことができる だら うかと、 正 夫が 眼を うち 
つける レイの せなかには、 一 一巧の 鱗の 皮 さへ もが、 いたは り 合 ふやう にか さなり 垂れて ゐ 
る ことが、 ひしひしと 胸を がつ てく るので ありました。 

『水 だ あ、 水 だを —— 。』 

レイは またしても あばれ 出す と、 正 夫の ずを ふりきつ て、 こんどは 刀 岸から を どり こむ 
や、 ボ むし やらに 水を すくつ て 口の 中に たたきこん だのです が.'  そのたび に 悲鳴を あげて 
くるひながら 進む ので、 閣の 流れは みだれて、 夜 化蟲が もえあがる 憐の やうに かがやく の 
でありました。 

『レイ、 レイ、 あぶない、 あぶない。』 

深みへ' がみへ と 遊む レイのう しろから、 正 犬 も 泣聲を あげて とびかか ると’ はずみを く 
つて’ 二人は 流れの なかに ざんぶと 打ちた ふれた のであります。」 


.挪モ は 密林の 夜風に 鳴つ てを り ましを。 

その 下に、 挪 子の 葉磬の 小屋が、 やぐら づ くりの 丸太の 上に、 一つ 小さく 建てられて あ 
りました。 

內 にはぅ す 暗い ランプが 黒々 と 油煙を はきながら つるされて， その 下に、 二人の 親子が 
はだかの まま、 しんみりと 燒 魚を 前にして、 手づ かみで 夕飯を たべて ゐ るので した。 

マライ半島へ 鶴の 皮を と 0 に 行つ た ブラ ニイの お父さんと、 ブラ ニイであります。 

『ブラ ニイ、 ム 「日は すつ かりえ ものを にがして しまつた な あ。』 

『だつて お父さん、 あの 大乂事 だもの。 鳄 だつて みんな 底へ にげこんで 吸 ひついた きり’ 
おて 來 やしない。』 

『をく す こい 火事た つた。 黑 こげに なつた 烏 や 梟の 子が、' おつ も 幾つ も、 限の 前に ふきと 


『をく すごい 义事 だつ た。 黑 こげに なつた 烏 や 梟の 子が、. おつ も 幾つ も、 限の 前に ふきと 


んで來 たには おどろいた。』 

『どかん、 どかんと、 大きな 音が したのは、 あれ、 なんでせ う。』 

『あれ か、 あれは たぶん、 この 川下で いつも 演習して ゐる イギリス 兵 も 义に追 はれて、 乂 
藥 なんかが 破裂した 音ゼ らう。』 

『磯爭 は、 はじまる のか しら’ か 父さん。』 

『はじまる。 はじまる とも。 今に 来の 方から きつと 神の 丘 ハ 隊が來 る。 そして 英ホ 人なん そ 
この マライ半島から、 一人の こらず たたき 出して しま ふに ちが ひない の だ。』 

『神の 兵隊と いふのは’ みんなが いふと ほり’ たしかに H 本 兵 だら うか。』 

『さう だ。 マライ 人の 誰もが さう 信じて ゐ る。』  . 
『いつごろ 來る だら う。』 

『をからの 言 ひ 傅へ では、 今年 中に 來る ことにな つて ゐ る。 J 
『今年 中に —— J 
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『さう ゼ •』 

『でも 今年は、 あと 一一 一巧ぐ らゐで 終ります ょ。』 

『しかし’ 今年 中に かならず 來 る。 お父さんたち はお 父さんの 時代から’ 胸の 中で この 
年の 來 るのを 待ち かぞ へて ゐ たの だ。』 

さう いつたき り ブラ ニイの お父さんは 何 か 思 ひに ふける らしく、 じつと 眼を とぢ たま ま 
御飯を かんで ゐ るので した。 ブラ ニイ もまた、 この 大 密林い つたいが 戰 場と 化す 日の もの 
すごさを 俄 像して、 魚の 骨を 力 一 ぱいつつ いて ゐ るので ありました。 

『そのと きには、 ブラ ニイ、 お前は 神の 兵隊の ために、 少しで も 役に立つ しごとを しなけ 
れ はいけ ない。 死んだ お 巧さん にむ く ゆるた めに。 おも' ，みを すてて 側く。』 

マッチ 箱の やうな 小 岸を つつんで 、戸外には 地 蟲の聲 が リンリンと みちて ゐ ます。 その 
時、 はたと 一時に 蟲の 音が とだえた かと 思 ふと、 ふいに、 人の 足音が ひた ひたと 近ょ つて 
ホた のでした。 


ホた のでした。 


二、 野は ず、 いきの ぶ， 日を ころして 耳を そば 立てた のであります。 
『なんでせ う、 お父さん。』 

『こん •な 域 所へ 人が 來る わけはな いが。』 


ミ シミ シと化 太 づ  < りのは しごが 鳴つ て’- 
『こんばんは。 もしもし、 こんばんは。』 

と、 英語の 聲が のばつ てがたの でした。 

いきなり 入口の むしろ 戶が あけられて’ 見れば. 肩 も ズボン もどろ まみれに ちぎれた を 
服を 身に つけた 白人— が 一人、 S を^ 子供を 背 貧つ てあら はれた ミを ります。 
『誰です、 あなたは。』 

と、 ブラ ニィの 父は、 けは し < たづね たのであります。 

『山乂 事に 追 はれて’ 进に まょつ たぶ です。 この ホが すつ かりつ かれきつ てゐ るので 一 
晚 とめて くれません か。 それに 子供が まだ 二人 行 力す 明 じな つて & るので、 おはこれ から 

一一 〇 百 
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すぐに さがしに 行かねば なりません。』 

『とにかく おはいりなさい。』 

『ありがたぅ。』 

白人は た ふれる やぅに 背な かの子 供を おろす と’ ぐつ たりと した その子と、 ブラ ニイ 
眼と がふと かち 合つ たせつな •二人は おはず 聲を あげたので ありました。 

『おお、 ブラ ニイ ぢ やない か。』 

『おお、 スミス ぢ やない か。』 

ことの 意 化さに’ 父親たち は贩を まるくして たづ かたのであります。 

『お前たち は 知り合 ひなの か。』  . 

『さ* です、 か 父さん。』 

と •ブラ ニイは スミスの そばに 走りょ つていた はると、 正 夫の 家で 二人は 知り合つ て 動 
物 居へ 巧つ たこと や、 そこで スミスが な 犬に おそ はれて’ 正 夫 や レイと ぃつしょ に ふせぃ 


の 


物置へ 巧っ たこと や’ そこで スミスが な 犬に おそ はれて’ 正 夫 や レイと いつしよ に ふせい 


だ ことな どを 語つ たので ありました。 

スミスの 父は をら ためて ブラ ニイに 禮 をのべ ると’ 今 その 正 ホと レイが 山火事に 追 はれ 
たま ま、 行方不明に なつた ことを 吿 げたので、 ブラ ニ \ は 曲 相を かへ て 立ち あがつ たので 
あります。 そして、. びつ このを をの ばして、 かべに さげられた カンテラ をは づ しながら 叫 
ん だのでした。 

『お父さん、 僕 さがしに 行つ てく る。 正 夫 も レイ も、 虎 か 野 象に く はれて しま ふ。』 

『ょし’ もも 巧く。 スミスさん たちは、 しばらく ここで 化んで ゐ てくだ さい。』 
『とんでもない。 私は 先頭に 立つ て 巧く 貴 巧を 感じて ゐ るので す。』 

カンテラが 二つと もされて’ その 化の 中で 四 人は 丸木 ばし ごを おりる と’ 前の 川べ りに 
出た のであります。 

ブラ ニイの 父は， 振り かへ つて たづね ました。  ’ 

『ス .ミスさん。 見ぅ しなつ たとい ふのは’ どの ス而 です。』 

二〇 五 
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『それが、 むち やくち やに 逃げ まは つたので’ 今では さつぱり 見當 がつ きません。 ゼ いた 
い 山火事は どの 方向でした。』 

『このまつ 正面に、 ミツ 基 さまが かがやいて ゐる でかう。 あの 下 あたりい ク たいの 森が で 
す。』  . 

『では’ ここから もうす こし 左の 方に あたる かも 知れません。』 

『さう でナ か。 たぶん 森には もう ゐ まい。 ゐた らおし まひです。 この 川べ りを 触を たたき 
ながら さがして みませう。 ブラ ニィ、 ドラを 持つ て來 なさい。』 

『はぃ。』 

と、 ブラ ニィは 家の 方に かけながら 言つ. たのであります。 

『さう だ'  正 夫に もらつ た ハ I モニカで’ あの 曲を 吹 も 立てて みょう 〇』 

まもなく 打ち 嗚ら された ドラの 音は、 靜 かる 川の おもてに 藻く 遠く ひびき かへ るので あ 
りました。 


りました。 


ゴゴゴ I ン  ゴン ゴンゴ I ン . 

ゴゴゴ I ン ゴン ゴンゴ I ン . 

纽のあ ひまに ブラ ニイと スミス 少年と' が、 聲 をからして 星空に 么 をげ ひつつ ける のでを 
ります。  - 
『お一ぃ、 正ホゃ！ぃ、 正夫ゃ1ぃ。』 

『か— い、 レイ や I い、 レイ や I い。』 

巧のと ばりが 深まる とともに ■密林には あやしげな 鳥と けだもの がの さばり 出した もの 
か， 夜ぜ みの 聲も いつか 消えて'  川べ りには、 しんしんと 冷えき つた 風が 流れる と、 進む 
巧 人の おもとから、 觀 おを 散ら ナ やぅに 無數 のをが まひ あがつ たので ありました。 

『お 夫 ゃ I ぃ、 冗 夫 ゃ I ぃ。』 

『レイ や I い、 レイ や I い 〇』 

スミスの 父は 四 义の鹏 に 向かつ て’ カンテラの 光を ぐるりぐ るりと 輪に まは しながら、 
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がさ ご そと 羊 齒るゐ を ふみしめて 行 
くと、 ブラ ニイの 父は、 はるかに 鈍 
の ひびきが きえて 行く たびに 何 か 答 
へはない ものる と 耳を すませな が 
ら進 むので ありました。 

をり からの 風に、 ふと、 皆は 何 か 
きこえて ホた やぅな 氣 がした ので、 
足-をと めました。 すると、 また 何の 
聲 かきこえ て來 たのでした。 

はてなと’ 胸を ときめかして 四 人 
が、 顔を 見合せ ると、 さらにす きと 
ほる 聲 がかす かに 溢く から ひびいて 


ほる 聲 がかす 良 盛く.^ ら ひびいて 総^ た IS 
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來 たので ありました。 

このと き 巧を つき出して、 かたづ 
をのんで ゐた ブラ ニィが、 いきなり 
不自 巧な 足で 地を 於つ てを どり あが 
つたので あります。 

『ゐ た、 ゐ た。 正 夫 だ、 正 夫 だ。 を 
れは 僕が かたみに おいてが た 笛 だ。 
舟み 山の 音 ゼ。』 

と、 ブラ ニイは 正 夫の 名を げびな 
がら， 阳如 はず 四 五メー トル もを ると、 
つかんで ゐたハ J モニカに 氣が つい 
て 立ち どまる や、 力い つ ぱい 吹きた 


二〇 ホ 
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てた ので ありま ナ 。その 巧は シン ガポ I ルで 別れる ときに’ 正 夫から ハ ー モニヵと ともに 
もらつ て來 た、 あの 愛 岡 行 盤 曲で をり ました。 

吹き 終へ ると、 一し ゆん 靜 けさを 增 したやみ をぬ つて、 やが で 川上から’ 同じ 曲の 笛の 
ひびきが 返されて 來 たので、 ふたたび あたりの 森た 鈍は 高らかに こだまして， ヵンテラの 

ひ..  — 

ながは げしく 振られる と、 息を はづ ませて 正 夫と レイの あを 呼ぶ 聲が 、川上へ 川上へ とい 
そいだ のであります。  - 

かんらんの 太い 枝は 入りく みながら 流れを お ほつ て、 その 下に 横た はる 岩の 上に、 レイ 
を藤づ るで 背負つた 正 ホが 銃を にぎりしめて、 八方、 猛獸の 眼に 氣を くばりながら、. 鼻を 
を 吹いて ゐ るすが たが、 靑 もく 蟹に 照らし 出されて 發 見され たのは、 それから 程 もない こ 
とで ありました。 

正 夫は 安、 心の ためにぶ つ 倒れさぅ になる、 心を しつ かりと 持ちな ほして、 一部し じゆぅを 
語る と’ 今は こんこんと ねむりつ づけて ゐる レイが’ をの 手で 化 夫の 背から おろされ たの 


語る と、 今は こんこんと ねむりつ づけて ゐる レイが’ をの 手で 正 夫の 背から わろ された の 


でを ります。  . 

ホべ ど 斗べ ど、 もはや レイの 答へは な <’ 人々 の聲ボ 闇に こだます る ばかりで ありま*^。 
そのな かで 正 夫は 一 一疋の 鱗の 皮を 指して、 ブラ こ. イに吿 げたので ありました。 

『レイは、 君に もし あへ たなら， この 鶴の 皮を おみやげに あげる の だと、 今朝 か 笑 事に 
背 おひつ づけて ゐ たの だよ。 さあ、 受けと つて くれた まへ。』 

には かに すすり泣く 聲が そこ ここに おこつ て’ ブラ ニイが 横た はつた レイに とりすがつ 
たのであります。 

『僕は、 暖 は、 おに 隙の 化を おくる 約 来を したのに、 巧から もらは うとは 化は なかつ た。 
レイ’ レイ’ ありがたう、 ありがたう。 たしかに もらつ たよ、 もらつ たよ。』 

リ ぶに， しだいに 冷えき つて ゆく レイの ホを にぎりしめて、 ス 'ミス も 叫ぶ ので ありまし 
た。 

『レイ’ レイ’ おは 僕の みがは りじな つて 犬の ために 例れ たの だ。 僕は どうしたら 君に む 


く ゆる ことができ るの ゼ 。レイ、 しつ かりして くれ。 それを 敎 へて くれ。 もぅ】 度 生き か 
へつて くれ。 レイよ、 レイよ。』 

二日 巧 も 沈ん ゼ 星空に、 酱の 大群が】 文字に 川を 渡つて 行く 下で、 少年たち のお聲 がし 
ゼ いに 高まつ て來 るので ありました。 

州 

正 夫は 親ぶ レイの 葬 まを 送つ てから’ しばらくは さびし さに た へられない 思 ひで 暮らし 
てゐ ましたが、 その あ ひだに も戰亂 の砲乂 はいよ いよ 歐洲全 止を お ほひつく して、 今は 巧 
律の 天地に もけ はしい 風雲が ぅごき はじめた かと 見る まに’  •つ ひに イギリスは、 にせ 紳± 
の 面を ぬぎ 拾て て、 かくし 持つ たけ だものの、 心を むき 出しに あらは すと、 日本人よ、 お前 
たちは 敵國 人で あるから 思 ひしる がよ いと さけんで、 シン ガポ J ルを はじめ マライを 地に 
化む 邦人を’ めち やくち やに いぢ めにかかつ たのであります。 


住む 邦人を’ めち やくち やに いぢ めにかかつ たのであります。 


祖國 をは なれて 一一 一千 海里’ 燒 けつく 熱 帶の上 地に 亂畔 が、 努力と 奮 聞と’ ふき 出す あせ 
の 玉から きづき あげたす ベての 商店 も、 會 社、 銀行、 鑛 山、 ゴム 園 V、 今は かたくと びら 
が 閉ざされて、 その かげで， 無念の 齒 ぎしり をかん で こぶしを 振り あげた 口 本人が、 今に 
見て ゐ ろと 胸の 血潮を わきたたせて ゐる なかに、 正 夫の 一家 も あつたので あります。 

.をり から、 同胞は、 もはや 一刻 もこの 地に とどまる ことを く、 直ちに 本船で 歸國 すべし 
との 命令を 持った 那 驗 船 (挟を か) が、 港外 セ 十 マィルに わたっ てめ ぐらされ た、 敷設 水 
霜を たくみに わけて’ 日本から シン ガポ I ル 港に 入港した ので ありました。、 ■ 

『お父さん’ 僕たち も歸 るので すか。』 

と. 正 ホは たづね たのであります。 

『もうかうな つては、 一たん 歸 るより 方法は あるまい。』 

と， 正 夫 一家を はじめ マラィ、 シン ガポー ルに 住む H 本人は、 敞网 人からは づ かしめ を 
うける よかは’ むしろい さぎよ く、 すべての 物を すてて、 H 本人の 態度を 持ちつ づけた ま 
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ま 祖國の ふところに 蹄ら うと、 みの まは りおを わづか I 個の 手荷物に くくり をげ て’ 乘船 
のした くを ととのへ たのであります。 

しかし ィギリスは 扶桑 丸を 岸壁に よせつけようと はしないで、 物す ごい 要塞の まつた だ 
中に とめおいた まま、 水 も お 3 灰 も 積む ことを ゆるさず 、多くの 憲兵と 巡查 とを 船內 にと ま 
りこ ませる と、 そのまま 一二 日 も 四扫も 陸上との 巧 通を 斷 つてし まつた ので ありました。 

あまりの 仕打ちに、 煮え かへ るぶ ひを 持ちつ づけた 正 夫の 父は’ よし、 ここが 日本人の 
化の 見せ どころ だと、 ある 夜 親しい 人々 を 招いて 「シン ガポー ル さよなら 俳句 會」 を、 今は 
患者】 人 とてもない、 がらんと した 病院の 日本間の 一室で’ 開催した ので ありました。 

集まる 老 は、 俳句ず きの 田 中 ゴム 園長さん， 一一 一星 會社 支店長さん’ 寫眞 機屋の が 川さん 
雜货 商の 玉 川さん など 二十 餘 人が 輪に なつて、 たたみの 上に いうい うと あぐらをかいて 俳 
句を つくる を 機は、 今日の 今日まで 數十年 かかつ て 積み あげた 物を、 ことごとく 今 失つ て 
歸國 する 人たち ばかりの 會 とは 思へ ない ほど、 すみきつ たもの ボ ありました。 


歸國 する 人たち ばかりの 會 とは 思へ ない ほど、 すみきつ たもの が ありました。 


『內 化は* もう 秋風の たつおで せうな。』' 

『こちら 向け 我 もさび しき 秋の 誓、 とい ふ 芭蕉の •句が ありまし たな。』 

『なるほど， 一年中 變化 Q ない ここと ちがつ て、 四季の ある 日 蓋な つかしい ですな。 打 
ともせと 言 ひ 5 出る や 秋—。 これは たしか 燕が の 巧でした な。』 

『巧の 句には、 どれ もしみ じみと した ものが うた はれて ゐ ますね。 秋 さびしを みが さ 着 を- 
る 人の 影。  いよいよ 私たち もこ こ 数日の-っちに、  をみ 笠を かぶつた 旅人と なります かな。』 
『なんの. なんの、 近いうちに また 大手を 振つ て 日本から 乘 りこんで 來ま すわい。』. 
『をく’ 白 入 どもに 負けて ゐ ては 御先 祖樣に 中し わけが たちません や。 秋晴れ や 日本の 富 
主を 見に かへ る。 この 錄 持ちで， はつらつと 船に 乘 ります か。』 

『こ いい。 さんせい’ さんせい。 しかし、 いよいよ 戰ひボ はじまり まナ かな。』  . 
『かうな つたら、 やる かもしれ ま せんぞ。 そのと きには、 蓋 ひに 篱學博 妾 支店 おの 肩 
蕾を なげすてて， 銃を とつて この シン ガポ— ルへ、 一乖乘 りを しなければ 內 地® 人に 申 
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しわけが たちません な。』 

『もちろんです とも。 大いに やりまず ぞ 〇』 

『やります とも。』 

『正 夫、 どぅ だる •お前 も 今夜の 仲間には いれる だけの 落ちつきを 持つて ゐ るかね。』 
『お父さん、 僕 だつて 大丈夫です。』  . 

= さ ぅか、 よしよ し。 それでは お前が 作つ てゐ ると いふ 少年 俳句と いふ ものを、 今夜 皆 さ 
んに お見せし ないかね。』 

『だつて、 まだ、 下手なん です。』 

『下手で も かま はん、 かま はん 9 シン ガポ I ルよ’ さよなら 俳句 會 だ。 記念に 一つ 讀んで 
ごらん。』 

正 夫は、 自 みの 部屋から 赤い 手帳を 持つて 來 たの. でぁります。 

『では、 僕讀 みます。 この-頃は 毎日 目 本の ことば かりを 思 ひ 出して ゐ るので、 非， 可 も 巧 城 


ては 偿證 みま ザ この頃は 毎日 日本の ことば かりを 思 ひ 出して ゐ るので、 卵 巧 も 『化 


のこと ばかりな のです。』 

『けつこぅ、 けつこぅ。』  .. 

やがて 正 ホは 一句 づつ讀 み はじめた ので ありました。 
(福引の 服を 大きく 背負 ひかへ る。) 

(正月の おびの がまぐち 取りいだ す。) 

(ジ ヤン ケンのは さみを  < ぐり 散る さくら。) 

(春雨の マントに かた ふく かぜ かくす。) 

(母が 見て ゐる 運動 曾の つなを 引く。) 

(サ I ヵスの 天雜 のす みに ラムネ 巧ぶ。) 

(卒業の 寫眞 のなかの 徵 かな。) 

(となり 町には いるまん どん 振りかざす。) 


(十五夜の 町へ たばこを 買は さるる。〕 

(マスクした 先生と 知り あわてたり'。)  V 

(喧嚷 瘤 夜寒む の 夜具に Is ひかくす。) 

『なるほど、 なるほど。。 

『子供には’ 子供の 俳句 ボ ある ものです な あ。』  .  ' 
と. 人々 は感 、心しながら、 會は 巧が ふける とともに’ ます もす 盛ん じな つて 行く ので あ 
りました。 

しかし この間に も 引揚船 扶桑 丸は、 海上 鐵條 網の まん 中に 引きと め. られ て、 東口 袍臺の 
板一兀 にぐ わん ばつて ゐる 掃海艇の サ I チラ イトを まともに あびせ かけられた まま •度を 藍 
した イギリス 人 どもの 監視ぶ りに、 ぅらみを のんで 靜 かに 狐を かろして ゐ たのであります。 
『がまんせ い’ がまんせ い。 マライ 在 巧 邦人 五な 餘么 に’ 祖國の 主を 無事に ふませな けれ 


えう A 苗し  ろ 马ふ名 レ  「ライる を割少 五を 餘夕に 一脯輕の i を 辄事 に ふませな けれ 


ばなら ない 重い 實 巧が あるの だ。 皆’ がまんせ い’ がまんせ い。』 

お橋瞄 長と、 中岛 事務-ちか、 日頃の やさしい 顔に 悲憤の 淚を おさへ てな ため まは ると 
を 船 貴は ザ 板から サー チラ イトを にらみ かへ して、 口々 にさ けんだ のて あります 
『船 こゐて さへ もこの つら さ だ。 陸に ゐる 人たち と、 あなたがたは どんなに つらい 思 ひ 
を レ のんで をら れる のか。 お— い、 お— い、 ぐわん ばつて くれ。 たのむ、 たのむ。』 

日本からは 、イギリスの 引 揚船 「叙 k 搬」 が、 事 もな  <英 人を 乘 せて 語した のに 對し 
て、 扶桑 丸は 停船す でに セ H とな つても、 未だに 岸壁へ つけない のであります— 

さすがに シン ガポ I ル微見 領事は、 かんにん 媒 のをを 切つ て、 この 横嫉 さは 何事で ある 
かと’ か 化の かくごで イギリスに つめょつ たのであります。 

イギリス も'  今は 巧 微號が 無事に 出帆した と閒 いては’ これ：^ 上に わけもなく 引 掠 船を 
おさへ て か < ことは できない ので、 岸壁に 荒く こと も、 炭 水、 を 料を 賴 むこと も ゆるした 
ので’ 扶を 丸は ふたた ぴた險 な 舶上鐵 條變ぁ ひだを 姐り ぬけて、 •巧 端を 一十 挪指 橋じ秘 
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づけに なつた ので ありました。  t 

『しかし、 乘 船は 明日’ 卽ち十 巧 一日、 明後日 音は 生 型 ハ 時に 岸壁を はるれ て、 沖合に 
停船すべし。』 

ああ 何とい ふむ ごい 命令で あらぅ。 この 犬畜生 めら と、 今は 船員を ちの いかり 燃え立 
つた 大きな 限 夕挈を 張り倒 さんいき ほひで 見 おろす 鑛 には、 相 變らず どこも かしこ 
も 軍需品の 山で、 その 巧 かぅ には 微離と 驚 瞒の 建物と がを りから S ざしに、 かつと 照 
りかが やいて. あたり 一帶 には 急に 丘ハ隊 、巡査な どの 警戒が. 嚴蛋 になつて ゐ るので あり 
ま^た。 そ」 て、 又して _も 二十 名 ばかりの 兵隊ち むちを 持つ て、 船內 雲に f かりて 
乘 りこんで 來 たのであります。 

の 

十 巧 一日。 待ちに 待つ た乘船 日であります 。空には まだ 基が まを たいて ゐ て、 暑 五十 


二人の 引 蠕げ は、 まだ 夜の 明け きらないう ちから、 ぞくぞくと 權橋 につめ かけて きた 
のでを ります。 正 夫 も 父 時に ともな はれて 來 ると、 待ち かまへ てゐた ィギリス 巧憲 は、 す 
ベての 邦人に 對 して’ 渺虜か 罪人の やうな 取扱 ひを 開始し をのでした。 

一一 一十一 一一 度の がでの 下に 列と なつた 中から、 六 セ 歳の 男の子と 、水色の 服を つけた 掃人ゲ 
あわただしく かつぎ 出された のであります。 

『水 だか だ’ 水は ないか 水は —— 。』 

列の 一個 所がみ だれて 凹 五 人の さけびが あが^と、 眼の 靑 いお 隊は それを 見ながら、 せ 
せら 笑つ て 答へ たのでした。  - 
『水 か。』 

『さう です。』 

『かは ある。』 

『すみません ’  H がが で 倒れた のです。 のませて やつて ください。 J 


『水は な、 肌に がり あまる ほど 與へ ておいた から、 乘 船したら ゆつ くりと 飲ませて やる が 

よい。』 

『な、 なんだ と。』 

いきなり ヘルメット 幅モ をは づ すと’ その 下から 口 心の 良い 靑 年の 顏が あら はれて、 とつ 
さに、 にぎりこぶしを ひるが へさう としたので， 邮郎の 同胞が 淚の聲 で その 腕を おさへ. つ 
けたので ありず す。 

『がまん、 がまん、 がまんす るんだ。 がまんし てく 1。』' 

『わかりました、 わかり ましを。 すみません、 皆さん。 こいつら’ 今に 見て ゐろ •軍刀を 
振りみ ざして、 きつと ここへ 乘 りこんで 來て くれる ぞ。』 

その 聲が 終らない うちに、 前列に ゐたセ 十 歳を すぎた 老娑 が、 つかれた みを もたせて ゐ 
た 膝の 杖を、‘ ふいに 化 Q お 隊がさ つとう ば ひとつた ので、 を 人は よろよろと つん® めつ て、 
ホ 主み ちに あごを ついて 倒れた のであります。 


あつと、 邮 巧を かへ た 口 ひげの ある 紳 出が、 す 早く お 人を ゼき かこして 自 みの 肩に 背負 
ふと、 やには に その 兵隊へ つかみかかる 勢 ひを 示した ので、 老婆は 背中から が 化に その 肩 
を おさへ つけて 叫んだ ので ありました。 • 

『獻 か、 早まるな。 皆樣の ごめいわくになる 道理が わからぬ か。 ばか 者め が。』 

『は、 はい。』 

と、 いかりに ふるへ て， 波を ぅつ 白い 麻 服の 大きな 肩を、 なほ もしつ かりと 引きょ せる 
を 婆の 細い 手首 も、 くやしさの あまり ボ くがくと ふるへ てゐ るのを 見た とき、 正 夫 も その 
まは りに ゐた數 十 人の 頰に もとめ どなく 淚が つたは つて、 ああ これが 永年 住み なれた シン 
ガポー ルを 引 揚げる’ われわれ 五 巧 五十二 人の 口 本人の 姿で あるの かと’ 皆は ぬれた 眼を 
力の かぎり 見合せ て’ 血の たぎる くちびるを 堅く かんだ のであります。 

やがて， 乘船検 巧は 閒始 されました。 

檢 益は 一人 づつ 勝視 人が ついて、 段內に 呼び入れられた のであります が、 邦人には 紙 一 


枚 さへ も 持たせず、 荷物は ナベて マライ 人と インド 人に 運ばせて、 長い 墓の 上に 乘せ させ 
ると、 そこに ずらり とならんだ 二十 餘 人の イギリス 檢查 {目は. 邦人が 祖國へ かへ る、 心を こ 
めた 荷づ くりな のこと. ことくを、 ずたずたに 切り 閒 き、 をる ひは 引き さいて、 檢查 をは じ 
めた のであります。  、 

『この 品は 何 だ。』 

『それは 石齡 です。』 

『中を しらべる。 文書 か 金で も 入つ てゐ るか も 知れぬ から。』 

石驗 は’ たちまち 二つに 斷 たれて しまつた のであります。 

『みぎの これは 何 だ。』 

『妻の おびでぁります。』  . 

『これ も あやしい。 中を しらべろ。』 

浮を 模樣の おびは、 むざんに も 芯を 引き出されて、 搜 げかへ された のであります。 


巧單投 榜色友 u はもさん にも おを 弓 きげ されて， 投げ かへ された ので ありま ナ。 


『みぎの 品。 これは 何 だ。』 

『子供の お 人形であります。』  . 

『これ もしら ベろ。 1 

ぽ きんと、 するどい 音が した かと 見る まに， 撼船 すがたの 大きな 日本人 形は、 その あど 
けない 首を 失つ てゐ たので ありました。 

き やっと. 聲を あげて 檢查宮 の 太いずに むし やぶりつ く 少女のう しろから、 その 父親の 
殺氣ゼ つた 聲 が’ ィギリス 人を 張り倒す やうに あびせ かけられた めであります。 

『か 前たち はそんる ことを して’ 子を 持つ 父親と いへ るの かっ。』 

『だまれ。 ぐ づぐづ いふと 乘 がを 許さぬ ぞ。』 

ザし い 品は タオル ー枚、 靴下 一足 さへ もな 恥され て ’  1 二輪車の タィヤは はづ され、 靴底 
は 全部 引きは がされて、 五百餘 人の 乘 船が 終つ たのは 夜の 十 時で ありました。 

人々 は あまりの くやしさに 船室へ ホら うと もせず、 扣敝に 立ちつ くした まま、 今 こ 


今にな てゐ ろと •曇を あ ふいで 歌 傲の 淚を ぬぐつ てゐ ると ころへ •船長さん もがて 化き 
船員さん も來て 泣いて ゐ るので あります。 

やがて 船長さん は、 胸を 張つ て 叫んだ ので ありました。  . 
『皆さん’ これが 軟 祝を とりは づ した ィギリスの 正體 であります。 われわれは ィギリス 
ことき も に 負けて •ゐ る找 族ではありません。 やがては、 ふたたび 大手を 振つ てこの シ 


ニ ミ 

ン ガポー ルへ 日本人が 乘 りこんで 來る 日の ために， 今 こそ 祖國へ もどつ てからの 新たなる 
奪圃 努力を、 あらためてち かひ 合は うではありません か。』 

『さう だ、 さう だ。』 

『もう 泣くな •泣くな。』 

と、 はげみ 合ふ聲 がわき おこつ たと き’ 事務長さん が 船室から あら はれて、 何 か 船長 さ 
んに 話した かと 見'^ と、 S さんの 顔が 急に ほころびて’ にこに こと 皆に 吿 げたので あり . 
ました。 

『ただ々、 一二 等 船を の濱川 ふじさん ボ 、玉の やうな 男の 赤ち やん をおう みに なりました。 - 
巧 子と もに 至つて 御 健康であります。』 

ああ 午前 七 時から、 赤道 直下の 燒 けつく 太陽に じりじりと さらされた まま、 やう やく 午 
後の 十 時に 乘 船出 來た 安、 心の ために、 には かに お 遠が はじまつ たの. であり ませう。’ しかし 
まづ はめで をい、 めでたいと、 人々 の顏 に】 樣に 喜びのを が あら はれた のて ありまし ち。 

陪ま问 か •調 J.、 蒂こ華 養 AI ま 安心— ご、 た t 一ぶ 中會 こ觀を 技ろ ずと、 を 〇 度、 蜡を 巧^た 饋 


まづ はめで たい、 めでたいと、 人々 の顏 に】 樣に 喜びの 色が あら はれた のて ありました 
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船は 觀朝六 時に 岸壁を はなれて、 ふたたび 沖合に 觸を おろず と、 その 夜、 船を 訪れた 鶴 
見總 領事は、 則 縣 瓣 人に 向かつ てこれ までの 幾多の 忍耐 勞 苦を なぐさめ、 巧に 前途を はげ 
ましては、 共に 自が しらを ぬぐ ひながら お別れの 挨 がを 交した のであります。 そして 船 上 
から おごそかに 東方を 鑑辭 し、 君が代を 合唱 すれば、 その 聲 は、 機雷 •鐵條 網を めぐつて 
碳を まく シン ガポ I ル潘 外の 波音を たたき 消して、 夜の 海上に’ 淸 く、 力强 く’ 更にた く 
ましく 旧 本人の 聲を とどろかせ だのであります。  、 

明ければ 一二 曰’ 船は 午前 セが にか^を 日 木に さし 向けて 出帆す ると， ィギリスの 假裝巡 
齡 艦と 驅敏臟 とが 前後左右に つきまと つて < る ぅちに、 とつぜん、 雲間から 據擊 機が あら 
はれた かと 見る まに、 マスト すれすれ にせ まつて， ホ おに 四 五發の 白煙 彈を 投下して： 爆 
擊满 巧を はじめた のであります。 

何を 負ける かと、 巧から 甲板で 離れ 去る シン ガポ I ルを ながめて ゐた正 夫たち 少年の】 
脚は’ 娘锻 機のと どろ〜 その 下で マットを 敷きつ めて 止 依を つくる と、 元氣な 角力 大會を 


一ニ ニ〇 

やりだした のであります。 

『はつけ よい や、 のこつ た’ のこつ た。』 

『負けるな、 負けるな。』 

『負けて たまる か。』  . 

敵機に とり 組む いき ほひで’ マットの 上に、 全力を かたむけて はだかで が 合 ふ 数十 人の 
少年を かこんで、 今は わ あわ あと 喜び さわぐ を 船の 巧’ 女、 を 人’ 子供たち の 眼には、 も 
はや ィギリスの 軍艦 も 爆擊機 もな く、 船は 南支 那游 を】 路 、日本へ 日本へ と 波を けり 進ん 
でゐ るので ありました。 

2 

2 

昭和 十六 年 十二ち 八な。  -  ‘ 

まだ 明け きらない ま 夜中の シン ガポ I ルは、 を 島に わ ひしげ つた 樹木と、 蟲の 音を 海の 


まだ 明け きらない ま 夜中の シン ガポ I ルは、 を 島に かひ しげつた 樹木と、 蟲の 音を 海の 


微風に そょ' がせて’ ひつ そりと 巧 化に かがやいて ゐ るので-ありました 

巧 も 人 も、 深いね むりに おちて ゐる 午前 二 時 頃’ けたたましい 電話の 呼 鈴に 夢を やぶら 
L た シン ガポー ル 防を 厨展 は、 受話器を はづ すと、 いきなり すを 打つ て來た 大事 件に、 を 
を 失つ たのであります。 

『ただいま、 午前 一時 手み 頃、 日本軍が コタ パル 香 その 化 方 附近の 海 まら 上陸 作戰 
を 化 巧して、 目下 コタ パル 飛行場め ざして 前進 中であります 『我 陸軍は これと 交戰 中に し 
て、 巧 空軍 もまた 敵 船舶を 豪して をり ます。 なほ バンコ ック 沖に、 敵 艦船 十隻が 出現い 
たしました。』  . 

ふいを 巧 たれて、 f 化かす ほどに おどろいた 防を 局 度は、 軍服に 乎を とほす のもぅ は 
の そらで’ 防 巧-局を 臘邮郎 すると、 直ちにが 渺 サイレン をを 巧內に 离嗚ら せた ので ありま 
す。 

しかし 巧 民の 支那 人、 マライ 人’ インド 人な どの 大部み は、 またい つもの 化を 訓 がかと 

言二 


つぶやいた まま’ 寢が へりを うつた だけで’ 愛は と 窓に も 街路に も かがやいて、 そ 
の 下を 防空 團 具が 聲 をから レる がら、 鐵 かぶとで 飛び まは つて ゐ るので ありました。 

をり から、 十 白 G 月明りに 謙を つらねた 日本海 軍 爆撃 隊 は、 だ 名う と シン ガ ポ| レ 
上空 堇 ほひつく すと、 をち まち、 を彈を 嬰所耍 所に たたきつけて、 謹の 恥 狐をゅ るが 
した かと 見る まに、 ここに 大 東亞 戰爭 は關始 された のであります。  . 

午 旷六時 シン ガポ— ル 巧 送 局は、 やうやく この 驚く ニ ユ—ス を 書 巧に しどろ もどろ 
の 聲で吿 げたので しを。 

(日本軍は’ 今朝、—、 マライ、 フイ リツ ピン’ ハヮイを 同時に 豪し、 わが シン ガボ 
，ル 及び マ -h フ 、木 ノル ルは 一せ いに 誦されました。)  . 

人口 革 四 萬、 日の 巧と 同時に かつと 照りつ ける 熱帶の 巧、 シン ガポ ，ルの そこ ここに 
一團 となつ— 闽 人は、 こ？ ばらしい 白 本 0 作戰 にた ゼ ばう' ぜんとして、 たうて い 言 じ 
る こと Q 巽を い 胸を 語り あつて ゐる うちに、 マライ半島 コタ パル 附近に 上陸した 日本軍 


は、 敵陣から 打ち出す 四十 餘 門の 野砲、 はくげき 砲に さらされて、 決 巧の 巧擊 をく りかへ 
して ゐた 似て あります。  .  . 

進め、 進めと、 全軍 肉彈 となつ て 突つ こむ 波う ちぎは の、 向かう 十メー トルのと ころに 
は、 がん じ やうな 鐵條 網が、 屢根 型、 輪 型な どに えんえんと めぐらされて’ 地雷は 敷かれ 
さんご 樹と挪 子 ホに かくされた 敵の トー チカ 陣 から、 一せ， いに 集中 射擊を あびせ かけて く 
ると’ 夜 あけのを に 爆音を とどろかして、 十數 機の 敵機が 地上 すれすれに 機關 銃で おそ ひ 
かかつ て來 たのであります。 

頭上には 敵機、 前方には トー チカ， うしろには、 無念 じ も 味方の】 船が、 敵機の 爆彈に 
义 なを 吹き あげて 海面を 眞 なに 染めながら、 しかも かたむく 船 上では， むはち まきの 高 射 
砲 おが 敵機に 巧ち つづけて ゐ るお模 が、 めら めら と 燃、 ん あがる 松の なかに 仁王の やうに 見 
えて’ 突擊 隊は緻 々と 海中に とびこみながら、 銃劍を ひらめか しては、 岸に 突貫の 聲をあ 
げて おょぎょ つてく るので あります。 


しかし 敵の 砲乂 はます ます 物す ごく、 今は じりじりと 砂を ほつ て 前進す る こと さへ も ゆ 
るし ません。 

『隊長 殿、 このままでは 味方のを 滅 であります。 正面の 卜 I チカ 攻擊 に、 おたちを ぜひ や 
らせ てくだ さい。』 

と’ このと き隊 おの そばに にぢ りょつ た 囚人の 兵隊が、 身を 化せた まま 叫んだ ので あり 
まず。 

ああ、 この すさまじく ほえな ふ 錬乂の 中を、 どの やうに して 行く つもりな のか、 今まで 
幾 回と なくく りかへ した 化 死隊貨 のうちに、 一人で も 生きても どつ た 者が あるで あらう か 
と、 同じく 地に 化した 隊畏 は、 その 兵たち を 見つめた のであります。 

しかし、 敵陣は、 どんな 場合で も， 必ず 乘り とらなければ なりません。 こ 
『ょし、 お前たち， も】 度 やつて 見ろ。 巧け。』 

『はぃ。』  ‘ 


と、 答へ た 兵隊は'  おを くひし ばつて 左 ホに 二人 づ つみれ ると、 爬は はがれて 海水の し 
みこむ 指さき で、 じりじり、 じりじりと、 ふたたび 砂地を 掘つ て 敵陣に 向かつ たので あり 

敵は それを 見つけた のか、 一き は ほえる やうに 銃火を その 方向に あびせ かける と 四乂 
の すがたは’ もはや 包 煙と 砂け むりに とざされて 隊 おの 目には 見る こと も出來 ません。 す 
ると’ なんとい ふこと であらう。 な ふやう に乂 をはいて ゐた 正面の 二つの 卜 I チカが、 し 
ばらく のの ちに’ ふいに， はたと、 とめられた のであります。 

それ’ 今 だと、 どつ ととき の聲を あげて、 胸を がぬ かれた 丘 ハ も 立ち あがつ て、 銃 劍を艰 
りか ざして 敵陣に を どり こんで 見れば、 巧 人の 広ハ隊 は、 おのおの 自 みの 首を 敵の トー チカ 
に カー ぱい 巧つ こんで’ 銃 限を しつ かりと 閒で ふたを した まま 息が たえて ゐ るので ありま 
した。 

夜は、 ほのぼのと 明けは なれたの であります。‘， 


二-- 一六 

激戰 のの ちに コタ パル 飛行場を 占領した 日本軍の 一隊は、 そのまま 柬 海岸を 南に 下つて 
路 もない 密林と、 潮の 引いた 海岸を、 イギリスが y がが 觀と ほこる シン ガポ —ル大 塞め 
ざして 進擊 すると、 他の 一隊は、 猛獸 、毒 おに 滿 ちた マ クイ 半 鳥を 横ぎ つて、 西海岸に 到 
着く これ また シン ガボー ルへ、 シン ガポ I ルへ と、 軍靴の 音 も 高らかに 盤 撃を つづ けたの 
であります。  -  . 

巧 

マライ半島をしゼいに化から追はれて來をイギリス軍は、 バトパ ハ町のトーチヵ巧にご 
つたが へして、 日本軍の 掘聲は 日に日に、 いんいんと 近づいて 來 たのであります。 

^ はや ブラ ニイ 親子は、 鳄の 皮な どを とつで ゐる もけ にはい きません。 マライ 人たち が 
昔から 傳說で 待ちに 待つて ゐた 神の 國の 兵隊が、 しかも 今は ブラ ニイ 親子の 妻の 國の 兵燦 
とる り 母の 國の 丘ハ隊 となつ て、 東洋の 天地に がぅ まん 無禮 きは まりなく 么る まつて ゐ t こ 


イギリス 人を 又？ らず たたきふせて、 £iQ やうに 大密 がから 攻め 畫て來 たので ぁ 
り ま寸〇 

『さぁ ブラ ニイ’ お前と お父さん とが お 役に立っ 時が 言そ來 たの だ。 お前 も おも 日本語 
が 話せる。 さぁ、 神の 國の丘 ハ 隊の够 恥に 立って、 跟譯 となって 進む の だ。』 

『お父さん。 もしも お母さんが 今生き てを られ たなら、 日本軍を 見て’ どんなに わ 喜びに 
なられる ことで せう。』 

『さう" こ、 二人で、 わ 母さんの みまで 働きぬ くの だ。 おはこの 日が 來る ことを 信じて’ イ 
ギリス 軍の 卜 I チカが どこと’ どこに あるかを 、ことごとく しらべつ くして ここに 書き あ 
げ ておいた の だ。 これを H 本が に 波す。』 

『お父さん’ ありがたう。』' 

『さあ， 巧 かう。』  . 

ブラ ニイは’ 巧が いつも 火 切 じして ゐた黑 いうる しぬ りの 円 木の 小箱から、 口の 丸の 破 


をな，! しくと りんす とそれ をて いねいに ポケットに しまつた のであります。 そして 父 
と獨木 かにと び乘 ると、 日本軍が 攻め 呈 てく 奚砲 0 とどろ— たょりに、 繫 が」 の 中 
へ 力】 ぱい こぎ 巧し をのであります。  • 

空は 砲煙に お ほ はれて、 南北の 陣地から 打ち出す 砲聲 に、. 密 がの 木々 はぐ わぅ ぐ わぅ と 
とょめ きこ だまして、 その ま 流れは あわただしく 波 妾て ゐ るので した。 と、 ふこ 一、 

晶 か。』  I 

と’ ナる どい マラィ 語が 二人に あびせ かけられ たのであります。 

はつと 7 ラ- 1 ィ親 子は 脱を つかみ 合つ て あたりを 見 まは したので す夕兩 岸には ま 
のす っに」 げり」 げつた 羊齒 が一 めんに 畫 つて ゐる ばかりで、 人 かげは f ません。 • 
とふた たび r 離 か」 と、 こんどは 小さく 日本語が かけられ たので あり 享。 

とつ さに： フーフ； は ポケットから— 旗を 振りかざして 「日本人 だ」 と. さけぶ と’ 目 
の 前の、 毒 G かげから、 夏 兵が 一人む つくり 主 苦 あがつ て、 ルず を かざして まねい 


たのであります。  ‘ 

シン ガポ 1 ル囊 にあた つ寞 日畫國 軍人は、 指 y 肖から 丘陵に いたる まて、 その 軍 
服は ずたずたに 木* に 引き さかれて、 血に そまり， 晝 なほ 暗く 天を とざして 立ちなら ぶち 
がの かげを 手 さぐりで 遊めば、 くも Q 巢 Q や 名 張りめ ぐらされ た寫 かづら は 身にから ま 
り、 が ひくち てつ もりつ もつ た 枝葉に 是 うば はれて. 思 掌 つんのめれば、 その上から 
恤 にう 表た 山 ひるが 無數に 振り かかる 大 密林を、 汗と ほこりに まみれて 進軍 ナる こと 一千 
一巧 キロ。 

ある 巧は、 じりじりと li りつけ る 百 ミ十餘 度の i# の n ざしに、 勝 兜を こが L、 目は く 
ら 夫-をり から 一天には かに かき 遮つ たか ピ 見る うちに、 どうどうと 落ち かかる 大 雷雨に 
みはたた かれて、 さつと 略れ 上れば、 をい つばい にか かる 化を あ ふいで’ 胸まで ねかる 大 


二 四 0 


濕—を ふみこえ、 ふみこえ’ 前進 また 前進を つづけた のであります。 

その 間に イ ギリ K が ほ！ 度 f  •ッ トラ 要塞 蓋と 夫れ て ペナン島を 臺 し、 

な f， また クワン タンの 敵を たを きかせ、 スリムの 大 せんめつ 戰 に-弧ぃ 
^ を あげ ケ マスを‘ っば ひ、 マラ ッカを ち領 し、 バトパ ハの 戰 ひと、 束 西から 勝ちぬ いた 
基？ 泥 まみれ ひげづらと なつて， f 燃え あがる マライ半島の 最南 端； シヨ ホ， 
’ク； ド 突入し ブ のは コタ ハルに 上陸して からこ こに 五十 五^目の ことで ありました。 
兵隊 も 馬 も 犬 もまた 戰車 も、 トラック も’ 大砲 も、 自擊 部隊 も、 ことごとく マ 
ライの 霎幸 f ご」 ぬいて、 な— そぅと—旗をひる がへ」 てく る 列の 中に、 
フラ ニイ 擎も 汗と ほ ミ まみれに な ミ、 日完 0SS を 振りながら 兵隊と るらん で來 

籌の シン ガポ ，ルには、 日畫 0 爆 f ぅけた セレ タ ，軍港 ぴ 重油 タンクが、 空 一め 
んに黑 煙を— あげて、 太陽は ホを 失つ たま ま 字んで をり ます。 


『お父さん、 兵隊さん たちが、 皆 泣いて ゐ る。』 . 

ブラ ニィの 聲 に、 お父さん も あわてて 雌め たのでした。 

兵 ± を ちは かの おの 背囊 から 戰 友の 遺骨を とり 巧して、 シン ガポー ルに 向かつ て 高々 
とさし あげる と、 皆淚 をな がして 物を いつて ゐ るので ありまし を。 

『お S きさま、 をれ が 見える か。 をれ が シン ガボー ルだぞ 。お まへ が 死ぬ まで 口にして 
ゐた シン ガポー ルだぞ 。見える か、 見える か。 もぅ I とふん ばりして’ あの 主を お前に ふ 
ませて やる から、 待つ てろ、 な、 待つ てろ。 口 
.  ッ シ I ン ， ダ ダ ア ン - 

と’ 近くで またも 敵彈が 落下して、 主 煙が あがる その上を 、友軍の 爆撃機が 入道雲を つ 
レて、 大 編隊で しきりな く シン ガポー ルへ シン ガボー ルへ と 飛びつ づき、 飛び かへ りして 
はお 彈の 雨を 降らせて ゐ るので あります。 

『やる ぞ OJ 
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『やる ぞ。』 

と、 どの 丘ハ隊 もまつ 黒な 顔を ぎらぎらと 化ら せて、 今か今かと 突擊 命令を 待ちな がらに 
ら みつける 敵陣 地には、 またも 火の‘ 手が ひろがつ て、 辄子 林が 燃え あがる’ 丘 ハ舍が 吹き飛 
ぶ。 無電 塔は 天を 高く 飛びち つて、 敵 味方の 砲聲 はぐ わう ぐ わう と 天地を ゆるがして ゐる 
のでを ります。 

九日 午前 零時’ つ ひに シン ガポ I ル 島 敵前 上陸は 敢行され たのであります。 暗夜の 中を 
靜 々と 進む 數十 蟹の 舟艇は、 ジョ ホし ル 海峽を うづめ て、 今 こそ、 最後の とどめを 刺さう 
と、 ふる ひ 立つ た將丘 ハを 乘 せて、 まつし ぐらに シン. ガポー ル 島め ざして 突入した ので あり 
まず。 

十餘 萬の 敵軍は、 それ、 この 時 だと ばかりに、 すべての 砲門を 一せ いに 開いて 鑑 II と 巧 
ちかかつ て來 たので、 シン ガポー ル 島の 岸は、 には かに わきあがる 白雪の やうな 砲煙に お 
ほ はれて、 そこから 砲彈 .銃彈 ，手 楠彈 がすき まなく あびせ かげられ ると、 つ ひに 敵は、 


重油を 海に 流し こんで、 その 中へ 燒巧 を 死に ものぐ る ひで 段 ザつ けらり でを ります" 


重油を 海に 流し こんで、 その 中へ 燒夷 職を 死に ものぐ る ひで 投げつ けたので あります" 
海は たちまち 地獄 纔の やうに 燃え あがる と、 日本軍の 舟艇は 乂 だるまと なつて、 その ま 
ま义の 中を あとから、 あとから と 海峽を うづめ つくして 突擊 してく るので ありました。 
『巧つ こめ、 突つ こめ。 死ぬ まで 突つ こめ。』 

『敵は 一 丘 ハも殘 すな。』 

『さあ こい、 さあ こい。』 

と’  乂と 燃える かを 岸に たたきつけて', 飛び こんで くる 勇 ± たちの 足の 下に、 あを’ 五 
十五》間’ 命をかけてマラィの大密林を進擊して來た敵のがじ紙シンガポ—ルの大地が、 友 
軍の 跑乂に 熱しき つて 燃え あがつ てゐ るので あります。 

『おわ， み隊お どの。 足下は シン ガポー ルの 主であります か。』 

= さう だ シン ガポー ル だ、 シン ガポ （ル だ。 おい •巧 中の きさま。 着いた ぞ 。着いたり 
だぞ。 J  . 
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背囊の 中の 遺骨を ゆすぶりながら 突つ こむ 丘 ハ 出たち の 目の前に •シュル、 シュル、 シュ 
ルと、 敵前 上陸 戍巧 信號燈 が、 乂焰と 星 かげの みなぎる 大空. に 巧ち あげられました。 

激戰 、死闘を くり かへ す こと】 週間、 つ ひに 昭和 十 セ 年 二 巧 十五 日’ 敵將は その 司令部 
の鐵塔 高く 白頗を かかげて、 無條か 降伏を 申し 巧た のであります。 

『巧 基 陛下、 ばん ざ一 い。』 

『大口 本が 國 、ばん ざ J い。』 

ゴムが から、 ざん がぅ から、 大砲の かがから’ とどろく その 聲は シン ガポー ルを 島を ゆ 
るが して、 兵隊たち はず だず だに ちぎれた 軍服の 袖で 嬉し 淚を ぬぐ ひながら’ 南國の 晴天 
高く、 氣 球に 結ばれて ひるが へつた 大目 章 旗を あ ふいだ のであります。 

昭和 十 セ 年 二 巧 十 セ 円， ィギリス 領 シン ガポ I ル 島は、 ここに 大日 本 帝 國の領 上 昭南島 
とげ ばれる ことに 大本をから. 定められました。 

もはや 東洋人を くひ 物にして ゐ た’ ィギリスの 根據 化ではありません。 


もはや 東洋人を くひ 物にして ゐ た’ イギリスの 粮據 地ではありません。 


日一日と 目 ざまし く 復興す る昭南 島には， 爆擊 、砲彈 で 破壊され た 巧 街を、 イギリス 兵 
の 俘虜 どもが なまつ 白い をみ を 汗 まみれに して、 取り かたづけに 使 はれて ゐ ますし、 その 
横を 日の丸の が ハを かかげた マライ 半 轟 巧の 巧を が、 誇ら かに 汽笛を 高鳴らせて、 ごうごう 
と 通りす ぎる と、 摇 、かんなの ひびきに まじつ て’ 大路 小路から 目 本 語を 習 ふ 東洋を 國民 
の聲 が、 明るく きこえて 來 るの. てあります。 

その ある 街の 凹つ かどに、 堅く 閒 ざされ た 正 夫の 病院を 見 あげて、 語り合つ てゐる 二人 
は、 ブラ ニイ 親子で ありました。 

『ブラ ニイ’ 町 も 人の ムも 一變 して、 をの シン ガポー ルの 面!^ は、 どこかへ 吹き とんで し 
まつた ではない か。』 

『さう V す。 これが 本 常の， アジア 人の アジアの をです ね。. お父さん。』 

『さう とも。 しつ かりと 伽かねば なるまい。 もはや 私たちは、 化 口の マライ 人では ない ぞ。』 
『さう です。 化り の マライ 人では ない ぞ 。しかし 正 ホは どこに ゐ るの だら うか。 イギリス 兵 
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に インドへ 連れて行かれ たの だら うか。 それとも •日本へ 無事に 歸 つたの だら うか。』 
。、ム^ナるな ブラ ニイ。 どこに ゐ たつて-正 夫君は 日本の 力で、 又 ここへ すぐに もどつ て 
來 るょ。 その 時には この 日本の 腕章を、 につ こりと お見せし ょうでは ないか。 さあ お 母 さ 
んのお 墓へ 急がう。』 

支 じみと 親子が 著？ 同仁 病院 Q なに， 何 か 白い 紙き 襄赤 れんぐ わ S しを 乘 

せて、 扉 Q 下で 風に 吵れ てゐる Q に、 ブラ ニイは ふと 氣が ついた 《であります 
『おや、 お父さん、 あの 紙 きれは るんで せう。』 

『どれどれ、 なるほど。』 

と， 手に とりあげて 見る と、 どこで 習つ たの か 誰に 書いて もらつ たの か、 下手な 日蔓 
字で スミスの 手紙が、 正 夫 あてに 置かれて あるので した。 

(冗 夫 くん。 君と 僕とは’ 今 か 互 ひに 敵國 どうしであります。 

父は 日本へ 向かつ て 銃を とる ために、 木 日 アメリカへ 歸國 します。 それで 髮 も、， つし 


よに 歸 ります。 この 戰 ひは、 アメリヵ も 曰 本 も 共に 网を かけての 戰 ひであります から 
このの ち 何 巧 年 つづく かわかり ません。 しかし、 戰爭が 終りし だい、 おたち スミス ー 
家は、 曰 本に 歸 化して、 日本 入になる 化ん をして ゐ るので す。 

を 世 巧に、 日本人 ほどす ぐれた 國民 はない ことを 知つ てゐる おたちは、 いづれ 日本人 
となつ て スミス ー族を あなたの お 國に榮 えさす つもりで をり ます。 

おたちは その 祖先と なる ので ありまず から、 今後ます ます、 ナベての ことに 努力を つ 
くして’ すばらしい 日本人と して’ 魂を 子孫に 永久に 傳 へる 强 悟です。 

では、 円本が が マラィ 半廚 から'  たくましく つなみの やぅに なめ よせてく るので、 今 
晚 、巧 船に 乘 つて シン ヴポ I ルを さよな-りします。 

僕 も 今のところ アメリヵの 少网 おであります から、 君には 負けません。 祖國に 力を 合 
せて’ 敵國 円本を 倒す ために 戰 はるければ るりません。 さよなら。 一 
r なまいきな ことを いふな。 J 


『お前ら に 負けて たまる か。 J 

と’ ブラ ニイ 親子は 手紙を にらみつ t てから’ 鶴が の麗 擲驗槪 にはを めく— 媒 を’ 
今 さらに 力 邸く あ ふいで 罢人 墓地に 急いだ？ あります。 墓地には、 正 ホ® 父が 建てて 
く  3 畜の 墓標が ひつ そりと 虫の 音につつ まれて をり ました。 

ブラ ニイは そ Q 前にい きなりぬ かづく と'  是 D を あてて 叫んだ？ あります。 

『か 巧さん わ 母さん，」 こは もはや イギリスの 主 化ではありません。 か 母さんが 死ぬ ま 
で戀 しがつて をら れた是 の 主 地です。 お 量ん、 お母さんは 醫の 主に 眼つ てを られる 
のです。』 

二人 夕 しみじみと 墓標を きさす つて ゐ をち やぅ ど その 頃、 日本から 昭南 鳥へ 向かつ 

た 一軍 用船が ありまし を。 その 甲 被で、 正 夫は 兩親 にか こまれて、 元 氣ょ く 語つ てゐ たの 
•であります。 

『蔓 さん、 僕たちは 今、 日 まら、 日本へ 航海を ナ るので す 3。』 


『さう だ。 シン ガボ— ルな どは ナ でに ほろびて 無い。 かがやく 昭南 島が 巧手に ある ばかり 
だ。』 

『昭南 島に も そのうちに 航空 學 校が 巧來る でせ うか。』 

『いづれ は 出 ホる にち が ひない。』 

『その 時には、 僕を 入學 させて 下さいね。』 

『よしよ し’ それは 冗 夫の ながい 問の 希望 だから’ しつ かりと やる がよ い。』 

『ィンド 人、 マラィ 人、 ま那 人の 化徙 たちに まじつ て， 僕は 日本人と して りつぱな、 飛 巧 
出に なつて みせる ぞ。 j 

『うむ、 やれ、 やれ。 この 大東强 戰爭は 何十が つづく かわ がらない し、 ホ英も 死物な ひだ。 
たと へ 敵機が、 雨の 如く 爆彈を 投げ落とさう とも’ その 下で、 お父さんは、 七十 歳に なつ 
て も •八十 歳に なつても 戰ふぞ 。瑕ち てし 止 もむ。 擊ち てし 止まむ だ。』 

『傻 だつ て， 敝を たたきのめして’ 尙 その上、 手 おを もぎと つて、 二が とは 立ち あがれな 
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いやう にしる ければ、 戰 ひを やめない ぞ。』 

置 夫。 その、 心を 命の ある 限り 持て。 をい つらは、 文明 人— そ ほひながら、 じつは 令 
の 皮を かぶつた 野獸 だ。 野 獸と戰 ふには、 少しで も 梢け 豁 f 見せたなら、 この 戰 ひは 負 
ける ぞ 。いい か。』 

はい。 僕は、 言 そ敵幽 人と 見を るら'  たと へ あの 親ぶ スミスで あらう ター 人の こら 
ずた たきの めして 节る つもりです 〇』 

『その言葉こ そを 日 ま少國 民が： 天に こぶしを 突き あげて 叫ぶ |呂葉だ。 敵 i は 
羣も喜 年 も 前から、 束洋 人に 對占 •そ？ うなず 段を とつ— た 含。 今 こそ’^ 

國 人は  一^の こらず、 たた々」 のめす 時が 來 をの だ。 正 夫、 お父さんと ともに’ お 量ん と 
『はい 磯 ひまず。』 

実が につ こりと 養る 南 支那 愛波 0 色は、 を妻も 美」 く かがやきわた つて ゐ ます 


が、 海上 監視 貴は 敝水潘 艦に 罔を くばりながら、 船は 刻一刻、 晤南 島め ざして 波を けたて 
てゐ るので ありました。 

、  (をはり) 


1 ミ 呂 


一一 五 四 


参と  が 


き 


— 少闡民 諸君へ —— 

この 「昭南 島」 は、 ある 少駕雜 誌へ 「、ミ1」 とい ふ 題で、 十 五ヶ 巧 間 連載した 

のて^^ 

私が これを 書きは じめ た Q は'  大柬亞 戰爭が 起る 半年 堂 も 前® ことで、 そ 1 私 じ 
全身の 血を たきら せて、 にくい ホ f 心の中で 戰 ひながら、 この 物語りを 書いて ゐ まし」、。 
そして、 いま 日案黨 のどん を 立場に ある か、 まを、 日定對 して、 i どもが どんな 
ことを たくらんで ゐ るかを、，」 の 中に わかりやすく 書き 人れ て、 一刻も早く，— が 私と 
ともに 肢の 中で、 ま づホ英 と 戦/つて くれる やぅ にと 力を そそいだ ので ありま ナコ 
ところ か S 國は 、それ 辜が さへ にがさへ て ゐを蹤 がぶ 錢 のをを、 つ ひに 節ち 切つ て 
その 蓮を もに宜 戰 布吿ナ ると 同時に、 いきる り眞群 磯の 敵を たたき 伏せて.’ 皇軍を マラ 


ィ 半島に 上陸させる が 早い か、 ィギリスが 誇る シン ガポー ルな どは、 豫定 のと ほり 占領し 
てし まつた のであります。 ですから、 その 時雜 誌に 速载 中の 九ヶ巧 目からは、 「シン ガポ？ 
ル」 とい ふ题も 「昭南 島」 と 輝し く 改めて、 今 また この 本の 題と もした わけです。 

おは 戰ふ H 本の 童話作家の 一人と して， 兵隊さん だけに 手柄を たてさせて おくわけ には 
いきません。 やはり 諸君と 同じ やぅに、 種々 な ことに 力を つくして’ 敵に 二度とは 立ち上 
れ ない ほどの 打 擊を與 へる まで、 これから も カー ぱい ペンを とつて 戰 つて 巧く 覺 悟です J 
諸君 も、 丘ハ隊 さんや 僕な どに •化して をけ ないで ぐわん 張つ て 下さい。 物す ごい 戰 ひは 
さあ これからです。 
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